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新
し
き
世
界

へ
　
５
８
４
号

●

Ｃ

Ｏ

Ｎ

Ｔ

Ｅ

Ｎ

Ｔ

Ｓ

●

昭
和
６０
年

↑

９
８
５
ｔ

＝
目

写

■
本
誌
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
／
　
今
号

一
部
五
〇
〇
円

（送
料
共
）

舞
本
誌
の
用
語
解
説

Ｃ
‥

（
シ
ー
ア
イ
）
…
…

ｒ
ｏ
ｏ
８
″お

【四
６
””
ヨ
ｃ
∽

″無
知
な
る
者
の
セ
ン
タ
ー
″
の
意
味
。

無
双
原
理
と
正
食
の
運
動
を
す
る
セ
ン

タ
ー
。
第
二
次
大
戦
後
、
桜
沢
先
生
が

青
年
教
育
の
家
を

″Ｍ
Ｉ
″
　

〓
●
】８
５

【雪
０
３
３
易

と
命
名
。
こ
ざ
か
し
い
知

恵
を
す
て
、無
知
、
バ
カ
で
あ
る
こ
と
に

徹
底
し
た
も
の
が
真
の
幸
福
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
わ
け
。

Ｇ

・
０

（ジ
ー
オ
ー
）
…
ｏ
８
品
８

ｏ
７

∽堅
●
　

（ジ

ョ
ル
ジ
ュ

・
オ
ー
サ
ワ
、

英
語
な
ら
ジ
ョ
ー
ジ
）
桜
沢
如

一
先
生

の
外
国
で
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
。
如

一
を
ジ

ョ
ー
ジ
に
あ
て
た
も
の
。

Ｐ
Ｕ

（ピ
ー
ユ
ー
）
…
…

ｒ
ｏ
Ｐ
一８
一Ｒ

Ｃ
５
】ｏ
ｃ
ｏ
　
（
ル

・
プ
ラ
ン
シ
ッ
プ

・
ユ

ニ
ッ
ク
）
た
だ

一
つ
の
原
理
、
無
双
原

理
の
こ
と
。
宇
宙
を

つ
ら
ぬ
く
根
本
法

則
の
こ
と
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
…
…

３
８
３
σ
ざ
‐

ｇ
馬

（
フ
ラ
ン
ス
語
）、
英
語
で
は
マ
ク

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
ヨ
ｏ
ｏ
「ｏ
げ
一９
一ｏ
∽
、
形
ヤ

容
詞
は

Ｂ
８
８
げ
一ｏ
澤

マ
ク
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ッ
ク
。
元
の
意
味
は

「長
生
術
、

長
生
き
法
」
だ
が
、
桜
沢
先
生
の
提
唱

に
よ
る
正
食
法
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
。
宇
宙
の
秩
序
、
法
則
に
の
っ
と

っ

た
人
生
の
道
の
こ
と
。
大
自
然
と
と
も

に
生
き
る
生
活
法
。

陰
性

。
陽
性
…
…
あ
ら
ゆ
る
物
の
性
質
を

二
つ
に
分
け
て
、
遠
心

・
拡
散

・
寒
冷

・
カ
リ
ウ
ム
の
多

い
も
の
を
陰
性
（
▽
）

と
呼
び
、
求
心

・
収
縮

・
暖
熱

・
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
多

い
も
の
を
陽
性

（
△
）
と

呼
ぶ
。

■桜沢里真先生指導の食養おせち料理講習会が、12月 7日 田 と

15日 lE)に あります。ご参加下 さい。詳細は巻末行事予定参照。

■秋の リマ・ クッキングアカデミー開講中。

■第11回正食医学講座 0最終回は‖月23、 24日 、東京インター

マック会館にて開会。

日 本誌および日本CI協会のすべての刊行物、桜沢如一、桜沢里真の著作物の内容の全部または一部の、あらゆる形式による

複製は、当協会の文書による承認を必要とします。 (た だし、論文中での正常な範囲の引用は、出典、発行所を明記されれ

ば、かまいません。転載のお申し込みは歓迎いたします)

■ 日本C:協会は毎週木曜体業です。

イ

ン
タ

ー

マ

ッ
ク

・
ニ

ュ
ー

ス
…

…

…

…

…

…

４

一
泊
二
日
、
食
養
料
理
講
座
／
１０
月
１３
日
Ｇ
Ｏ
生
誕
祭
―
―
対
談
。
宮
沢

秀
明
×
佐
々
井
譲
、
Ｇ
Ｏ
資
料
展

米
陸
軍
研
究
所
が

「原
転
」
を
確
認
／
③

ガ
ン
の
正
体

8

大
森
英
桜
講
義
録
よ
り

人
体
の
右
と
左

14

乳
ガ
ン
の
食
せ
ん

Ｈ
月
の
食
養
料
理
／
桜
沢
里
真
・

蓮
根
薄
切
り
煮
付
け
／
松
茸
あ
み
焼
き
／
栗
御
飯

●
シ
ネ
マ
特
報

『
キ
リ

ン
グ

。
フ
ィ
ー

ル
ド
』

23

食
物
と
カ
ラ
ダ
の
バ
ラ
ン
ス
性
／
佐
々
井
譲

「三
年
番
茶
」
物
語
…
…
…
…
…
…
２８

鹿
児
島

。
大
口
市
で
奮
闘
す
る
川
上
さ
ん
夫
妻

24

西
日
本
巡
回
記

釜
日及
部
）

ク
ッ
キ
ン
グ
保
育
室
か
ら

‥

３２34

桜

沢
如

一
特
集

２
）

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
デ
ビ

ュ
ー
講
演

「日
本
医
道
と
西
洋
医
学
」

（下
）
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響
Ω
饗
翁
饗
饗
）
０
９
９
９
９
９
妙
）
９
イ
ン
タ
ー
マ
ッ
ク

・
ニ
ュ
ー
ス
リ
０
９
９
９
Ω
り
９
９
０
９
９
０
９
０
９
妙
９
９
９
９
）
）
０
９
９
９
０
０
●
９

ｏ
９
月
１５
～
‐６
日
、
第
１６
回
リ
マ

・
ク
ッ
キ

ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
集
中
講
座
が
イ
ン
タ
‥
マ

ッ
ク
会
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
毎
週
の
料
理
教
室
に
通
え
な

い
方
々
の
便
宜
を
は
か

っ
た
も
の
で
、初
級
、

中
級
と

一
緒
に
勉
強
で
き
、
３
回
の
受
講
で

初
級
、
そ
れ
以
後
４
回
の
受
講
で
中
級
の
免

状
が
取
得
で
き
ま
す
。

今
回
の
講
座
は
、
講
師
と
し
て
桜
沢
里
真

会
長
、
吉
成
知
江
子
先
生
が
担
当
し
、
参
加

者
は
３０
名
で
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、

ニ

ユ
ー
ヨ
ー
ク
で
Ｇ
Ｏ
を
知

っ
た
方
や
病
気
の

家
族
の
方
を
か
か
え
て
料
理
を
習

い
に
来
ら

れ
た
方
も
い
ま
し
た
。
里
真
先
生
は
昨
年
秋

に
ケ
ガ
を
さ
れ
、
し
ば
ら
く
療
養
中
で
し
た

が
、
４
月
か
ら
復
帰
し
、
こ
の
講
座
も
実
習

と
講
義
を
元
気
に
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
講
義

の
中
で
長
寿
村
で
あ

っ
た
山
梨
県
綱
原
が
食

生
活
の
変
化
と
と
も
に
長
寿
者
が
少
な
く
な

っ
た
事
に
触
れ
、
台
所
を
あ
ず
か
る
主
婦
の

役
目
の
大
切
さ
を
、
改
め
て
強
調
さ
れ
ま
し

たに
。

●
夜
の
自
由
時
間
に

「南
米
の
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク
の
現
状
」
と
題
し
て
菊
池
永

一
さ

ん
が
話
を
し
ま
し
た
。
菊
池
永

一
さ
ん
は
南

米
で
活
躍
中
の
菊
池
富
美
雄
先
生
の
息
子
さ

ん
で
、

３０
年
前
に
生
後
間
も
な
く
両
親
と
と

も
に
ブ
ラ
ジ
ル
ヘ
渡
り
、
現
在
は
合
気
道
と

東
洋
医
学
の
勉
強
の
た
め
来
日
し
て

一
年
半

に
な
り
ま
す
。
地
球
の
上
で
日
本
と
正
反
対

の
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
経
済
的
に
も
治
安
の
点
に

お
い
て
も
、
ま
た
国
民
性
に
お
い
て
も
大
き

な
違

い
が
あ
り
、

「花
は
嵐
を
呼
ぶ
」
と
い

う
例
え
を
用
い
て
経
済
大
国
、
日
本
の
行
く

末
を
案
じ
、
外
か
ら
日
本
を
見
つ
め
る
必
要

性
が
あ
る
と
語
り
ま
し
た
。
今
回
、
南
米
の

様
子
を
伝
え
る
ス
ラ
イ
ド
が
間
に
合
わ
ず
次

回
の
集
中
講
座

（
ｎ
月
１６
日
～
１７
日
）
の
時

に
上
映
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。
今
後
、
菊

池
富
美
雄
先
生
の
著
書
を
日
本
に
紹
介
し
た

い
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

＊
リ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ
献
立
予
定

〔初
級
科
〕

％

。
お
め
で
と
う

。
大
根
、
人
参
、
油
揚
げ

煮
付
け

・
蓮
根
ボ
ー
ル
し
ん
び
き
串

・
小
松
菜
ご

ま
和
え

％

・
玄
米
運
根
入
り

。
玄
米
ク
ロ
ケ
ッ
ト

・

ンヽ
ョ
ソ
ン

・
野
菜
ク
ル
ミ
和
え

％

・
玄
米
御
飯
麦
入
り

。
鉄
火
味
噌

・
ヒ
エ

ハ
ン
バ
ー
グ

・
ソ
バ
花
カ
リ
ン
ト
ー

％

・
玄
米
大
豆
入
り

。
蓮
根

い
ん
ろ
う

。
鯉

こ
く

・
な
ま
す

〔中
級

。
上
級

・
師
範
科
〕

％

・
玄
米
人
参
入
り

。
味
暗
仕
立
け
ん
ち
ん

煮
・カ
ル
カ
ン
ま
ん
じ
ゅ
う
・車
継
煮
込
み

え

・
油
焼
き
む
す
び

・
う
ど
ん
グ
ラ
タ
ン

・

コ
ー
フ
ー
串
カ
ツ

・
タ
ル
ト
ポ
チ
ロ
ン

％

・
玄
米
人
参
入
り

。
胡
麻
豆
腐

・
鯉
か
ら

揚
げ

・
キ
ャ
ッ
ツ
タ
ン

％

・
人
の
り
巻
き

。
け
ん
ち
ん
揚
げ

・
黒
豆

し
ぐ
れ

・
田
作
り

。
だ
て
巻
き

▲元気に料理講習をする里真会長

▼ 日本とブラジルの違いを語る菊池永―さん
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●
１０
月
１３
日
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
イ
ン
タ
ー
マ

ッ
ク
会
館
２
階
に
て
、
Ｇ
Ｏ
生
誕
祭

（資
料

展

・
茶
話
会

。
宮
沢
秀
明
先
生
と
佐
々
井
譲

先
生
の
対
談
）
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
１
時
か
ら
開
か
れ
た
茶
話
会
で
は
、

「航
空
時
代
』
昭
和
１１
年
５
月
号
に
桜
沢
如

一
先
生
が
紹
介
し
た
軽
飛
行
機

『空
の
風
』

（プ
ー
）
の
話
題
が
出
さ
れ
、

「プ
ー
」
の

創
案
者
ア
ン
リ

・
ミ
ニ
エ
さ
ん
が
、
戦
後
昭

和
２９
年
に
代
々
木
上
原
の
Ｍ
Ｉ

（日
本
Ｃ
Ｉ

＞
対
談
／
宮
沢
秀
明
先
生
（右
）
と
佐
々
井
譲
先
生
。

協
会

の
前
身
）
に
来
ら
れ
、
歓
迎
会
を
開
い

た
と
い
う
思
い
出
が
、
協
会
の
川
嶋
氏
か
ら

語
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
音
楽
の
教
師
だ

っ
た
小
川
み
ち

先
生
が
当
時

『食
養
雑
誌
」
に
載

っ
た
桜
沢

先
生
の
短
歌
に
曲
を

つ
け
て
匿
名
で
投
稿
し

た
お
話
、
村
越

（Ｐ
Ｕ
名
ポ
ー
ル
）
さ
ん
の

Ｇ
Ｏ
を
追

っ
て
イ
ン
ド
ヘ
渡

っ
た
冒
険
談
な

ど
興
味
あ
る
お
話
が
飛
び
出
し
ま
し
た
。

３
時
か
ら
は
、

「酵
素

・
電
気

・
先
端
技

術
」
の
題
で
、
佐
々
井
先
生
が
聞
き
手
に
な

っ
て
宮
沢
先
生
と
の
対
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。

宮
沢
先
生
は
専
門
が
物
理

・
電
気
の
分
野

で
す
が
、
先
生
の
研
究
ス
タ
イ
ル
は
き
わ
め

て

「直
観
」
に
富
ん
だ
も
の
だ
と
い
う
こ
と

が
、
お
話
か
ら
う
か
が
え
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
あ
る
と
き
静
電
気
を
実
用
通

信
に
利
用
で
き
な
い
か
と
発
想
さ
れ
、
手
で

振
る
と
静
電
気
を
起
こ
し
電
波
を
発
生
す
る

用
具
と
そ
の
電
波
の
受
信
機
を
作
り
、
三
百

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
離
れ
て
通
信
で
き
る
よ
う

に
し
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
思
わ

ぬ
問
題
が
で
て
き
た
。
そ
れ
は
、
空
間
に
湿

気
が
多

い
と
き
は
役
に
立
た
な
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
装
置
は
、
結
局

雨
の
予
知
に
使
う
ぐ
ら
い
の
実
用
性
だ
と
い

う
こ
と
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。

う
と
考
え
て
こ
ら
れ
て
い
る
方
で
、
お
料
理

で
も
切
り
方
を
変
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
細

く
切
れ
た
表
面
積
が
そ
れ
だ
け
大
き
く
な
り

熱
伝
導
を
受
け
や
す
く
な
る
な
ど
、
物
理
や

電
気
の
こ
と
を
Ｐ
Ｕ
で
考
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

（宮
沢
先
生
、
佐
々
井
先
生
に
は
、
来
年
１

月
開
講
の
Ａ

・
Ｎ

・
Ｓ

「新
オ
ー
サ
ワ
塾
」

の
講
師
と
し
て
、
食
養
の
理
学
的
根
拠
の
面

を
担
当
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
）

●
対
談
後
、
桜
沢
里
真
会
長
は
じ
め
出
席
者

一
同
、
栗
入
り
玄
米
お
赤
飯
に
人
参

・
コ
ン

ニ
ャ
ク

・
里
芋
の
煮

つ
け
串
刺
し
を

い
た
だ

き
、
車
座
に
な

っ
て
遅
く
ま
で
語
ら
い
ま
し

たに
。

●
生
誕
祭

へ
、
次
の
方
か
ら
お
祝
い
を

い
た

だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

山
口
卓
三
、
佐
々
井
譲
、
若
山
昭
、
藤
井

カ
ネ
子
、
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
、
川
ロ
ト
シ
、

小
川
み
ち
、
村
越
立
典
、
千
田
米
子
、
浮
津

宏
子
、
勝
又
靖
彦
、
石
田
英
湾
、
小
泉

一
慶
、

立
原
幸
子
、
東
城
ゑ
つ
杏
、
上
田
清
子
、
小

倉
麻
綾
、
高
橋
桜
華
、
関
口
秀
雄
、
井
田
晃

一
、
桜
沢
幸
雄
　
　
　
　
　
　
（敬
称
略
）

ｏ
本
が
入
荷
し
ま
し
た
。

『
フ
リ
ー
メ
ー
ソ

ン
の
占
領
革
命
』

（犬
塚
き
よ
子
著
、
新
国

民
社
、
宍
ｏ
円
　
一正
一吾
円
）

９
）
）
０
９
９
９
妙
９
９
９
０
９
９
９

佐
々
井
先
生
は
、
物
理
を
食
養
に
生
か
そ

⑥
Ω
Ω
Ω
）
０
９
０
●
０
●
）
０
●
●
９
９
イ
ン
タ
ー
マ
ッ
ク

・
ニ
ュ
ー
ス

美 術 印 刷 ― 股
製 造

販 売

東 賀 祓限
祓

若
書

代表取締役 野 ヶ 山 量 尉 知

東 京 都 台 東 区 浅 草 橋 4丁 目 16番 8号 〒 111

電話  東京  (862) イtヨ辱 1  6  2  7  ～  9  摺『
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レ
Ｎ
Ｈ
‐
―

「ひ
ば
り
」
１
型

こ
れ
が
桜
沢
先
生
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
持
ぢ
帰
っ
た
輸

入
１
号
機
の

″プ
ー
″

撥1輔徊 |■

隆|ダ
輻 1脚

|

●
主
な
出
展
目
録

今
回
の

「
Ｇ
Ｏ
資
料
展
」
は
、
ケ
ル
ヴ
ラ

ン
＝
オ
ー
サ
ワ

・
原
子
転
換
、
桜
沢
如

一
先

生
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
持

っ
て
き
て
国
産
さ
れ

た
軽
飛
行
機

『空
の
風
Ｌ
プ
ー

・
ド

・
シ
エ

ル
）
関
係
を
中
心
に
展
示
し
ま
し
た
。

１

『わ
が
遺
書
』
Ｇ
Ｏ
四
十
六
歳
ま
で
の
詩

歌
を
集
め
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。
昭
和
十
三
年

刊
。
社
団
法
人
食
養
会
刊
。

２

『西
洋
医
学
の
没
落
』
先
進
社
刊
。

『西
洋
医
学
の
新
傾
向
』
無
双
原
理
講
究

所
刊
。
（
ル
ネ

・
ア
ラ
ン
ジ
イ
著
、
桜
沢
如

一

訳
）
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
療
法
の
立
場
か
ら
西
洋

医
学
を
批
判
し
た
書
。
中
山
忠
直
と
協
力
し

て
日
本
に
発
達
し
た
漢
方
医
学
と
の
総
合
を

目
指
し
た
。
著
者
、
ア
ラ
ン
ジ
イ
は
精
神
分

析
医
と
し
て
も
有
名
で
す
。
昭
和
六
年
初
版
、

の
ち
改
題
さ
れ
て
無
双
原
理
講
究
所
か
ら
出

版
さ
れ
た
。

３

「日
飛
Ｎ
Ｈ

‐
１

『雲
雀
Ｌ
ひ
ば
り
）
特

殊
飛
行
機
」
の
投
影
図
。

『プ
ー

・
ド

・
シ

エ
ル
』
の
写
真
。
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
リ

・
ミ

ニ
エ
が
創
案
し
た
軽
飛
行
機

『空
の
風
穴
プ

ー

・
ド

・
シ
エ
ル
）
の
製
造
権
は
海
軍
に
よ

っ
て
買
い
上
げ
ら
れ
て
、
昭
和
十

一
年
二
月

二
日
に
霞
ケ
浦
海
軍
航
空
隊
に
よ

っ
て
公
開

初
飛
行
が
行
わ
れ
た
。

民
間
用
に
は
、
創
立
し
た
ば
か
り
の
日
本

飛
行
機
株
式
会
社
か
ら
Ｎ
Ｈ

１
１
「
ひ
ば
り
」

と
し
て
２５
機
が
国
産
さ
れ
た
。

４
　
ル
イ

・
ケ
ル
ヴ
ラ
ン
原
子
転
換
関
係
の

著
書

（仏
文
）
と
Ｇ
Ｏ
の
翻
訳
原
稿
。

５

『
Ｍ

・
‥

・
Ｎ

。
Ｐ
』
メ
ゾ
ン

・
イ
グ
ノ

ラ
ム
ス

（横
浜
市
港
北
区
日
吉
本
町

一
人
九

五
）
発
行
の
手
刷
り
の

「
Ｍ
Ｉ
日
誌
」
。
批

評
欄
が
あ
り
、
毎
号
、
Ｇ
Ｏ
の
採
点
が
書
か

れ
て
い
る
。

６

「君
の

一
生
は
夢
か
悪
夢
か
？
」
の
自
筆

原
稿
。
昭
和
３６
年
１０
月
２４
日
の
ゴ
ム
印
の
日

付
が
あ
る
。
原
稿
用
紙
で
は
な
く
、
Ａ
４
大
の

白

い
紙
に
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
他
写
真
、
関
連
資
料
多
数
。

A 7a D€couverte des Transnutations
Biologiques' 1966

Preuves Re.latjyes b 1'Existence de
Transautations BioTogique o 1968

Transoutations BioTogiques, MEta-
bolisoes Aberrants de 7'Azote, 7e
Potassiu0 et 7e Magn;asiun, 1963

Transnutatl,ons & Faib]e Energie,
1964

?rans@utatioDs ivature-lles r tvon
Radioactives , 1963

Preuyes en GeoTogie et Physique de
Transdutations A FaiDle Energie, 1973

Preuves en BioTogie de Transrutd-
tions e Faibl.e Energie, 1975

Transautations BioTogique et phy-
sique Moderne i Faible Energie, 1982

-6-



米
障
軍
研
究
所
が
「原
転
」
を
″
認
／

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
は
、
最
近
、
米
陸
軍
輸
送
設
備
研
究
開
発
司
令
部

⌒バ
ー
ジ
二

ア
州
）
の
日
査
レ
ポ
ー
ト
２
２
４
７

『生
物
組
織
に
お
け
る
元
素
転
換
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
』

（Ｓ

・
ゴ
ー
ル
ド
フ
ェ
イ
ン
、
１
９
７
８

・
５
）
と
い
う
文

書
の
コ
ピ
ー
を
入
手
し
た
。
こ
れ
は
公
開
承
認
済
み
の
文
書
で
あ
る
が
、
桜
沢
先

生
が
晩
年
、
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
だ

「原
子
転
換
」
に
つ
い
て
、
米
陸
軍
が

独
自
の
立
場
か
ら
調
査
し
、

「確
か
に
元
素
転
換
は
存
在
す
る
」
と
結
論
し
て
い

る
′
・

▲前列左、ルイ。ケルヴラン、右、ステファノポリ博士 (血液学

者)。 後列左から、成田近夫医博。桜沢如一、千島喜久男教授の

皆さん。パリにて。

〔文
書
の

『序
説
』
よ
り
〕

一
八
三

一
年
、
チ
ュ
ー
バ
ー
ド
は
、
ミ
ズ

タ
ガ
ラ
シ
の
種
の
発
芽
実
験
を
し
て
、
の
び

て
き
た
草
の
中
に
は
、
元
の
種
に
な
か
っ
た

化
合
物
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
観
察
し
た
。

一
八
四
四
年
、
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
は
、
同
じ
く

ミ
ズ
タ
ガ
ラ
シ
の
実
験
を
し
た
。
彼
は
、
種

を
空
気
管
理
し
た
装
置
の
中
に
入
れ
、
硫
黄

を
含
ま
な

い
栄
養
溶
液
を
与
え
た
。
こ
の
種

か
ら
育

っ
た
植
物
に
は
、
元
の
種
に
あ

っ
た

よ
り
も
多
量
の
硫
黄
が
検
出
さ
れ
た
。
ヴ
ォ

‥
ゲ
ル
の
解
は
、
硫
黄
と
い
う
も
の
が
、
そ

れ
以
上
分
解
で
き
な
い
元
素
で
は
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
、
も
し
く
は
、
硫
黄
が
未
知
の

出
所
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
、

と
い
う
の
だ
っ
た
。

ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
以
後
、
ロ
ー
ウ
ィ
ス
と
ギ
ル

バ
ー
ト
は
植
物
育
成
中
の
灰
分
の
重
量
変
化

を
観
察
し
た
。
特
に
彼
ら
は
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

に
お
け
る
変
動
を
発
見
し
た
。

一
八
七
五
年
、
フ
ォ
ン

・
ヘ
ル
ゼ
ー
レ
は

育
成
中
の
植
物
を
観
察
し
て
、
若

い
植
物
の

灰
分
中
の
重
量
増
加
を
発
見
し
た
。

そ
の
後
、
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
、
ロ
ー
ウ
ィ
ス
、

ギ
ル
バ
ー
ト
ら
の
研
究
に
つ
づ
い
て
、
フ
ォ

ン

・
ヘ
ル
ゼ
ー
レ
は
、
マ
グ

ネヽ
シ
ウ
ム
の
重

量
変
動
を
考
察
し
て
、
元
素
の
転
換
が
お
き

て
い
る
、
と
結
論
し
た
。

一
九
六
〇
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
ラ
ン
ジ
ェ

は
、
発
芽
し
て
い
る
種
の
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム

と
燐
の
変
動
に
つ
い
て
の
所
見
を
発
見
し
た
。

彼
も

「転
換
」
は
お
き
て
い
る
と
結
論
し
た

が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
断
定
を
さ
け
た
。

六
〇
年
代
は
じ
め
、
ル
イ

・
ケ
ル
ヴ
ラ
ン

の

「転
換
」
に
つ
い
て
の
諸
発
見
が
フ
ラ
ン

ス
の
科
学
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
。
ケ
ル
ヴ
ラ

ン
は
、
分
子
の
み
で
な
く
原
子
さ
え
も

「転

換
」
で
き
る
、
と
論
証
し
た
。
そ
し
て
、
原

子
か
ら
原
子
へ
の
物
質
の
転
換
を
立
証
し
た
。

小
牧
は
、
カ
リ
ウ
ム
欠
乏
の
培
養
基
で
育

っ
た
８
種
の
微
生
物
が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
カ

リ
ウ
ム
に
転
換
す
る

（分
裂
反
応
）
こ
と
に

よ
っ
て
、カ
リ
ウ
ム
の
総
量
を
増
加
さ
せ
る
、

と
報
告
し
た
。
ケ
ル
ヴ
ラ
ン
の
成
果
の
理
論

的
基
礎
に
つ
い
て
は
、
ド

・
ボ
ー
ル
バ
ー
ル

が
論
じ
て
き
て
い
る
。

バ
ラ
ン
ジ
ェ
は
、
エ
コ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ク

ニ
‥
ク

（理
工
科
大
学
）
で
勤
務
中
に
、
「転

換
」
は
確
か
に
存
在
す
る
、
と
断
定
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
後
代
の
錬
金
術
者
た
ち
は
、

誰
も
、
生
体
に
よ
る
原
子
転
換
の
よ
う
な
、

あ
り
え
が
た
い
現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
理
論

を
提
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

■

『生
体
に
よ
る
原
子
転
換
」

「自
然
の
中
の
原
子
転
換
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
３
、
５
０
０
円
、
送
料
３

０
０
円
ず
つ
で
す
が
、
只
今
、
２
点
を

一
緒
に
ご
注
文
の
方
に
は
、
送
料
を
当
協
会
が
負
担
し
、
ア
、

０
０
０
円
で
お
頒
け
し
ま
す
。



■

正
食

医
学

シ

リ
ー
ズ

ガ

の

正

体

●
無
双
原
理
で
ガ
ン
を
解
明
す
る

皆
さ
ん
ご
承
知
の
よ
う
に
、
日
本
で
も
今
、
ガ
ン

・
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
に
な

っ
て
い
る
人
が
、
だ
い
ぶ
い
ま
す
。
戦
前
、
ガ

ン
の
死
亡
率
は
１９
～
２０
位
く
ら
い
だ

っ
た
ん
で
す
が
、
昭
和

２３
～
２４
年
ご
ろ
か
ら
上
が
り
は
じ
め
、
今
か
ら
七
、
八
年
前

に
は
第
二
位
に
な
り
ま
し
た
。

〔昭
和
５５
年
か
ら
第

一
位
〕

去
年
は
１３
万
人
で
、
だ
い
た
い
４
分
間
に

一
人
死
ん
で
い
る

ゎ
け
で
す
。

〔昭
和
５９
年
は
１７
万
６
千
人
、
３
分
に

一
人
〕

皆
さ
ん
は
、
だ
い
た
い
死
ぬ
時
は
畳
の
上
で
、
眠
る
が
ご

と
く
大
往
生
が
で
き
る
と
、
潜
在
意
識
の
中
で
誰
も
思

っ
て

な
い
と
思
う
ん
で
す
。
百
歳
、
百
三
十
歳
ま
で
生
き
れ
ば
、

そ
の
時
は
本
当
に
、
眠
る
が
ご
と
く
大
往
生
が
で
き
る
ん
で

す
が
、
私
た
ち
の
身
辺
を
見
て
、
親
兄
弟
、
知
人
の
人
た
ち

が
、
み
ん
な
病
気
で
死
ん
で
る
わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
誰

し
も
、
自
分
が
病
気
で
死
ぬ
の
は
当
た
り
前
、
と
考
え
て
い

る
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。

と
も
あ
れ
、
ガ
ン
の
末
期
と
い
う
の
は
、
非
常
に
悲
惨
な

大

森

英

桜

講

義

録

（１
９
７
７
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り

も
の
な
ん
で
す
。
普
通
の
病
気
だ

っ
た
ら
、
麻
酔
で
痛
み
は

ご
ま
か
せ
ま
す
け
ど
、
ガ
ン
の
末
期
に
は
、
そ
れ
が
き
か
な

い
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
も
の
す
ご
い
苦
し
み
方
を
し
て
死
ん

で
い
き
ま
す
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
ガ
ン
を
非
常
に
こ
わ
が

っ

て
い
ま
す
。

原
爆
と
白
血
病

私
は
こ
の
３
月
、
招
待
さ
れ
て
ア
メ
リ
カ
ヘ
行

っ
て
き
た

ん
で
す
け
ど
、
ボ
ス
ト
ン
で
第

一
回
ガ
ン
対
策
会
議
が
開
か

れ
、
大
学
の
教
授
と
か
医
師
と
か
弁
護
士
、
そ
れ
に
食
養
関

係
の
人
た
ち
が
集
ま

っ
た
ん
で
す
。
た
ま
た
ま
私
が
日
本
代

表
だ
と
紹
介
さ
れ
て
驚
い
た
ん
で
す
が
、　
一
応
、
日
本
に
お

け
る
ガ
ン
の
状
態
と
か
、
正
食
の
治
療
法
で
ど
の
程
度
、
効

果
を
出
し
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
私

は
、
ま
ず
原
爆
の
話
を
し
た
ん
で
す
。
広
島
に
原
爆
が
落
ち

た
時
、
中
心
地
に
近
い
所
の
人
は
、
ほ
と
ん
ど
即
死
状
態
で

死
に
ま
し
た
。
し
か
し
、
か
ろ
う
じ
て
生
き
残

っ
た
人
も
数

人
い
て
、
今
な
お
健
在
で
す
。
被
爆
し
た
人
は
、
自
血
病
と

い
う
血
液
ガ
ン
に
な

っ
て
、
パ
タ
バ
タ
死
ん
で
い
っ
た
わ
け

で
す
。

長
崎
も
そ
う
で
す
。
長
崎
に
は
爆
心
地
か
ら
近
い
所
に
聖

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
病
院
と
い
う
病
院
が
あ

っ
て
、
た
ま
た
ま
秋

月
辰

一
郎
と
い
う
医
師
が
桜
沢
先
生
の
指
導
を
受
け
て
玄
米

食
の
実
験
を
し
て
い
た
。

〔桜
沢
如

一

『心
臓
を
入
れ
替

ヘ

る
法
』
４
ペ
ー
ジ
参
照
〕
病
院
の
近
く
に
い
た
人
た
ち
、
そ

れ
か
ら
、
そ
の
病
院
で
も
他
の
科
の
人
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど

皆
、
死
ん
だ
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
玄
米
を
食
べ
て
い
た

秋
月
氏
と
看
護
婦
や
患
者
の
人
た
ち
は
、
と
に
か
く
危
機
を

脱
し
た
。
今
か
ら
十
年
く
ら
い
前
に
秋
月
博
士
は

『長
崎
原

爆
記
」
と
い
う
本
を
書
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
後
、
今
ま
で

ど
ん
な
変
化
が
あ

っ
た
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
、
正

食
を
や

っ
た
人
は
自
血
病
に
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
言

え
る
で
し
ょ
う
。

ガ
ン
の
原
因
は

ガ
ン
の
原
因
は
何
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

現
代
医
学
で
は
、
ま
だ
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
原
因
が
分
か

ら
な
い
も
の
に
治
療
法
は
な
い
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
ど
う

い
う
処
置
を
し
て
い
る
か
、
と
い
う
と
、
と
に
か
く
早
期
発

見
だ
と
、
そ
し
て
、
外
科
的
手
術
を
し
て
い
ま
す
。
化
学
療

法
で
は
制
ガ
ン
剤
を
や
り
、
放
射
線
を
あ
て
る
。

と
こ
ろ
が
、
依
然
と
し
て
ガ
ン
の
死
亡
率
が
減
ら
な
い
。

減
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
代

医
学
の
医
療
と
い
う
も
の
が
、
ガ
ン
に
対
し
て
、
ほ
と
ん
ど

何
も
効
果
を
あ
げ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て
い

る
わ
け
な
ん
で
す
。
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乳
か
ん

一　一　一　一　一　一　一一　一　一　一一　一　一　一　一　一一　一　一一一　一　一一一一一　一　一　一一　一　一一　一　一　一一　一　一一一　一　一　一一　一　一一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一一一一　一　一　一　一　一　一一　一　一　一　一一　一　一　一　一　一一　一　一一　一　一一　一　一　一一　一　一　一　一一　一　一　一　一　一一一一　一一　一　一　一一　一　一　一　一一　一　一　一一一　一　一一　一　一一　一一　一　一　一　一　一　一一　一　一一一　一　一一一　一一一　一　一一　一　一　一一　一　一一　一一　一　一一　一　一一一　一　一一　一　一　一一　一　一　一　一　一一　一　一　一　一　一　一　一一　一　一　一一一　一　一一　一　一　一　一　一　一一　一　一　一一　一　一　一　一　一一　一　一　一一一　一　一一　一　一　一　一　一　一　一一　一　一　一　一

東
北
は
「胃
・食
道
」、九
州
は
「肝
」

一一一̈い一一̈一一一いい一̈一̈一一一̈』一̈̈一中
平山雄博士作成

ん
な
ど
主
な
が
ん
に
つ
い
て
、
都

道
府
県
別
の
死
亡
率
が
全
国
平
均

と
比
較
し
て
上
回

っ
て
い
る
か
、

下
回

っ
て
い
る
か
を

一
日
で
わ
か

る
よ
う
に
表
現
し
た
も
の
だ
ｏ

十
七
万
六
千

二
百
六
人
―
―
昨

年

一
年
間
に
が
ん
で
死
ん
だ
日
本

人
の
数
。
ほ
ぼ
三
分
に

一
人
が
死

ん
で
い
る
計
算
に
な
る
。
死
因
第

一
位
。
国
全
体
で
み
る
と
、
胃
が

ん
の
四
万
九
千
三
百
六
十
六
人
を

筆
頭
に
、
肺
が
ん
、
腸
が
ん
、
肝

臓
が
ん
、
膵

（
す
い
）
臓
が
ん
、

食
道
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん

‥
‥
と
続
く
。
平
山
博
士
は
昭
和

五
十
八
年
の
人
自
動
態
統
計
を
基

に
が
ん
地
図
を
描
い
て
み
た
。

団豪
□※

国
で長

団
◇

剛
嶺

厠
豪

副
& 零賤

国
閑

日駁困閑

國豪

1985年 (昭禾06006月 28日 (金 曜日) 喜 秦 庁 聞

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
食

道
、
胃
、
肝
、
膵
、
肺
、
乳
、
子

宮
の
七
つ
の
が
ん
と
す
べ
て
の
が

ん
の
合
計
（
全
が
ん
）
の
八
項
日
。

そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
別
の
死
亡

者
数
を
人
口
で
割

っ
た
死
亡
率
を

全
国
平
均
の
各
死
亡
率
と
比
較
し

て
レ
ー
ダ
ー
チ

ャ
ー
ト
に
描
い
て

あ
る
。
点
線
で
描
か
れ
た
正
八
角

型
が
全
国
平
均
の
死
亡
率
を
１
と

し
た
グ
ラ
フ
。
従

っ
て
、
実
線
が

そ
れ
よ
り
外
側
に
は
み
出
し
て
い

れ
ば
全
国
平
均
よ
り
死
亡
率
が
高

く
、
内
側
な
ら
ば
低
い
こ
と
を
示

す
。
実
線
の
グ
ラ
フ
の
は
み
出
し

た
部
分
は
、
わ
か
り
や
す
い
よ
う

に
黒
く
塗
り
つ
ぶ
し
て
あ
る
。

「
が
ん
の
死
亡
率
は
、
高
齢
者

の
割
合
が
多
い
都
道
府
県
ほ
ど
当

然
、
高
く
な
る
。
若
い
人
が
多
い

地
域
で
は
少
な
い
。
そ
こ
で
、
普

通
は
年
齢
構
成
を
あ
る
標
津
に
補

正
し
た
訂
正
死
亡
率
を
求
め
て
比

較
す
る
こ
と
が
多
い
。
学
問
的
に

は
そ
の
方
が
意
味
が
あ
る
。
し
か

し
今
回
、
訂
正
し
な
い
死
亡
率
で

比
較
し
た
の
は
、
こ
の
方
が
、
が

ん
死
亡
の
実
態
を
表
し
て
い
る
と

考
え
た
か
ら
。
全
国
平
均
よ
り
死

亡
率
の
高
い
都
道
府
県
は
、
現
実

に
そ
れ
だ
け
難
し
い
問
題
を
か
か

え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
平

山
博
士
は
意
図
を
語
る
。

こ
の
マ
ッ
プ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
平
山
博

士
に
よ
る
と
―
―
。

①
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
す
べ
て

の
が
ん
で
全
国
平
均
を
上
回

っ
て

い
る
の
は
佐
賀
県
。

一
方
、
す
べ

て
の
が
ん
で
下
回

っ
て
い
る
の
は

千
葉
、
埼
玉
県
。

②
い
ち
べ
つ
し
て
黒
に
は
み
出

し
部
分
が
日
立
つ
の
は
西
日
本
と

東
北
。
特
徴
的
な
の
は
九
州
に
肝

が
ん
、
東
北
に
胃
が
ん
、
食
道
が

ん
が
目
立
つ
こ
と
。
山
梨
県
に
も

消
化
器
官
の
が
ん
が
多
い
。

③
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
に
は
死

亡
率
の
低
い
県
が
並
ん
で
い
る
。

一
般
に
大
都
市
の
あ
る
地
域
は
若

い
人
が
多
く
、

死

亡

率
は

低
い

が
、
東
京
都
は
食
道
が
ん
、
乳
が

ん
、
大
阪
府
で
は
肝
が
ん
、
子
宮

が
ん
が
全
国
平
均
を
上
回
る
。

④
興
味
深
い
こ
と
は
、
隣
接
県

で
レ
ー
ダ
ー
チ

ャ
ー
ト
が
似
か
よ

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
る
こ

と
。
秋
田
と
山
形
、
和
歌
山
と
徳

島
、
香
川
、
島
根
と
山
口
な
ど
。

一
枚
の
マ
ッ
プ
か
ら
も
不
気
味

な
が
ん
の
実
態
は
う
か
が
え
る
。

昨
年
か
ら
が
ん
対
策
十
力
年
戦
略

が
進
行
中
だ
が
、
拡
充
、
強
化
が

さ
ら
に
望
ま
れ
る
。
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そ
う
す
る
と
、　
一
般
の
人
は
敏
感
に
そ
れ
を
察
知
し
て
、

い
ろ
ん
な
健
康
法
に
飛
び
つ
く
。
シ
イ
タ
ケ
が
ガ
ン
に
効
く

と
か
、
い
や
、
ニ
ン
ニ
ク
が
い
い
と
か
、
い
ろ
ん
な
本
が
出

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
ガ
ン
が
ど
う
い
う
原
因
で
で
き
た
か

を
究
明
し
な
い
で
、
た
ま
さ
か
、
誰
か
ガ
ン
の
人
が
そ
う
い

う
物
を
摂

っ
た
ら
、
ち
よ
つ
と
小
康
状
態
に
な

っ
た
、
と
い

う
だ
け
で
、
効
果
が
あ
る
、
と
言

っ
て
い
る
の
が
多
い
ん
で

す
。で

は
、
日
本
で
効

い
た
、
と
い
う
な
ら
、
世
界
中
ど
こ
で

も
先
進
国
は
ガ
ン
で
や
ら
れ
て
い
る
わ
け
な
ん
だ
か
ら
、
当

然
、
他
の
国
で
も
シ
イ
タ
ケ
が
効
く
と
い
っ
た
話
が
出
て
し

か
る
べ
き
な
ん
で
す
。
そ
れ
が
出
て
こ
な
い
、
と
い
う
の
は
、

本
当
に
暗
中
模
索
と
い
う
か
、
と
に
か
く
原
因
も
分
か
ら
な

く
て
治
療
法
が
な
い
ん
だ
か
ら
、
言
い
た
い
こ
と
だ
け
言

っ

て
や
ろ
う
と
い
う
者
の
勝
ち
だ
、
と
い
う
よ
う
な
状
態
だ
と

思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
今
、
年
間
、
ガ
ン
で
死
ぬ
人
は
約
∞
万

人
で
、
人
口
の
比
率
か
ら
い
う
と
、
だ
い
た
い
日
本
と
同
じ

く
ら
い
で
す
。
た
だ
、
ガ
ン
の
種
類
が
違
い
ま
す
。
日
本
は

胃
ガ
ン
が
い
ち
ば
ん
多
い
。
だ
い
た
い
、
三
分
の

一
が
胃
ガ

ン
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
胃
ガ
ン
は
少
な
く
、
直
腸
ガ
ン
、

肺
ガ
ン
が
多
い
の
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
日
本
の
よ
う
に
、
シ

イ
タ
ケ
が
効
く
と
か
、
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
が
効
い
た
な
ど
と

い
う
よ
う
な
こ
と
は
言
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
か
な
り
小
さ
な

町

へ
行

っ
て
も
自
然
食
の
店
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
も
、

日
本
で
並
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
は
、
何
も
置
か
れ
て

い
ま
せ
ん
。

最
近
は
、丸
山
ワ
ク
チ
ン
と
い
う
も
の
が
評
判
に
な

っ
て
、

そ
れ
を
手
に
入
れ
た
い
と
、
患
者
が
殺
到
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
疫
学
的
に
見
て
、
観
点
が
非
常

に
幼
稚
な
理
論
で
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
い
ま
す
と
、
結
核
患
者
に
は
ガ
ン

が
な
い
ん
で
す
。
そ
こ
で
、
結
核
菌
を
培
養
し
て
、
そ
れ
か

ら
丸
山
ワ
ク
チ
ン
と
い
う
も
の
を

つ
く
り
、
そ
れ
を
身
体
に

入
れ
れ
ば
、
結
核
患
者
と
同
じ
よ
う
な
体
質
に
な

っ
て
、
ガ

ン
に
対
し
て
有
効
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
で
す
。

こ
れ
は
、
ち
ょ
っ
と
話
が
お
か
し
い
ん
で
す
。
結
核
病
に

な
る
よ
う
な
人
は
、
ガ
ン
に
は
決
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
若
く

し
て
結
核
に
な
る
人
は
、
非
常
に
身
体
の
弱
い
人
で
す
。
ガ

ン
に
な
る
の
は
、
も
の
す
ご
く
体
の
丈
夫
な
人
な
ん
で
す
。

ガ
ン
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
、
風
邪
も
ひ
い
た
こ
と
が
な
い
、

何
を
食

っ
て
も
平
気
、
酒
も
飲
め
る
、
仕
事
も
人

一
倍
や

っ

て
き
た
、
と
い
う
よ
う
な
人
が
、
あ
る
日
、
突
然
、
体
の
調

子
が
お
か
し
い
、
と
い
う
の
で
医
者

へ
行

っ
た
と
こ
ろ
、
も

う
ガ
ン
の
末
期
で
す
、
と
い
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
大
さ
わ
ぎ
に

な
る
ん
で
す
。

だ
い
た
い
、
結
核
患
者
と
い
う
の
は
、
若
い
頃
か
ら
青
い

顔
を
し
て
、
人
並
み
に
働
け
る
体
力
が
な
く
て
、
腹
い
っ
ぱ

い
、
物
が
食
べ
ら
れ
な
い
ん
で
す
。
要
す
る
に
、
ガ
ン
に
な

る
と
い
う
人
は
、
暴
飲
暴
食
で
き
る
体
力
の
あ

っ
た
人
で
す

か
ら
、
結
核
患
者
と
は
、
ぜ
ん
ぜ
ん
体
質
が
ち
が
う
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
統
計
的
に
い
っ
て
、
結
核
患
者
は
ガ
ン
が
少

な
い
か
ら
、
結
核
菌
を
元
に
し
て
、
ガ
ン
に
有
効
な
ワ
ク
チ

ン
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

と
に
か
く
、
今
、
日
本
で
は
丸
山
ワ
ク
チ
ン
が
大
騒
ぎ
な

の
で
、
ア
メ
リ
カ
も
丸
山
ワ
ク
チ
ン
を
大
量
に
購
入
し
て
、

実
験
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
は
効
か
な
い
、
今
後
、

日
本
か
ら
丸
山
ワ
ク
チ
ン
は
買
わ
な
い
、
と
世
界
に
向
か

っ

て
発
表
し
た
ん
で
す
が
、
日
本
は
ま
だ
丸
山
ワ
ク
チ
ン
は
効

く
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
人
々
が
お
し
か
け
て
い
る
ん
で
す
。

ガ
ン
の
特
徴

そ
こ
で
、
無
双
原
理
か
ら
見
た
ら
、
ガ
ン
と
は
、
い
つ
た

い
ど
ん
な
も
の
か
。

こ
れ
は
、
い
ろ
ん
な
方
面
か
ら
調
べ
る
こ
と
が
出
来
ま
す

が
、
た
と
え
ば
、
日
本
は
非
常
に
胃
ガ
ン
が
多
い
。
で
は
、

胃
ガ
ン
に
な
る
人
は
、
ど
ん
な
物
を
食
べ
て
い
る
か
。
特
に

秋
田
と
か
、
奈
良
県
の
大
和
地
方
の
よ
う
な
、
胃
ガ
ン
の
多

発
し
て
い
る
所
は
、
ど
ん
な
物
を
食
べ
て
い
る
か
、
と
い
う

と
、　
一
日
の
自
米
の
摂
取
量
が
、
も
の
す
ご
く
多
い
。
秋
田

県
で
は

一
日
、　
一
人
あ
た
り
６
合
と
か
い
う
ん
で
す
。
６
合

の
自
米
を
食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
噛
ん
で
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

和
歌
山
県
で
も
胃
ガ
ン
と
胃
カ
イ
ヨ
ウ
が
非
常
に
多
い
ん

で
す
が
、
こ
こ
は
、
お
か
ゆ
を
食
べ
ま
す
ね
。
そ
れ
も
、
ワ
ラ

ビ
の
よ
う
な
危
険
な
物
を
入
れ
て
お
か
ゆ
を
食
べ
て
い
る
。

こ
う
い
う
よ
う
に
、
そ
の
地
方
の
特
徴
の
あ
る
食
べ
物
を

探

っ
て
い
く
と
、
原
因
は
探
し
出
さ
れ
る
ん
で
す
が
、
そ
の

調
べ
方
に
主
観
が
入

っ
て
く
る
と
、
つ
い
間
違

っ
た
結
論
を

も

っ
て
き
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
も
う

亡
く
な

っ
た
人
で
す
が
、
東
北
大
学
の
近
藤
宏
二
と
い
う
先

生
は
、
日
本
の
長
寿
地
帯
を
、
こ
つ
こ
つ
三
十
年
も
か
け
て

調
べ
て
歩
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
や
は
り
秋
田
県
が
問
題
に

な
る
ん
で
す
が
、
秋
田
は
血
圧
が
高
く
、
脳
溢
血
の
人
が
多

い
、
も
ち
ろ
ん
ガ
ン
に
か
か
る
人
も
多
い
。
そ
こ
で
、
近
藤

先
生
は
、
そ
の
原
因
は
塩
気
の
強
い
漬
け
物
な
ん
か
を
食
べ

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
と
、
自
米
の
大
食
の
こ
と
は
言
わ
な
い

ん
で
す
ね
。
ま
る
で
、
病
気
を
塩
の
せ
い
に
し
て
い
る
ん
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
塩
の
摂
取
量
で
見
て
み
る
と
、
秋
田
県
よ
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り
長
野
県
の
方
が
多
い
ん
で
す
。
塩
の
摂
取
量
と
、
こ
れ
こ

れ
の
病
気
の
発
生
率
と
が
比
例
し
て
い
る
、
と
い
う
な
ら
問

題
で
す
が
、
逆
に
、
塩
の
摂
取
量
が
多
い
所
で
、
病
気
が
比

較
的
少
な
い
、
と
い
う
場
合
も
あ
る
ん
で
す
。

も
う

一
つ
、
別
の
方
か
ら
見
て
み
ま
す
。
日
本
だ
け
で
な

く
、
世
界
中
の
国
々
の
ガ
ン
の
発
生
と
そ
の
種
類
を
調
べ
て

み
る
と
、
胃
ガ
ン
の
場
合
は
、
日
本
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
ト

ッ
プ
を
争

っ
て
い
ま
す
。
で
は
、
こ
の
二
つ
の
国
に
共
通
す

る
も
の
は
何
か
？
　
日
本
の
場
合
、
自
米
を
疑

っ
て
み
た
け

れ
ど
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
自
米
を
食
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
だ
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
胃
ガ
ン
の

原
因
は
自
米
で
は
な
い
。
共
通
し
て
い
る
の
は
、
砂
糖
を
も

の
す
ご
く
摂

っ
て
る
と
い
う
こ
と
と
、
魚
を
食
べ
る
と
い
う

こ
と
。
そ
れ
か
ら
、
ご
多
分
に
も
れ
ず
、
食
品
の
加
工
が
進

ん
で
き
て
い
る
か
ら
化
学
薬
品
の
摂
取
量
も
増
え
て
き
て
い

る
は
ず
で
す
。
塩
は
問
題
な
い
と
思
い
ま
す
。
さ

っ
き
も
言

っ
た
通
り
、
日
本
で
も
、
結
構
、
塩
を
多
く
摂

っ
て
い
る
所

で
も
、
ガ
ン
の
少
な
い
所
が
あ
る
ん
で
す
。
無
双
原
理
か
ら

言

っ
て
も
、
陽
性
の
塩
が
ガ
ン
の
原
因
に
な
る
は
ず
が
な
い

ん
で
す
。

で
は
、
逆
に
、
ガ
ン
の
全
く
な
い
国
は
ど
う
か
。

た
と
え
ば
、
世
界
の
三
大
長
寿
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
、
パ
キ
ス
タ
ン

・
イ
ン
ド
国
境
の
フ
ン
ザ
と
か
、
ソ
連
の

コ
ー
カ
サ
ス
地
方
、
南
米
の
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
中
の
ビ
ル
カ

バ
ン
バ
と
い
っ
た
所
で
す
ね
。
こ
う
い
う
所
は
、
主
食
に
、

そ
の
土
地
で
と
れ
る
本
当
の
自
然
食
を
食
べ
て
い
ま
す
。
麦

類
を
粉
に
ひ
い
て
、
塩
を
混
ぜ
て
水
で
練
り
、
焼
い
た
チ
ャ

パ
テ
ィ
の
よ
う
な
も
の
を
主
食
と
し
て
食
べ
て
い
ま
す
。
加

工
食
品
は
ほ
と
ん
ど
摂

っ
て
な
い
。
少
な
く
と
も
最
近
ま
で

は
摂

っ
て
い
な
か

っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
動
物
性
食
品
の
摂
り

方
も
う
ん
と
少
な
い
。

そ
れ
か
ら
、
こ
う
い
う
地
帯
は
、
だ
い
た
い
高
山
地
方
で

す
か
ら
、
当
然
、
果
物
も
な
い
。
当
然
、
砂
糖
な
ん
か
で
き

な
い
し
、
摂

っ
て
い
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
結
局
、
動
物
性
食
品
と
砂
糖
を
摂
ら
ず
、

主
食
に
自
然
の
物
を
摂

っ
て
い
る
国
に
は
、
ほ
と
ん
ど
ガ
ン

が
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
わ
け
で
す
。

ガ
ン
細
胞
の
性
質

ま
た
、
ガ
ン
細
胞
の
働
き
と
い
う
面
か
ら
も
、
ガ
ン
と
い

う
も
の
は
何
か
、
と
追
跡
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
た
ち
の
身
体
の
正
常
な
細
胞
と
い
う
も
の
は
、　
一
つ
の

細
胞
が
二
つ
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
二
つ
に
分
か
れ
て

増
え
て
い
き
ま
す
。
し
か
も
、
鼻
な
ら
鼻
、
耳
な
ら
耳
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
器
官
に
分
化
し
て
い
き
ま
す
。
や
た
ら
に
猛
ス

ピ
ー
ド
で
増
殖
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
ガ
ン
細
胞
の
場
合
は
増
殖
の
ブ
レ
ー
キ
が
き

か
な
い
ん
で
す
。
し
か
も
、
定
着
し
な
い
で
転
移
す
る
と
い

う
放
浪
性
を
持

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
身
体
の
中
、
ど
こ
で

も
弱
い
部
分
へ
行

っ
て
、
そ
こ
で
定
着
し
て
し
ま
う
。
さ
ら

に
、
弱

っ
て
い
る
所
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
転
移
し
て
定
着

す
る
。
こ
れ
は
、
普
通
の
細
胞
と
は
ず
い
ぶ
ん
違

っ
た
性
格

の
も
の
で
す
。
い
わ
ば
、
人
間
社
会
で
い
え
ば
、
ア
ウ
ト
ロ

ー
、
暴
力
団
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

こ
う
い
う
よ
う
に
、
ガ
ン
の
性
質
と
い
う
も
の
を

一
つ

一

つ
調
べ
て
い
く
と
、
非
常
に
面
白
い
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

た
と
え
ば
、
ガ
ン
細
胞
は
酸
素
を
非
常
に
嫌
う
。拒
否
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
正
常
な
細
胞
は
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
。
私
た

ち
の
身
体
が
、
刻
々
、
新
陳
代
謝
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、

毎
日
食
べ
た
も
の
で
赤
血
球
を
つ
く
り
、
そ
の
赤
血
球
が
身

体
の
各
部
分
へ
栄
養
分
を
運
び
、
同
時
に
、
肺
か
ら
入

っ
た

酸
素
を
配
給
し
て
歩
い
て
い
る
ん
で
す
。
こ
れ
が
正
常
な
生

理
な
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
ガ
ン
細
胞
は
、
酸
素
が
行

っ
て
も
全
く
は
ね

つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。
酸
素
と
い
う
も
の
は
、
分
光
学
で
み

て
も
紫
色
で
、
も
の
す
ご
く
陰
性
な
も
の
で
す
。
と
す
る
と
、

陰
性
な
酸
素
を
寄
せ
つ
け
な
い
ガ
ン
細
胞
と
い
う
も
の
は
、

こ
れ
は
極
陰
性
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
点
か
ら
み
て
、
ま
ず
、
ガ
ン
細
胞
と
い
う
も
の
は
、

陰
性
な
細
胞
だ
と
い
え
る
の
で
す
が
、
も
う

一
つ
、
ガ
ン
細

胞
の
増
え
方
の
特
徴
が
、
上

へ
盛
り
上
が

っ
て
く
る
、
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
も
、
陰
性
だ
と
い
え
ま
す
。
普
通
の
細
胞
は

横
に
広
が

っ
て
増
え
て
い
く
ん
で
す
が
、
ガ
ン
細
胞
は
、
横

へ
も
増
え
て
い
く
と
同
時
に
、上

へ
も
盛
り
上
が

っ
て
く
る
。

無
双
原
理
で
、
地
面
の
上
を
横
に
は

っ
て
の
び
て
い
く
も
の

は
陽
性
で
す
ね
。
上

へ
上
へ
と
伸
び
て
い
く
も
の
は
陰
性
で

す
。
遠
心
性
の
力
が
は
た
ら
い
て
い
る
か
ら
、
地
球
の
中
心

か
ら
外

へ
向
か

っ
て
遠
く
へ
遠
く

へ
と
伸
び
て
ゆ
く
。

最
近
、
ゼ
ン
マ
イ
や
ワ
ラ
ビ
が
発
ガ
ン
性
だ
と
い
っ
て
騒

が
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
れ
は
本
当
に
ス
ー
ッ
と
上
に
伸
び
る

も
の
で
す
か
ら
、
極
陰
性
な
も
の
で
す
ね
。
分
析
し
た
ら
、

い
ろ
ん
な
陰
性
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
あ
る
の
は
当
然
で
す
ね
。

こ
う
い
う
よ
う
に
、
ガ
ン
細
胞
と
い
う
も
の
は
、
酸
素
を

拒
否
す
る
と
い
う
点
か
ら
み
て
も
、
分
裂
の
様
子
か
ら
み
て

も
、
非
常
に
陰
性
で
す
。

た
と
え
ば
、
山
極
勝
二
郎
と
い
う
人
が
ウ
サ
ギ
の
耳
に
い

ろ
ん
な
物
を
な
す
り
つ
け
て
、
ガ
ン
を
入
工
的
に
作

っ
た
。

そ
の
、
つ
け
た
物
は
、
私
た
ち
の
目
か
ら
見
た
ら
、
み
ん
な
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陰
性
な
物
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
ガ
ン
の
本
質
が
陰
性
だ
と
す
る
と
、
治
療

法
と
い
う
の
は
陽
性
し
か
な
い
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
、
現
代
医
学
で
治
療
に
使

っ
て
い
る
ア
イ

ソ
ト
ー
プ
の
よ
う
な
も
の
は
陰
性
か
陽
性
か
、
と
い
う
と
、

あ
れ
も
陰
性
で
す
。
だ
か
ら
、
む
か
し
、
エ
ッ
ク
ス
線
の
技

師
が
よ
く
皮
膚
ガ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
エ
ッ
ク
ス
線
と
い
う

の
は
、
紫
外
線
よ
り
も
、
さ
ら
に
波
長
が
短
い
も

の
で
す
か

ら
、
極
陰
性
な
も
の
で
す
。
エ
ッ
ク
ス
線
で
さ
え
も
医
者
が

ガ
ン
に
な

っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
よ
り
も
陰
性
な
放
射
線
を

治
療
に
使
う
な
ん
て
バ
カ
な
話
で
す
。
ど
う
せ
使
う
な
ら
、

赤
外
線
で
も
、
太
陽
の
光
で
も
使
え
ば
い
い
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
陰
陽
と
い
う
自
然
哲
学
を
医
学
や
生
理
学
の
中

に
入
れ
て
な
い
と
、
大
変
な
誤
ち
を
や
つ
て
し
ま
い
ま
す
。

学
者
の
研
究

学
者
の
人
た
ち
も
、
い
ろ
い
ろ
ガ
ン
に
つ
い
て
面
白
い
こ

と
を
書
い
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
ガ
ン
研
の
吉
田
さ
ん
の
本
な
ん
か
見
る
と
、

「自
米
を
食
べ
さ
せ
た
ら
ガ
ン
が
ひ
ど
く
な

っ
た
」

「白
米

は
ガ
ン
の
補
助
物
質
だ
」
と
、
ち
ゃ
ん
と
書
い
て
あ
る
。
そ

れ
か
ら
、
ガ
ン
の
モ
ル
モ
ッ
ト
に
糠
を
食
べ
さ
せ
た
ら
、
ガ

ン
が
大
き
く
な
ら
な
か

っ
た
、
と
も
書
い
て
あ
る
。

せ

っ
か
く
、
学
者
の
人
た
ち
が
そ
う
い
う
こ
と
を
研
究
し

て
く
れ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
で
は
、
ガ
ン
研
が
自
米
食

廃
止
の
方
針
を
出
し
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な

い
。ま

あ
、
自
米
を
玄
米
に
し
た
か
ら
と
い
っ
て
簡
単
に
ガ
ン

は
治
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
う
い
う
研
究
結
果

が
、
本
に
な

っ
て
堂
々
と
書
か
れ
て
い
る
ん
で
す
。
書
か
れ

て
い
な
が
ら
、
こ
れ
を
応
用
し
な
い
と
い
う
の
は
大
変
な
問

題
で
す
よ
ね
。

な
ぜ
心
臓

。
小
腸
の
ガ
ン
が
な
い
か

ガ
ン
の
お
き
る
場
所
を
調
べ
て
み
る
と
、
ガ
ン
の
お
き
や

す
い
所
と
お
き
に
く
い
所
と
が
あ
り
ま
す
。
要
す
る
に
、
な

ぜ

「心
臓
」
に
ガ
ン
が
な
い
か
、
と
い
う
問
題
で
す
。
ガ
ン

の
細
胞
は
全
身
を
血
液
の
流
れ
に
乗

っ
て
か
け
め
ぐ

っ
て
い

て
、
心
臓
は
そ
の
血
流
の
大
本
な
の
に
、
心
臓
ガ
ン
が
な
い

の
は
な
ぜ
か
。
大
腸
ガ
ン
や
直
腸
ガ
ン
が
あ
る
の
に
、
小
腸

ガ
ン
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

私
た
ち
だ

っ
た
ら
、
発
生
学
的
に
見
て
、
心
臓
は
い
ち
ば

ん
陽
性
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
た
ま

っ
て
い
る
所
だ
と
見
る
わ
け

で
す
。
五
臓
、
つ
ま
り
、
肝

・
心

・
牌

・
肺

・
腎
の
中
で
、

い
ち
ば
ん
陽
性
な
の
が
心
臓
で
、
腑

（大
腸

・
小
腸

・
胆

・

胃

・
膀
脱
）
の
中
で
い
ち
ば
ん
陽
性
な
の
が
小
腸
な
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
陽
性
な
器
官
に
は
ガ
ン
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
ガ
ン
と
肉
腫
の
区
別
で
す
が
、
ガ
ン
の
場
合

は
上
皮
細
胞
の
方
に
く
る
わ
け
で
す
。
骨
が
あ

っ
て
、
筋
肉

が
あ

っ
て
、
組
織
の
上
皮
の
方
に
で
き
た
の
が
ガ
ン
腫
で
、

内
側
に
で
き
る
の
は
肉
腫
と
い
っ
て
い
ま
す
。
骨
の
方
が
陽

性
で
、
上
皮
の
方
が
陰
性
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
も
、
ガ

ン
は
陰
性
だ
と
い
う
こ
と
の
証
明
に
な
り
ま
す
。

砂
糖
と
肉
食

砂
糖
を
た
く
さ
ん
摂

っ
た
ら
ガ
ン
に
な
る
か
、
と
い
う
と

そ
れ
は
、
な
り
ま
せ
ん
。
砂
糖
を
多
く
摂

っ
て
い
る
イ
ン
ド

と
か
ア
フ
リ
カ
の

一
部
の
国
で
は
、
あ
ま
リ
ガ
ン
は
な
い
ん

で
す
。
肉
食
を
し
な
い
か
ら
で
す
。

肉
食
を
し
な
い
で
、
果
物
や
砂
糖
を
多
く
摂

っ
た
ら
、
ガ

ン
に
は
な
ら
な
い
で
、
ラ
イ
病
に
な
り
ま
す
。
も
う
ガ
ン
に

な
る
前
に
、
組
織
が
溶
け
ち
ゃ
う
ん
で
す
。
ガ
ン
は
、
肉
食

を
相
当
摂

っ
て
い
る
国
に
多
い
わ
け
で
す
。
肉
食
、
つ
ま
り

動
物
性
食
品
を
多
く
摂
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
砂
糖
、
果
糖
、

つ
ま
り
果
物
で
す
ね
、
そ
し
て
化
学
的
加
工
製
品
を
た
く
さ

ん
摂

っ
た
連
中
が
ガ
ン
を
つ
く

っ
て
い
る
、
と
は

っ
き
り
言

え
ま
す
。

医
学
の
研
究
に
モ
ル
モ
ッ
ト
を
よ
く
使
い
ま
す
が
、
モ
ル

モ
ッ
ト
と
人
間
と
で
は
、
血
液
の
質
が
全
然
ち
が
う
ん
で
す
。

特
に
、
血
液
中
の
塩
気
の
量
が
全
く
違
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

同
じ
実
験
を
し
て
み
て
も
、
モ
ル
モ
ッ
ト
と
ウ
サ
ギ
で
や
る

と
、
片
方
は
発
ガ
ン
し
て
、　
一
方
は
発
ガ
ン
し
な
か
っ
た
、

と
い
う
例
が
ず
い
ぶ
ん
た
く
さ
ん
出
て
る
。
そ
れ
が
、
な
ぜ

か
、
と
い
う
こ
と
が
分
か

っ
て
な
い
ん
で
す
。

特
に
、
人
間
の
赤
血
球
の
ナ
ト
リ
ウ
ム

・
カ
リ
ウ
ム
の
比

は
、
だ
い
た
い
１
対
５
で
す
が
、
こ
れ
が
、
動
物
に
な

っ
て

く
る
と
、
こ
の
比
率
が
、
逆
さ
に
な

っ
て
き
て
、

１０
対
１
と

か
い
う
く
ら
い
の
数
字
に
な
る
ん
で
す
か
ら
。
動
物
は
塩
気

の
か
た
ま
り
に
な

っ
て
い
て
、
も
の
す
ご
く
丈
夫
な
ん
で
す

か
ら
。
そ
の
丈
夫
な
の
に
毒
薬
を
入
れ
て
、
実
験
動
物
の
半

数
が
死
ぬ
の
が
何
グ
ラ
ム
、
人
間
は
、
そ
の
動
物
の
体
重
の

何
倍
だ
か
ら
、
そ
れ
を
掛
け
た
の
が
致
死
量
だ
と
、
そ
れ
に

安
全
率
を
掛
け
て
…
…
と
や
る
わ
け
で
す
。
こ
ん
な
や
り
方

で
は
、
あ
ぶ
な
く
て
仕
方
が
な
い
で
す
。

「ガ
ン
は
人
類
の
恩
人
だ
」

桜
沢
先
生
は
晩
年
に

「ガ
ン
は
人
類
の
仇
敵
か
恩
師
か
』

と
い
う
本
を
書
き
ま
し
た
が
、
結
論
は

「恩
人
だ
」
と
い
う
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の
で
す
。

要
す
る
に
、
バ
イ
菌
で
も
な
ん
で
も
、
人
類
を
助
け
て
い

る
わ
け
な
ん
で
す
。
体
の
中
、
特
に
消
化
器
の
中
は
、
パ
ク
一

テ
リ
ア
だ
ら
け
で
す
が
、
そ
れ
は
、
私
た
ち
が
、
少
々
カ
ビ

た
り
、
変
質
し
た
り
、
空
中
の
パ
ク
テ
リ
ア
が
く

っ
つ
い
た

も
の
を
食
べ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
体
が
す
ぐ
に

お
か
し
く
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
は
、
消
化
器
の
中
の
有
用

な
パ
ク
テ
リ
ア
が
、
入

っ
て
き
た
も
の
を
無
害
な
よ
う
に
分

解
し
て
い
る
わ
け
な
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
共
存
に
よ

っ
て

私
た
ち
は
生
き
て
い
る
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
バ
イ
菌
を
殺
す
薬
を
次
々
に
体
に
入
れ
て
い

っ
た
ら
、
そ
の
有
用
な
菌
ま
で
死
ん
で
し
ま
う
ん
で
す
。
抗

生
物
質
な
ん
か
使
い
す
ぎ
た
ら
、
腸
は
造
血
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
つ
く
）

『夫
婦
―
愛
を
育
て
る
」
常
岡

一
郎
著

著
者
の
表
現
す
る
言
葉
に
、
美
し
い
響
き
と
確
信
を
感
ず
る
…

そ
ん
な
本
で
す
。
お
の
れ
を
空
し
く
し
な
い
と
、
お
の
れ
の
姿
が

見
え
て
来
な
い
。
結
婚
の
ス
タ
ー
ト
を
、
無
所
有
の
状
態
か
ら
出

発
し
、
二
人
の
心
が
、
何
を
中
心
に
し
て
よ
り
添
う
か
を
見
事
に

書
き
上
げ
た
作
品
で
す
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
を
生
き
ぬ
い
た

一
組
の
夫
婦
の
生
活
の
底

流
に
あ
る
も
の
は
、

「天
地
陰
陽
が
、　
一
和
し
て
万
物
が
生
れ
育

つ
、
こ
れ
が
天
地
の
い
と
な
み
の
ひ
な
型
で
は
な
い
で
し
ま
つ
か
。

天
地
の
道
を
守
る
に
は
厳
格
な
努
力
と
正
し
い
誠
心
が
い
り
ま
す

…
…
」

「
心
を
空
に
す
る
、
こ
れ
が
人
と
人
を
結
び
つ
け
る
道
で

す
…
…
」
と
い
う
言
葉
に
言
い
つ
く
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
の
若
者
た
ち
に
、
直
接
は
理
解
で
き
な
い
く
ら
い
、
純
粋
に

自
分
た
ち
の

″生
″
を
追

い
求
め
、
人
々
の
平
和
を
求
め
て
生
活

し
て
来
ら
れ
た
ま
ご
こ
ろ
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。
（沢
田
美
也
子
）

〔柏
樹
社
刊
、
千
二
百
円
。
著
者
は
中
心
社
主
幹
。
〕

桜沢如一編 食養講義録

●昭和 4年初版、社団法人食養会の総力 を結集 した、

古書価格 3～ 5万円の幻の著作、食養研究者 必備。

7,500円

300Fヨ

価

料

定

送

原本 4巻 1200ベ ージを 1冊に縮刷

B5大判 313ベ ージ

『講
義
録
』
目
次

食

養

学

原

論

Ｉ

Ｉ
生
命
及
び
生
活
現
象
の
支
配
者
に
つ
い
て
―

（
一
）
万
物
の
組
み
立
て
／
天
地
自
然
の
生

れ
／
ナ
ト
リ
ウ
ム
お
よ
び
カ
リ
ウ
ム
の
形
態

／
色
彩
上
の
相
違
／
形
相
／
所
在
／
作
用
／

万
物
の
組
み
立
て

（二
）
生
命
お
よ
び
生
活
現
彙
の
支
配
者
／

食
物
に
お
け
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
お
よ
び
カ
リ
ウ

ム
の
多
少
／
日
用
食
品
百
匁
中
に
お
け
る
、

「ナ
」

「力
」
の
数
量
お
よ
び
差
引
表
／
生

命
現
象
に
お
け
る

「ナ
」

「力
」
の
影
響
／

生
命
に
お
い
て
／
体
格
、
体
質
、
疾
病
に
つ

い
て
／
性
質
、
思
想
に
つ
い
て

（三
）
生
活
現
象
に
お
け
る

「ナ
」

「力
」

の
影
響
／
付
録

・
こ
こ
ろ
と
食
べ
物

食

養

学

原

論

Ⅱ

（
一
）
伝
統
的
純
正
日
本
食
と
そ
の
崩
壊
／

日
本
の
伝
統
／
日
本
食
の
伝
統
／
日
本
食
物

史
の

一
瞥

（二
）
食
物
の
取
り
方
と
栄
養
／
粗
食
、
美

食
、
菜
食
、
肉
食
、
少
食
、
大
食
、
調
理
、

栄
養
、
消
化
、
不
消
化
／
ビ
タ
ミ
ン
と
そ
の

他
の
栄
養
素

（三
）
食
物
の
性
質
、
栄
養
お
よ
び
分
量
／

動
物
性
の
も
の
／
植
物
性
の
も
の
／
主
食
物

と
副
食
物

（四
）
食
物
の
身
体
に
お
よ
ぼ
す
特
殊
な
影

響
／
病
気
／
生
命
に
か
か
わ
る
も
の
、
食
い

合
せ
／
薬
用
食
物
と
郷
土
的
な
調
理

（五
）
国
民
食
政
の
復
古

食

養

学

原

論

Ｉ

Ｉ

『
行

」

の
食
養

道

―

（
一
）
た
の
し
き
健
康
と
め
で
た
き
長
寿
／

衣
食
住
の
問
題
／
健
康

（二
）
幸
福
へ
の

一
道
／
限
り
な
き
人
生
の

喜
び食

養

料

理

法

料
理
の
必
要
／
お
料
理
の
目
的
／
お
料
理
の

方
法
／
器
物
、
準
備
、
材
料
の
配
合
、
お
弁

当
、
食
べ
方
／
食
養
法
の
心
得
／
献
立
の

一

例
／
食
養
禁
断
／
良
き
食
養
品
／
食
膳
の
い

ま
し
め
／
病
気
に
な
る
食
物

料
理
法
／
御
飯
／
玄
米
ご
は
ん
／
半
つ
き
米

ご
飯
／
山
家
ご
飯
／
粟
、
麦
、
稗
ご
は
ん
／

色
ご
は
ん
い
ろ
い
ろ
／
お
す
し
い
ろ
い
ろ
／

残
飯
の
利
用

豆
料
理
／
野
菜
料
理
（野
の
幸
）
／
野
菜
の
貯

え
方
／
軟
か
く
す
る
法
／
い
も
料
理
／
瓜
料

理
（体
を
冷
や
す
も
の
）
／
山
菜
料
理

（山
の

幸
）
／
豆
腐
料
理
／
こ
ん
に
ゃ
く
／
海
草
料

理
／
め
ん
類
／
つ
く
だ
煮
類
／
漬
物
／
魚
の

料
理
／
餅
、
だ
ん
ご
、
ま
ん
じ
ゅ
う
／
調
味

料
／
飲
料
／
献
立
例
／
な
べ
／
井
／
ぬ
た
、

和
え
物
、
し
た
し
／
お
っ
ゅ
／
揚
物
／
煮
物

／
赤
ち
ゃ
ん
の
料
理
／
正
月
料
理
／
普
茶
料

理
／
支
那
料
理
／
西
洋
料
理
／
ソ
ー
ス
／
食

合
せ
禁
／
寒
国
野
菜
の
貯
え
方
／
し
る
こ
研

究仕
録

・
不
老
長
寿
薬
の
研
究
、
天
下
無
双
の

美
食

（桜
沢
如

一
）
／
結
婚
披
露
宴
に
つ
い

て
、
胡
麻
油
摂
取
の
実
験

（石
川
智
堂
）

食

養

療

法

（
一
）
西
洋
医
学
と
そ
の
療
法

（二
）
東
洋
医
学
と
そ
の
療
法

（三
）
食
養
療
法
と
食
養
道

最
後
の
重
要
な
る
注
意
書
き

食
養
療
法

※
索
引
の

一
例
　

ィヽ
‥
痔
（じ
）
／
耳
下
腺
炎

／
子
宮
ガ
ン
／
子
宮
筋
腫
／
子
宮
実
質
炎
／

子
宮
病
／
菌
ぎ
ん
炎
／
舌

・
唇
の
乾
き
／
舌

の
た
だ
れ
／
し
つ
（が
癬
）
／
湿
疹
／
耳
鼻
咽

喉
の
病
気
／
ジ
フ
テ
リ
ァ
／
脂
肪
心
／
し
も

ゃ
け
／
し
ゃ
っ
く
り
／
充
血
／
消
渇

（し
ょ

う
か
ち
）
小
児
の
驚
満

・
府
／
小
便
／
食
あ

た
り
／
食
滞
／
食
道
狭
窄
／
し
ら
く
も
／
白

舌
／
白
そ
こ
ひ
／
神
経
衰
弱
／
神
経
痛
／
腎

臓
炎
／
心
臓
病
／
心
臓
弁
膜
症
／
ジ
ン
マ
シ

ン
　
※
「新
食
養
療
法
」
の
食
べ
物
で
病
気
を

治
す
法
の
索
引
（し
）
の
項
と
比
較
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
内
容
の
豊
富
さ
に
驚
か
れ
る
で

‐レ
よ
う
。

民
間
療
法

実

験

集
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食

物

療

法

・
食

養

百

科

■ 万 人 の た め の

人
体
の
右
と
左

―
乳
ガ
ン
の
食
せ
ん
―

二
つ
の
チ
カ
ラ
ー
ー
縮
む
力

（陽
性
）
と

拡
が
る
力

（陰
性
）
は
重
な
り
合

っ
て
、
あ

らヽ
ゆ
る
モ
ノ
に
働
い
て
い
る
。

そ
の
縮
む
力
は
人
体
の
右
に
現
わ
れ
、
拡

が
る
力
は
人
体
の
左
に
現
わ
れ
て
い
る
。
だ

か
ら
、
左
右
の
眼
を
よ
く
み
る
と
、
ふ
つ
う

右
眼
に
く
ら
べ
左
眼
が
や
や
大
き
い
。

人
体
は
、左
右
で
歪
み
を
持

っ
た
対
称
（不

相
称
）
で
あ
る
。

食
べ
も
の
の
な
か
に
働
き
と
し
て
あ
る
縮

む
力

（陽
性

・
△
）
は
、
そ
れ
を
食
べ
た
と

き
に
人
体
の
右
に
作
用
す
る
傾
向
が
あ
り
、

拡
が
る
力
（陰
性

・
▽
）は
左
に
作
用
す
る
。

た
と
え
ば
、
塩
気
の
強
い
陽
の
魚
や
卵
を
毎

日
食
べ
続
け
て
き
た
者
が
、
脳
出
血
で
や
ら

れ
る
と
し
た
ら
、
ま
ず
脳
の
右
部
分
だ
ろ
う
。

す
る
と
、
左
右
の
大
脳
は
そ
れ
ぞ
れ
反
対
側

の
半
身
に
指
令
を
出
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

左
半
身
に
麻
痺
が
現
わ
れ
る
。

乳
が
ん
も
、
右
に
で
き
た
か
左
に
で
き
た

か
で
過
去
の
食
生
活
や
体
質
の
見
当
が

つ
く
。

右
に
で
き
た
と
な
る
と
、
肉
に
魚
貝
類
、
卯

や
乳
製
品
な
ど
で
陽
が
過
ぎ
た
体
、
左
は
果

物
や
甘

い
物
、
牛
乳
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
過

剰
な
ど
陰
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。

乳
が
ん
に
な
る
ま
で
に
は
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
積
み
重
ね
て
き
た
秩
序
を
忘
れ

た
食
生
活
や
ら
、
胎
児
の
死
産
と
か
人
工
哺

乳
育
児
の
よ
う
に
、
体
の
は
た
ら
き
が
用
意

し
た
母
乳
が
十
分

つ
か
わ
れ
な
か
っ
た
な
ど
、

自
然
サ
を
失

っ
た
原
因
が
あ
る
。

左
の
乳
ガ
ン
で
陰
性
体
質
の
食
せ
ん

主
食
―
―
玄
米
ご
飯

（黒
ご
ま
７
、
塩
３
の

ご
ま
塩
適
量
、　
一
口
毎
に
百
二
十
回
以
上
か

む
こ
と
）
、
週
二
～
三
回
は
小
豆
入
り
玄
米

ご
飯

（小
豆

一
割
）
、
雑
穀
入
り
玄
米
ご
飯

代
用
食
―
―
煮
こ
み
そ
ば
、
そ
ば
が
き

み
そ
汁
―
―
豆
み
そ
、
出
し
昆
布
。
具
に
わ

か
め
、
玉
ね
ぎ
、
長
ね
ぎ
、
油
揚
げ
、
よ
も

ぎ
入
り
玄
米
も
ち

一
切
れ

食
の
分
度
と
い
う
こ
と
を
、
私
の
食

物
に
よ
る
健
康
法
で
は
身
土
不
二
の
原

則
で
定
め
ま
す
。
身
土
不
二
の
原
則
は

一
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
土
地
の
も

の

（空
間
の
秩
序
）

二
、
そ
の
季
節
の
も
の

（時
間
の
秩

序
）

二
、
伝
統
的
な
作
物

（生
命
の
原
理
）

を
摂
る
主
義
を
教
へ
る
復
占
法
で
あ
り
、

稽
古
法
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
食
の
分

度
で
あ
り
ま
す
。

桜
沢
如

一

「報
恩
は
物
心

一
如

の
道
な
り
Ｌ

『つ
さ
ぎ
の
ビ
ピ
』

所
収
）
よ
り

〔分
度
―
―
分
限
度
合
の
意
。
広
辞
苑
＝

１
宮
尊
徳
の
創
始
し
た
報
徳
仕
法
で
、

人
分
を
測
度
し
て
自
己
の
実
力
を
知
り

そ
れ
に
応
じ
て
生
活
の
限
度
を
定
め
る

こ
と
。〕

副
食
―
―

（主
食
の
四
分
の

一
）
金
平
ご
ぼ

う
、
ひ
じ
き
蓮
根
、
塩
昆
布
、
昆
布
の
つ
く

だ
煮
（白
ゴ

マ
を
切
リ
ゴ

マ
に
し
て
か
け
る
）

鉄
火
み
そ
、
小
松
菜

・
春
菊

・
大
根
葉
の
ご

ま
和
え
、根
菜
の
煮
じ
め
、
野
菜
天
ぷ
ら

（大

根
お
ろ
し
）
、
黒
豆
昆
布
、
小
豆
昆
布
、
南

瓜
昆
布
、
コ
ー
フ
ー
料
理
、
貧
血
の
時
に
食

養
鯉
こ
く
な
ど

-14-



飲
み
物
―
―

二́
年
番
茶
、
Ｔ
Ｍ
Ｕ
、
コ
ッ
コ

ー
、
玄
米
ス
ー
プ

避
け
る
物
―
―
動
物
性
食
品
、
チ
ー
ズ

・
牛

乳
な
ど
乳
製
品
、
卵
、
砂
糖
類

（三
温
、
黒

砂
糖
）
、
蜂
み
つ
、
イ
モ
科
、
ナ
ス
科
、
果

物
、
豆
腐
、
豆
乳
な
ど

手
当
―
―
生
姜
湿
布
で
患
部
を
温
め
て
お
い

て
か
ら
、
里
芋
プ
ラ
ス
タ
ー
で
毒
血
を
吸
い

出
す
。

「国
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
予
測
で
は
、
近

い
将
来
、
乳
ガ
ン
が
日
本
女
性
の
ガ
ン
死
の

ト
ッ
プ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

報
告
で
は
、
乳
ガ
ン
の
発
生
に
は
女
性
ホ

ル
モ
ン
が
関
係
し
て
い
て
、
卵
巣
か
ら
の
女

（■
ｒ
ｅ
置

，
一ｃ
３　
．■
´
千
島
苦
『″
／の
疫
学
と
血
濱
一
よ
り
一

卜
乳
ガ
ン
　
下
部
分
は
正
常
な
乳
腺
組
織
だ
が
、

上
部
分
に
ガ
ン
細
胞
塊
が
あ
る
。

性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
な
く
な
る
閉
経
後
は
、

乳
ガ
ン
の
発
生
は
低
下
す
る
と
み
て
い
た
。

実
際
、
日
本
女
性
の
乳
ガ
ン
の
発
生
は
、
こ

れ
ま
で
４０
代
が
ピ
ー
ク
で
あ

つ
た
の
が
、
最

近
年
齢
が
上
が
り
閉
経
後
乳
ガ
ン
が
５０
バ
‐

セ
ン
ト
を
占
め
て
き
て
い
る
ｃ

こ
の
原
因
の

一
つ
は
、
動
物
性
蛋
白
と
脂

肪
の
摂
取
量
が
増
え
て
日
本
女
性
の
体
位
が

向
上
し
た
結
果
、
初
潮
が
早
ま
り
開
経
が
遅

く
な

っ
て
、
乳
腺
組
織
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の

影
響
を
長
く
う
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
副
腎
か
ら
分
泌
さ
れ
て
い
る
男

性
ホ
ル
モ
ン
が
皮
下
な
ど
の
脂
肪
組
織
で
女

性
ホ
ル
モ
ン
に
作
り
変
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、

閉
経
後
も
体
位
の
向
上
し
た
肥
満
の
女
性
ほ

ど
血
中
の
女
性
ホ
ル
モ
ン
値
が
高
く
、
乳
ガ

ン
に
か
か
る
危
険
度
も
高

い
と
い
う
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ

（世
界
保
健
機
関
）
の
発
表
に
よ

る
と
、
女
性
の
ガ
ン
で
は
乳
ガ
ン
が
世
界
で

最
も
多
く
、
欧
米
で
は
閉
経
後
の
乳
ガ
ン
が

閉
経
前
乳
ガ
ン
を
上
ま
わ

っ
て
い
る
。
日
本

の
食
生
活
も
、
ま
す
ま
す
欧
米
風
に
近
づ

い

て
い
る
、
要
注
意
。

右
の
乳
ガ
ン
で
陽
性
体
質
の
食
せ
ん

主
食
―
―
玄
米
ご
飯

（黒
ご
ま
８
、
塩
２
の

ご
ま
塩
少
量
、　
一
口
ご
と
に
百
二
十
回
以
上

か
む
こ
と
）、
週

一
～
■
回
は
小
豆
入
り
玄
米

ご
飯
、
麦
入
り
玄
米
ご
飯

代
用
食
―
―
煮
こ
み
う
ど
ん
（具
に
油
揚
げ
、

■
ね
ぎ
、
長
ね
ぎ
、
セ
イ
タ
ン
、
南
瓜
）

み
そ
汁
―
―
麦
み
そ
５０
パ
‐
セ
ン
ト
、
豆
み

そ
５０
パ
‐
セ
ン
ト
、
出
し
昆
布
。
具
に
わ
か

め
、
王
ね
ぎ
、
長
ね
ぎ
、
油
揚
げ
、
ふ
、
季

節
の
野
菜

（大
根
、
自
菜
、
か
ぶ
）
、
玄
米

も
ち

一
切
れ

副
食
―
―

（主
食
の
三
分
の

一
）
金
平
ご
ぼ

ぅ

（ご
ぼ
ぅ
５０
％
、
れ
ん
こ
ん
３０
％
、
切
千

し
大
根
２０
％
）
、
ね
ぎ
み
そ
、
し
ぐ
れ
み
そ
、

油
み
そ
、
野
菜
天
ぶ
ら

（大
根
お
ろ
し
）
、

黒
豆
と
海
藻
の
煮
合
わ
せ

（昆
布
、
油
揚
げ
、

切
り
千
し
大
根
、
黒
豆
）
、
小
豆
昆
布
、
青

菜
の
お
ひ
た
し
、
筍
の
子
昆
布

飲
み
物
―
―
二
年
番
茶
、
タ
ン
ポ
ポ
コ
ー
ヒ

ー
な
ど

手
当
―
―
生
姜
湿
布
、
里
芋
プ
ラ
ス
タ
ー

●
閉
経
後
の
乳
ガ
ン
は
陽
の
力
の
影
響
が
強

く
、
右
の
乳
ガ
ン
で
も
若

い
女
性
で
乳
首
の

上
の
方
に
で
き
る
の
は
、
陰
の
力
の
作
用
が

働
い
て
い
ま
す
。

な
お
、
右
の
食
せ
ん
は
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
の
季
節
を
想
定
し
た
も
の
で
、
季
節
に
よ

っ
て
過
去
の
食
歴
に
よ

っ
て
、
個
々
の
ケ
ー

ス
に
対
応
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

詳
し
く
は
毎
月
第
３
月
曜
が
正
会
員
向
け

相
談
日
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

（編
集
部
）
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す

で
に
か
く

の
ご
と
く
、
諸
君

の
素
質
、
諸
君

の
嗜

好
偏
俺
、
両
親

の
嗜
好
が

い
ち

い
ち
正
確
に
記
録
さ
れ

て
い
る
看
板
を
拝
見
す
る
以
上
、
そ
の
病
源
は
掌
を
指

す
よ
り
も
容
易
に
判
明
し
、
過
去
お
よ
び
未
来

の
病
気

お
よ
び
性
行
、
運
勢
す
ら
、
自
然
覆
わ
ん
と
す
る
も
覆

い
え
な

い
ほ
ど
明
瞭

に
見
取
ら
れ
ざ
る
を
得
な

い
の
で

あ
り
ま
す
。

こ
こ
で

「
食
物
」
な
る
語
の
注
釈
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。

「食
物
」
と
は

「人
間
を
作
る

一
切
の
材
料
お
よ

び
そ
の
作
業
に
協
力
す
る

一
切
の
も

の
」
を
意
味
し
ま

す
。

×

さ
て
、
日
本
医
学

の
治
療
は
、
診
察
よ
り
も
、
も

っ

と
簡
単

で
あ
り
ま
す
。
諸
君
は
私
が
こ
の
三
週
間
に
、

決
し
て
薬
物
を
使
用
し
た
こ
と
を
お
認
め
に
は
な
ら
な

い
。
ま
た
、

い
か
な
る
器
具
を
も
使
用
し
な
か

っ
た
こ

と
を
ご
承
知

で
す
。
日
本
古
典
医
学
で
は
、
実
際
、
諸

君
の
ご
存
知

の
ご
と
き
薬
物
と
し
て
の
毒
物
を
決
し
て

使

い
ま
せ
ん
。
先
日
、

ベ
ル
夫
人
が
顔
面
炎
症

で
高

い

熱
に
悩
ま
れ
た
時
、
諸
君
は
私
が
丘

の
下

の
畑
か
ら
最

も
広

い
サ
ラ
ダ
の
葉
を
摘
ん
で
き
て
、
顔
面
全
体
を
包

む
よ
う
に
命

じ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ら
る
る
で
し

よ
う
。
氷
さ
え
絶
対

に
不
要
な

の
で
す
。

ガ
ビ
ー
さ
ん
の
全
身
炎
症
、
猛
烈
な
、
あ

の
見
る
も

痛
々
し

い
よ
う
で
あ

っ
た
全
身

の
症
候
が
、
今
日
は
も

う
見
え
な
く
な

っ
た

の
に
気
が

つ
い
て
い
ま
す
か
。
ガ

ビ
ー
さ
ん
は
決
し
て

一
服
の
薬
を
も
摂
ら
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

最
も
諸
君
が
驚

い
て
い
ら
る
る
の
は
、
ド
ク
ト

ル

・

エ
リ
女
史

の
愛
児
ミ

ツ
カ
さ
ん
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
（二

十
力
月

の
女
子
）

エ
リ
さ
ん
を
医
学
者
と
は
知
ら
ず
、

求
め
ら
る
る
ま
ま
に
、
ミ
ツ
カ
さ
ん
は
お
気

の
毒
だ
が

十
四
歳
が
な
か
な
か
困
難
だ
ろ
う
、
と
高
言
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
猛
烈
な
諸
君

の
質
問
が
私
に
向
け
ら
れ
た
の

で
し
た
。
し
か
し
、
可
憐
な
ミ

ツ
カ
さ
ん
の
、
こ
の
二

週
間
内

に
お
け
る
性
質

の
変
化
に
は
諸
君
が
み
な
、
お

驚
き

で
す
。
は
じ
め
、
人
見
知
り
で
、
人
を
怖
れ
て
、

朝
か
ら
晩
ま
で
お
母
さ
ん
に
カ
ジ
リ

つ
い
て
グ
ズ
グ
ズ

一言

っ
て
ば

か
り

い
た
ミ
ミ
ー
は
、
こ
の
ご
ろ
諸
君

の
見

ら
る
る
ご
と
く
、
ひ
と
り
遊
び

に
出

て
い
る
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
誰
が

「
ミ
ミ
ー
ち

ゃ
ん
、
こ
ん
ち
は
！
」

を
し
て
も
、
必
ず

「
ノ
ン
」
の

一
点
張
り
、
ご
機
嫌

の

悪
か

っ
た
ミ
ミ
ー
さ
ん
は
、
も
う
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
全
て
の
人

々
に
、
私
は

い

っ
さ

い
薬
を
用

い
た
覚
え
が
あ
り
ま
せ
ん
。
証
人
は
諸
君
の
中
に
沢
山

お

い
で
で
す
。
ミ
ミ
ー
の
ご
と
き
は
、
毎
日
、
欠
か
し

た
こ
と
の
な

い
卵
二
個
や
牛
乳
二
合
ま
で
全
廃
さ
れ
ま

し
た
。

ベ
ル
夫
人
が
病
床
第
二
日
目
に
非
常
に
苦
吟
さ

れ
た
の
は
、
チ
ル
モ
ン
嬢
が
私
の
命
じ
た
大
麦

の
ひ
き

割
り
粥
と
黒
バ

ン
以
外

に
、
卵
を
二
個
与
え
ら
れ
た
か

ら
だ
と

い
う
こ
と
が
判
明
し
た
で
し
ょ
う
。

×

さ
ら
に
、
日
本

に
お
け
る
驚
く

べ
き
も

の
を
ご
紹
介

す
る
な
ら
ば
、
と

て
も
諸
君
は
お
信
じ
に
な
る
こ
と
が

出
来
ま
す
ま

い
。
最
近
、
西
洋
医
学
で
知
ら
れ
た
臓
器

療
法

の
ご
と
き
は
、
数
百
年
も
昔
か
ら
、
も

っ
と
優
れ

た
方
法
で
用

い
ら
れ
、
名
高

い
浄
瑠
璃

に
さ
え
唄
わ
れ

て
い
る
く
ら
い
で
す
。
ま
た
、
西
洋
に
は
ま
だ
知
ら
れ

な

い
物
理
療
法
す
ら
沢
山
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
流
感
を

梅
千

の
黒
焼
き

で
、
肺
炎
を
鯉

で
、
盲
腸
炎
を
里
芋

で
、

高
熱
を
豆
腐

で
、
手
際
よ
く
グ
ン
グ

ン
治
し
て
の
け
る

の
は
、
と
う

て
い
実
地
を
見
な
く

て
は
信
じ
ら
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

幸

い
先
日
来
、
ク
ー
キ
ー

ユ
教
授
と
共

に
、
森
や
丘

や
川
や
池
を
探
し
ま
わ

っ
て
、
私
は
た

い
て
い
の
必
要

な
食
用
植
物
を
見

つ
け
ま
し
た
。
最
も
重
要

で
あ
り
な

が
ら
、
全
く
断
念
し
て
い
た
里
芋
を
、

ル
ク
サ
ン
プ
ー

ル
公
園

の
大
花
壇

の
中
央
に
勢

い
よ
く
育

て
ら
れ
て
い

る
の
を
発
見
し
た
時
、
私
は
ま

っ
た
く
果
然
と
し
ま
し

た
。

×

神
な
が
ら
の
日
本
古
医
道
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
疾
病
を

罪
悪
、
不
浄
と
断
定
し
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
疾
病
は
、
た

だ
、
神
意
に
も
と
る
者
に
の
み
与
え
ら
る
る
厳
罰

で
あ

り
ま
す
。
そ
の
神
意
は
、
大
自
然

の
法
則
、

い
っ
さ

い

生
き
と
し
生
け
る
も

の
の
遵
守
せ
ぎ
る

べ
か
ら
ぎ
る
公

理
、
原
理

で
す
。
何
人
も
何
物
も

こ
の
法
則
を
破
る
こ

と
は
絶
対
に
許
さ
れ
ず
、
も
し
こ
れ
を
犯
す
も

の
あ
ら

ば
、
た
だ
ち
に
厳
罰
を

こ
う
む
る
の
で
、
そ
れ
は
決
し

て
例
外
が
な
く
、
免
除
が
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
病
に
な
る
の
は
、
こ
の
大
自
然
公
理
を
無

視

し
破
戒
し
た
結
果
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
病
気
は
決

し
て
回
避
す

べ
き

で
は
な
く
、
か
え

っ
て
こ
れ
を
大
切

に
受
け
、
そ
の
意
味
を
冷
静
に
考
察

し
、
原
因
を
除
く

べ
き
で
あ
り
ま
す
。
手
短
か
に
そ
の
公
理
を
申
し
上
げ

れ
ば
、

「
身
土
不
二
」
と

い
う
四
字
な

の
で
す
。
こ
れ

は
経
済
、
生
理
、
道
徳
、
心
理

い

っ
さ

い
を
支
配
す
る
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千
古
不
減
の
原
理
で
す
。
少
し
解
説
す
れ
ば
、

―
―
そ
の
空
間

（土
地
）
、
そ
の
時
間

（時
節
）
の

自
然

（伝
統
的
）
な
る
主
産
物
を
主
食
物
と
し
、
副
産

物
を
副
食
物
と
せ
よ
―
―
で
あ
る
。

×

フ
ラ
ン
ス
食
養
会

の
諸
君
、

菜
食
協
会

の
諸
君
、

国
際
食
物
改
善
連
盟
員
諸
君
！

諸
君
は
、
こ
の
公
理
に

一
言
で
も
抗
議
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

か
。
出
来
な

い
で
す
。
諸
君
は
す

で

に
、
こ
の
日
本
食
養
会

の
原
則
を
お
認
め
に
な

っ
た
。

さ
て
、
大
革
命
が
諸
君

の
生
活
に
お
こ
り
始
め
ま
し
た
。

単
純
原
始
的
食
物
改
善
運
動
は
、
今
や
真

の
哲
学
的
、

か

つ
科
学
的
運
動

の
形
式
を
そ
な
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

諸
君
の
固
持
し
て
い
ら
れ
る
単
純
な
る
菜
食
主
義
は
、

単
純
な
る
非
菜
食
主
義
と
同
様
、
非
世
界
的

の
主
義

で
、

全
人
類
に
適
用
し
ま
せ
ん
。
単
純
な
る
栄
養
学
説
は
、

こ
の
公
理

の
下
に
、
そ
の
全
て
を
検
討
、
批
判
、
改
定

さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
肉
を
も

つ
て
よ
り
も
野
菜
を
も

っ
て
、
よ
り

以
上
、
は
る
か
に
容
易
に
自
他
を
食
殺
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
諸
君
は
世
界
第

一
の
コ
ー
ヒ
ー
消
費
者

で
あ

る
位
置
を
辞
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

コ
ー
ヒ
ー
や
シ

ョ

コ
ラ
〔
コ
コ
ア
〕
は
、
諸
君
に
と

っ
て
は
、
や
か
ま
し
く

攻
撃
を
受
け
て
い
る
プ
ド
ウ
酒
よ
り
以
上
に
恐
ろ
し

い

も

の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

食
物
が
治
療
上
、
診
察
上
、

い
か
に
驚
く

べ
き
偉
力

を
も

つ
て
い
る
か
を
、
こ
の
三
週
間
に
諸
君
は
か
な
り

ご
実
見
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
し
か
し
私
が
示

す
ま

で
も
な
く
、
諸
君
も
よ
く
ご
承
知
な

の
で
す
。
黄

蝶
は
、
春
に
出
る
も

の
は
黒
色
部
少
な
く
、
夏

の
に
は

黒
色
部
が
多

い
。

「あ
げ
は
」
チ

ョ
ウ
に
も
、
そ
の
形

と
色
に
お

い
て
同
じ
く
春
夏

の
変
化
が
あ
り
、
共
に
そ

の
食
物

（日
本
医
学

の
）

の
質
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ

と
は
、
小
中
学
校

の
理
科

で
で
も
教
え

て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
カ
ナ
リ
ヤ
に
胡
椒
を
与
う
れ
ば
羽
が
樺
色
と
な

り
、
麻

の
実
を
与
う
れ
ば
黒
色
と
な
る
こ
と
も
同
様
。

オ
タ

マ
ジ

ャ
ク
シ
や
み
じ
ん
こ
の
ご
と
き
も

の
は
、
食

物
に
よ

っ
て
、
或

い
は
消
化
器
を
、
或

い
は
形
体
全
体

を
さ
え
容
易
に
変
化
す
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ

て
い
る

で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
津
軽
海
峡

の
プ

ラ
キ
ス
ト
ン
線
に
よ

っ
て

動
物

の
分
布
が
区
別
さ
れ

て
い
る
の
は
有
名
な
事
実
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
原
因
は
、
動
物
学
者

の
断
定
固
執

し
て
い
る
よ
う
な
地
質
学
的
な
も

の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
食
養
学
的
な
も

の
で
あ
る
こ
と
を
諸
君
は
容
易
に
理

解
さ
る
る
で
し
ょ
う
。
生
物
学
、
動
植
物
学
は
、
食
養

学
の
原
理
を
新
た
に
取
り
入
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私

の
著
書

の
巻
頭
に
あ
る
世
界
等
温
線
図
を
ご
覧
に
な
れ

ば
、
津
軽
海
峡
が
、
ち
ょ
う
ど
冷
帯
、
温
帯

の
境
界
線

で
あ
り
、
そ
れ
が
食
養
学
上
、
重
要
な
意
味
を
示
し
て

い
る
こ
と
を
ご
了
解
に
な
る
で
し
ょ
う
。

〔編
注
／
ブ
ラ
キ

ス
ト

ン
線
…
…

一
八
八
〇
年
代
に
イ

ギ
リ
ス
の
鳥
類
研
究
家
、
ブ
レ
ー
キ

ス
ト

ン
が
、
津
軽

海
峡
が
鳥
類

の
分
布
境
界
線

に
な

っ
て

い
る
こ
と
を
発

見
し
た
。
〕

こ
の
意
味
か
ら
、
我
々
の
親
愛
な
る
同
行
、

ハ
ニ
シ

ュ
博
士

一
派
の
マ
ズ
ダ
ズ
ナ
ン
協
会
の
人
々
は
、
欧
州

で
米
食
を
玄
米
食
を
お
す
す
め
に
な
る
こ
と
を
お
控
え

に
な
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〔編
注
／
こ
れ
で
、
桜
沢
先
生
は
初
め
、
欧
州
で
は
玄

米
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
は
無
理
と
考
え
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
〕

×

日
本
医
学
は
、
こ
の
食
物

の
神
秘
を
深
く
考
察

し
、

全
く
西
洋
医
学
、
西
洋
生
理
学
と
は
相
違

し
た
独
得
の

世
界
を
開
拓
し
て
数
千
年
来
、
進
ん
で
来
ま
し
た
。
診

察
、
治
療
と
も
全
く
平

々
凡
々
た
る
も

の
で
あ
り
ま
す

が
、
天
地

の
大
真
理
に
ま
し
ぐ
ら
に
参

じ
て
驚
く

べ
き

効
果
を
お
さ
め
て
き
ま
し
た
。

（そ
れ
は
、
珍
奇
な
る

言
語
を
排
し

つ
つ
天
神
地
紙
を
も
動
か
す
、
詩
を
世
界

最
小
の
形
式
に
結
晶
し
永
久
化
す
る
短
歌
お
よ
び
俳
句

と
同
じ
行
き
方
な

の
で
す
。）

「
日
本
医
学
」
は
、
人
間
の
疾
病

の
根
源
を
、
そ
の
日

常
食
物
お
よ
び
、
そ
の
素
質
製
造

の
食
物

に
発
見
し
、

そ
の
淵
源
を
改
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
の
み
万
病
は
必
ず

治
療

し
得

べ
き
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
ら
ず
し
て
は

た
と
え

い
か
な
る
小
病
た
り
と
も
、
絶
対

い
か
な
る
方

法
を
用

い
る
も
無
効
有
害
と
な
る
こ
と
を
断
定
す
る
も

の
で
す
。
日
本
医
学
は
西
洋
病
理
学

の
革
命
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

四
　
日
本
古
医
道
、日
本
精
神
の
展
望

武
士
道
と
切
腹
を
賛
嘆
さ
る
る
諸
君
は
、　
一
面
、
日

本
人
を
好
戦
国
民
と
認
め
て
い
ら
れ
ま
す
。
さ
て
こ
そ

先
日
来
、
こ
の
天
幕
村

の
第

一
週
、
平
和
主
義
研
究
週
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間
に
は
、
平
和
主
義

の
講
師
、
ド
ク
ト
ル

・
ベ
ル
フ
ォ

ー
ル
氏
を
は
じ
め
多
く

の
人

々
が
私

の
平
和
主
義
に
対

す
る
意
見
を
徴
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
単
に

「
平
和
主
義

で
あ
る
が
、
諸
君

の
平
和
主
義
と
は
全
く
違

っ
て
い
る
」

こ
と
を
、

い
つ
も
繰
り
返
し
て
答
え
て
お
き
ま
し
た
。

諸
君
が
ほ
ん
と
う
に
、

こ
の

「医
道
」
の

「道
」
を
了

解
さ
れ
た
な
ら
ば

、

「
武
士
道
」

「柔
道
」

の

「
道
」

を
も
全
く
新

し

い
意
味
に
お

い
て
了
解
さ
れ
、
同
時
に

「
日
本
精
神

の
平
和
主
義
」
な
る
も

の
を
も
理
解
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
日
本
精
神
、
数
千
年
来

の
伝
統

た
る
日
本
精
神
と
は
、
世
界
最
古

の

「平
和
主
義
」

で

あ
る
こ
と
も
了
解
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

日
本
精
神
と
は
、

こ
の
古
医
道
、
す
な
わ
ち
、
日
本

精
神

の
生
理
学

に
お
け
る
が
ご
と
く
、
ま
た
、
茶
道
に

お
け
る
が
ご

と
く
、
ま
た
、
華
道

（こ
れ
を
ま
だ
諸
君

は
ご
存

じ
な

い
）

に
お
け
る
が
ご

と
く
、
常
に
大
自
然

へ
の
帰
化
融
合

で
、

い
か
に
微
細
零
小
な

こ
と
で
あ

っ

て
も
、
反
自
然
、
非
自
然
、
公
理
否
定
を
許
さ
な

い
の

で
す
。
養
生

の
心
を
抱
く

こ
と
す
ら
、
す

で
に
非
養
生
、

不
自
然
と
し
て
排
さ
れ
る
の
で
す
。
弓
道
に
お

い
て
は
、

弓
を
引
き
、
矢
を
放

つ
瞬
間

の
心
境
を
、
暗
夜

に
霜

の

落

つ
る
ご

と
し
、
と
言

っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
心
が

な
く

て
は
弓

の
名
人

に
は
な
れ
ず
、
敵
を
射

つ
つ
、
身
、

生
死

の
境

に
あ
り

つ
つ
識
拠

の
世
界
に
遊
ぶ
こ
と
は
で

き
な

い
の
で
す

。

剣

道

に
お

い
て
も
も
ち
ろ
ん
、

「勝
ち
た
し
と
思
う

心

の
あ

る
も

の
は
下
手
な
り
。
名
人
に
至

っ
て
は
万
物

と
争

う

こ
と
な

し
。
敵

の
切
ら
れ
に
寄
る
と
こ
ろ
を
切

り
、
突

か
れ

に
よ

る
と

こ
ろ
を
突
く
ま

で
な
り
。
無
理

に
勝
ち
を
も
と
む
る
に
は
及
ば
ず
」

（小
野
忠
明
）
な

ど
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

「
万
物
と
争
う
こ
と
な
し
」

と

い
う
句
に
よ
く
心
を
と
め
て
お

い
て
下
さ

い
。

「勝

ち
易
き
に
勝

つ
」
と
言

い
ま
す
が
、
そ
れ
は
自
然
の
公

理

の
流
転

に
乗

っ
て
ゆ
く

こ
と
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
よ
し

勝

つ
に
し
て
も
、
た

い
て
い
は

「
小
手
打
ち
」
を
貴
ぶ

の
で
、
決
し
て
首
を
は
ね
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て
い

な

い
の
で
す
。

「
戦
」

い
の
原
理
が
全
く
相
違

し
て
い

る
こ
と
を
よ
く
見
と
め
て
下
さ

い
。
小
手
打
ち

の
原
理

は

「
慈
悲
」

で
あ
り
ま
す
。

戦
う
と

い
う
こ
と
す
ら
、
大
自
然

の
公
理
を
破
る
者

の
刑
罰
を
知
ら
し
む
る
慈
悲
心
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
す
。

こ
れ

で
な
く

て
は
勝
ち
易
く
な
る
理
由
が
な
く
、
こ
れ

で
な
く

て
は
勝
利
を
期
し
て
立

つ
理
由
も
方
法
も
あ
り

ま
せ
ん
。
公
理
を
負

っ
て
立

つ
の
で
す
。
公
理
が
負
け

る
理
由
が
な

い
の
で
す
。
公
理
の
前

に
は
、
人
々
の
恐

る
る
ご

と
き
戦
争
は
な

い
の
で
す
。
だ
か
ら
そ
れ
を
否

定
し
、
非
戦
同
盟
を
労
働
者
同
盟
の
ご
と
く
平
素
か
ら

結
ぶ
必
要
を
認
め
な

い
の
で
す
。
時
と
し
て
は
戦

い
は

必
要

で
あ
る
の
で
す
。
病
気
が
こ
の
世
に
存
在
し
な

い

時
代
や
、
或

い
は
病
気
を

こ
の
世
か
ら
ボ
イ

コ
ッ
ト
す

る
よ
う
な
医
学
的
方
法
が
発
明
さ
れ
た
り
す
る
よ
う
な

こ
と
が
絶
対
に
永
久

に
来
な

い
よ
う
に
、
戦
争
と

い
う

も

の
は
単
な
る
約
束
や
方
法
で
は
排
斥
さ
る
る
も

の
で

は
な

い
。
そ
れ
よ
り
も
、
日
本
精
神

の
中
心
で
あ
る
大

自
然
公
理
を
遵
守
す
る
こ
と
こ
そ
、

水ヽ
遠

の
平
和
を
個

人
に
も
国
家
に
も
精
神

に
も
肉
体
に
も
、
社
会

に
も
国

際
的
に
も
、
も
た
ら
す
唯

一
無
二
の
大
道
な

の
で
あ
り

ま
す
。

×

諸
君

の
研
究
問
題
で
あ
る

「欧
州
合
衆
国
制
」
は
、

諸
君

の
種
族
的
、
史
的
、
地
理
的
、
―
―
す

な
わ
ち
、

食
養
的
大
自
然
公
理
に
よ
る
成
立
素
質

の
必
然
に
よ

っ

て
必
ず
近
き
将
来
に
お

い
て
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
そ
れ
は
経
済
的
欧
州
合
衆
国

で
あ

っ
て
、
そ
れ

は
や
が
て
破
綻
を
ま
ぬ
が
れ
な

い
で
あ
ろ
う
―
―
諸
君

が
、
こ
の
大
自
然
公
理

の
体
得
に
成
功

し
な
い
か
ぎ
り

一■一
。日

本
は
、
過
去
六
十
年
間
に
、
門
戸
を
開

い
て
、
あ

り
と
あ
る
諸
君
の
文
明
を
出
来
る
か
ぎ
り
頂
戴
し
ま
し

た
。
そ
し
て
諸
君
は
何

一
つ
日
本
か
ら
提
供
さ
れ
た
覚

え
が
な

い
。
今

こ
そ
、
日
本
が
そ
の
御
返
礼

に
差
し
出

す

こ
の
日
本
精
神

の
原
理
、
大
自
然
公
理
を
受
け
取

っ

て
下
さ

い
。
こ
れ
は
、
日
本
が
提
供
し
得
る
西
洋
文
明

の
借
用
に
対
す
る
最
大
最
高

の
贈
り
物

で
す
。

×

日
本
医
道
は
、
病
気
と
闘

っ
て
勝

つ
方
法
を
教
え
る

も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
わ
ず

し
て
勝

つ
方
法
、
勝

ち
易
き
に
勝

つ
方
法
を
教
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
、
病
気
を
治
す

こ
と
は
最
小

の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

戦
わ
ず

し
て
勝

つ
方
法
は
、
大
自
然
公
理
を
生
き
て
行

く
人
間
と
し
て
最
大
最
高

の
幸
福
を
得
る
道
で
あ
り
ま

す
。こ

の
大
自
然
の
道
は
、
万
人
に
実
行

の
最
も
平
凡
き

わ
ま
る
、
容
易
き
わ
ま
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

明
治
天
皇
は
歌

っ
て
お

い
で
に
な
り
ま
す
―
―

ふ
む

こ
と
の
な
ど
か
た
か
ら
む
早
く
よ
り
神

の
ひ
ら
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き
し
敷
島

の
道

敷
島

の
道
、
神
な
が
ら
の
道
、
大
自
然
の
公
理
―
―

に

つ
い
て
私
は
諸
君

の
御
理
解
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

×

終
り
に
私
は
、
私
が
故
国
を
去

っ
て
フ
ラ
ン
ス
に
来

た
理
由
を
申
し
上
げ
た

い
。
日
本
は
今
、
欧
化
万
能
時

代

で
あ
り
ま
す
。
諸
君

の
好
ま
る
る
、

ラ
フ
カ
ヂ
オ

・

ハ
ー
ン
や
、
ク

ロ
ー
ド

・
フ
ア
レ
ル
、
さ
て
は
ピ

エ
ル

・
ロ
チ
の
見
た
日
本
は
、
も
う
今
日
、
存
在
し
ま
せ
ん
。

歌
麿

や
広
重

の
国
だ
と
思

っ
て
い
ら
れ
る
の
は
夢

で
す
。

私
ど
も

の
古
医
道
復
古
、
食
制
復
古
運
動
は
、
大
激
流

を
逆
航
す
る
小
舟
よ
り
も
み
じ
め
な
破
目
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
私
は
去
年

一
通
り
全
日
本
を
巡
礼
し
て
か
ら
、

今
は

い
ず
れ
も
、
も
う
隠
者

の
生
活
を
楽
し
ま
れ

て
い

る
私
の
二
人

の
古
医
道

の
思
師
に
お
暇
を
願

い
、
同
志

同
行
を
世
界
に
求
め
て
当
地
に
参
り
ま
し
た
。
二
人

の

恩
師
は
、
も
う
全
日
本
が
、
全
世
界
が
有
す
る
最
後

の

日
本
古
医
道
の
聖
者

で
あ
り
ま
す
。

当

フ
ラ
ン
ス
に
滞
在

の
目
的
は
、
世
界
語
た
る

フ
ラ

ン
ス
語
を
も

つ
て
「
日
本
医
道

の
精
神
」
を
し
た
た
め
、

世
界
に
同
志
同
行
を
求
め
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

補
助
事
業
と
し
て

『蜘
熟
銑
」
と

い
う
本
を
解
説
し
、

か
た
わ
ら
、
西
洋
医
学
が
治
療
不
能
と
す
る
疾
病

の
最

も
代
表
的
な
る
も

の

（多
分
、
眼
球
屈
折
異
状
と
代
謝

病
、
糖
尿
病

の
ご
と
き
も

の
）
を
選
び
、
治
療
を
実
地

に
公
開
し
証
明
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
キ

ャ
ン

ピ

ン
グ
に
お
け
る
、
意
外
な
る
諸
君

の
ご
声
援
を
深
く

感
謝
し
、
な
お

い

っ
そ
う
つ
ご
声
援
を
日
本
精
神
古
医

道
原
理
御
研
究

の
形
式
に
お

い
て
切
望

い
た
し
ま
す
。

最
後

に
、
私
は
私
の
守
り
刀
を
諸
君
に
記
念
と
し
て

進
呈
し
た

い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
明
治
天
皇
様

の

御
作

で
、
私

の
命
よ
り
も
貴
重
な
守
り
刀

で
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
―
―

お

の
が
身

の
ま
も
り
刀
は
天
に
ま
す

み
お
や
の
神

の

み
た
ま
な
り
け
り

よ
く
日
本
人
は
そ
の
宝
物
た
る
日
本
刀
を
外
国

の
貴

顕
に
進
呈
す
る
の
で
、
好
戦
国
民
よ
と
誤
解
さ
れ

て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
守
り
刀
は
、
私
ど
も

の
精
神

の
奥
底

に
ひ
そ
む
病
魔
、
悪
魔
を
退
治
る
も

の
で
、
神
―
―
大

自
然
の
公
理
―
―

御
霊

で
あ
り
ま
す

か
ら
、
御
歓
迎
を

う
け
る
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

え
み
し
ら
も
仰
ぎ
て
ぞ
見
よ
東
な
る
わ
が
日
の
本

の

国

の
光
を
　
　
　
　
　
　
　
―
―
村
垣
淡
路
守
範
正

（
八
月
二
十
六
日
午
前

二
時
了
）

氏

食
養
道
の
開
祖
、
石
塚
左
玄
先
生
の
係
に
あ
た
る
石
塚
玄

氏
が
九
月
二
十
六
日
、
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
同
氏
は
石
塚

右
玄
氏
の
長
男
と
し
て
大
正
元
年
に
生
ま
れ
、
医
師
の
教
育

を
受
け
ま
し
た
が
、
昭
和
十
七
年
、
食
養
会
の
理
事
と
し
て

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
戦
後
は
世
田
谷
。経
堂
で
医
院
を
開
業
、

世
田
谷
区
議
、
区
議
会
議
長
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
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こ
の
季
節
に
は
、
野
菜
も
豊
富

に
出
ま
わ
り
、
私
た

ち
の
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。
旬

の
も
の
を
食
べ
る
の
が

健
康

の
た
め
に
は
何
よ
り
で
す
。
昔
か
ら
秋
は
、
天
高

く
馬
肥
ゆ
る
、
と
申
し
て

い
ま
す
が
、
人
間
に
と

っ
て

も
、
実
り
の
秋
は
う
れ
し

い
季
節
で
す
。

葉
物
、
根

の
も
の
な
ど
、
み
ご
と
に
出
そ
ろ

い
、
大

根
も
出
ま
わ

っ
て
、
お

い
し

い
季
節
で
す
。
栗
、
松
茸
、

蓮
根
な
ど
、
美
し
く
も
あ
り
、
何
か
作
り
た

い
と

い
う

心
が
お
ど
り
ま
し
ょ
う
。
日
本
の
国
に
は
、
食
の
喜
び

が

一
年
中
、
つ
ぎ

つ
ぎ

に
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
あ
、

こ
の
食

の
幸
を
の
が
さ
ぬ
よ
う
、
食
養
料
理
を
作

っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

懲
憲
濯
同出
』

蓮
根
は
セ
キ
の
出
る
人

に
よ
い
も
の
で
す
が
、
特

に

節

の
前
後
１０
セ
ン
チ
く
ら
い
の
所
が
効
力
が
あ
り
ま
す
。

大
切

に
用
い
て
く
だ
さ
い
。

●
材
料
／
蓮
根

（１０
セ
ン
チ
）
、
自
ゴ

マ

（大
き
じ
１
）

梅
酢

（小
さ
じ
１
）
、
ゴ

マ
油

（小
２
）
、
替
油

（大

２
）

①
蓮
根
は
、
な
る
べ
く
土

っ
き
の
も
の
を
求

め
る
よ
う

に
し
、
漂
白
し
て
ぁ
る
も
の
を
避
け
ま
す
。
た
て
二
つ

に
切
り
、
小

日
か
ら
薄
く
切
り
、
梅
酢
小
１
に
、
水
ま

た
は
出
し
汁
大
１
を
ま
ぜ
、
切

っ
た
蓮
根
に
か
け

て
、

ま
ぜ

て
１０
分
ほ
ど
置

い
て
お
き
ま
す
。

②
鍋
に
油
を
温
め
、
①
を
入
れ
て
、
よ
く
炒
め
、
出
し

汁
ま
た
は
水
を
カ

ツ
。フ

ー
入
れ
、
煮
立

っ
た
ら
ト
ロ
火
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に
し
、
ゆ

つ
く

り
と
煮
込

み
、
醤
油
大

２
入
れ

て
煮

っ

す

、

③
ゴ

マ
は
洗

っ
て
炒
り
、
切
リ
ゴ

マ
と
し
、
②

に
ま
ぶ

し
ま
す
。

ｏ
こ
れ
は
、
セ
キ
の
出
た
時
、
胸
の
悪

い
人
に
は
大
切

な
も
の
で
す
。　
一
食

に
大
さ
じ
１
く
ら
い
ず

つ
頂
き
ま

す
。

松
茸

あ

み
焼

き

松
茸
は
大
変
高
価
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
到

来
物

で
も
あ

っ
た
時

に
は
お
作
り
く
だ
さ
い
。

●
材
料
／
松
茸

（２
本
）
、
醤
油

（大
１
）
、
ユ
ズ
酢

（小
／
）
、
ュ
ズ

の
皮

（少

々
）

①

松
茸
は
石
づ
き
を
き
れ
い
に
切
り
取
り
、
塩
水

で
洗

い
、
根
元
の
方

に
包

丁
目
を
二
つ
ほ
ど
入
れ
、
手

で
サ

ツ
と
さ
き
、
熱
し
た
金
あ
み
に
の
せ
て
両
面
を
軽
く
あ

ぶ
り
、
指

で
細
く
さ
い
て
、

②
醤
油
、
ュ
ズ
酢
、
ユ
ズ

の
皮
少

々
を
ま
ぜ
合
わ
せ
、

①

に
ま
ぶ
し
ま
す
。

香
り
を
大
事
に
す
る
も
の
な
の
で
、
焼
き
す
ぎ
な
い

こ
と

で
す
。
吸

い
物

の
時
は
、
サ

ッ
と
煮
立

て
る
だ
け

で
よ
い
で
し

よ
つヽ
。栗

●
材
料
／
玄
米

（カ

ツ
プ

２
）
、
栗

（実
だ
け
、
カ

ツ

言
"い…・・・・・…進
:    :

:   :
:,`.、 ,`“ .`・

"`.・
・

"・
・・

,・

・・・・・`i

ヨ“
岬'…"・・・・・

雌
:    :

言
""“
Ⅲ
""“ ",““"““・f

．フ
ー
）
、
醤
油

（小
１
）
、
自
然
塩

（少

々
）
、
出
し

汁

（カ

ツ
．フ
３
）

①
栗
は
サ

ツ
と
り

で
て
皮
を
む
き
、
渋
皮
も
よ
く
取

っ

て
鍋
に
入
れ
、
水
少

々
で
煮
込
み
、
自
然
塩
ひ
と

っ
ま

み
と
醤
油
小
１
を
加
え

て
、

（ン
ぶ
さ
ぬ
よ
う
に
煮

っ
け

ま
す
。

②
玄
米
ご
飯
を
ふ

つ
く
ら
と
炊
き
、
①
を
静
か
に
ま
ぜ

ま
す
。

桜沢如―カセットテープ
●半1断力の話

●座間講演

9")× 1本

60分 × 2本

2600円  〒 170

3000円  〒 240

2600ドl 〒 170

2600円  〒 240

2600Fl  司= 240

2600円  〒 240

4000円  〒 240

4700円  〒 240

3000円  〒 240

日本CI協 会

●G・ 0母 を語る  90分 × 1本

大森英桜カセッ トテープ
●生命と食物の歴史 60分 ×2本
●食物の陰陽    60分 × 2本
●字宙の秩序解説  60分 × 2本
●妊娠と出産    90分 ×2本
●r供の病気と食養 90分 ×2本
011(病の治 し方   60分 ×2本

桜沢里真 新著

定 価 /1部 7.500円 (送料/3"111)計  7.850円
■日本Ciの振替用紙でお申し込みくださると便利ですぃ

日 本 CI協 会 〒1引 渋谷区大山町 1-5なけ 46)76創 振替凍 京0」 蜘 25

２００
品
以
上
の
食
養
料
理

豪
華
カ
ラ
ー
愛
鶴
齢
レ
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―
―
カ
ン
ポ
ジ
ヤ
戦
線
と
ク
メ
ー
ル

・

ル
ー
ジ

ュ
ー
ー

″殺
り
く
の
噴
野
″
観
察
者

ア
メ
リ
カ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

（イ

ス
ラ
エ
ル
系
）
の
視
座
か
ら
の
レ
ポ

ー

ト

″生
還
へ
の
執
念
″

カ
ン
ボ
ジ
ヤ
人
デ
ィ
ス

・
プ
ラ
ン
の

戦
争
の
残
虐
か
ら
脱
出
す
る
日
々
の

四
カ
年
。
世
界
に
控
訴

１０
月
５
日
都
下
の
朝
刊
に

「
ソ
連
大
使
館

家
族
ら
退
去
。
レ
バ
ノ
ン
、
解
放
機
構
が
爆

破
予
告
」
の
見
出
し
で

「在
レ
バ
ノ
ン
、
ソ

連
大
使
館
は
四
日
朝
館
員
と
そ
の
家
族
百
三

十
五
人
を
レ
バ
ノ
ン
か
ら
退
去
さ
せ
、
シ
リ

ア
の
ダ

マ
ス
カ
ス
に
向

っ
た
。
こ
れ
は
ソ
連

大
使
館
員
を
人
質
に
と
る

″イ
ス
ラ
ム
解
放

機
構
″
が
四
日
午
後
四
時
を
期
限
と
し
て
ソ

連
大
使
館
員
に
レ
バ
ノ
ン
か
ら
の
退
去
を
要

求
。
さ
も
な
け
れ
ば

「大
使
館
を
爆
破
す
る

と
言
明
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
万

一
に
備
え

て
の
措
置
。
」

な
お
前
日
４
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ

ー
ス
で

″イ
ス
ラ
ム
解
放
機
構
″
が
ソ
連
大

使
館
員
四
人
を
誘
拐
、　
一
人
を
殺
害
し
た
、

と
い
う
放
送
が
あ

っ
た
。

こ
の
朝
刊
の
記
事
を
読
ん
で

「
キ
リ
ン
グ

・
フ
ィ
ー
ル
ド
」
を
紹
介
す
る
こ
と
に
決
め

た
。
と
い
う
の
は
こ
の
映
画
の
中
に
も
、
カ

ン
ボ
ジ
ヤ
の
ソ
連
大
使
館
員
が
ク
メ
ー
ル

・

ル
ー
ジ

ュ
軍
隊
の
首
都
進
駐
に
よ

っ
て
プ
ノ

ン
ペ
ン
の
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
に
避
難
す
る
シ

ー
ン
が
あ
る
。
ソ
連
大
使
館
の
ト
ラ
ッ
ク
か

ら
ク

・
ル
の
民
兵
が
ブ
レ
ジ
ネ
フ
書
記
長
肖

像
写
真
の
額
縁
を
路
上
に
放
り
な
げ
る

一
コ

マ
が
映

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
な
に
げ
な
く
撮

影
さ
れ
て
い
る
が
実
は
、
重
大
な
国
際
政
治

力
学
の
ニ
ュ
ー
ス
を
こ
の
英
国
人
の
作

っ
た

映
画
が
世
界
に
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
意
味
を
ふ
く
め
て
シ
ネ
マ
特
報
を
か
く
。

解
説
―
―

映
画
は
１０
年
前
の

一
九
七
五
年
四
月
か
ら

一
九
七
九
年
の
秋
ま
で
の
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
戦
線

に
お
け
る
米
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
主
人

公
に
、
そ
の
助
手
の
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
人
と
の
友

情
を
現
代
の
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
と
は
何
か
を
―
ピ

ュ
ー
リ
ッ
ツ
ァ
賞
―
を
自
問
自
答
す
る
。

腐
敗
し
き

っ
た
ロ
ン

・
ノ
ル
政
権
に
絶
望

し
て
い
た
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
人
の
多
く
は
、
革
命

勢
力
、
赤

い
ク
メ
ー
ル
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
進
攻

を
待
ち
望
ん
で
い
た
。

７５
年
４
月
、
そ
れ
が

実
現
し
て
み
る
と
、
故
国
は
新
た
な
る
殺
り

く
の
巻
と
化
し
た
。

こ
の
混
乱
の
中
に
、

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク

・
タ

イ
ム
ス
の
特
派
員
シ
ド
ニ
ー

・
シ
ャ
ン
バ
ー

グ
が
戦
争
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
派
遣
さ

れ
た
。
彼
の
通
訳
ガ
イ
ド
と
し
て
仕
事
を
助

け
て
く
れ
る
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
人
、
デ
ィ
ス

・
プ

ラ
ン
に
出
会

い
、
命
を
救
わ
れ
て
帰
国
、
ピ

ュ
ー
リ
ッ
ツ
ァ
賞
の
栄
誉
を
得
る
。
四
年
後
、

タ
イ
国
境
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
デ
ィ
ス

・
プ

ラ
ン
の
無
事
な
笑
顔
と
再
会
す
る
ま
で
の
年

月
、
怒
り
と
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
日
々

で
あ

っ
た
。
彼
の
怒
り
と
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
の
原
因
は

７３
年
９
月
７
日
、　
一
機
の
米
空
軍
Ｂ

‐
２５

爆
撃
機
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
エ
ク

・
ロ
ン
を
誤

っ
て
爆
撃
し
た
事
件
が
あ
る
。

４００
人
の
死
傷

者
を
出
し
た
米
軍
当
局
は
、
始
め
こ
れ
を
誤

爆
と
は
認
め
ず
、
後
に
し
ぶ
し
ぶ
肯
定
し
て

か
ら
も
死
傷
者
を
１５０
人
と
言

い
通
し
た
。
こ

の
地
区
に
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
西
側
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
は
、
米
軍
当
局
の
お
ざ
な

り
の
弁
明
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
を
強

い
ら

れ
た
。
廃
墟
の
惨
状
は
シ
ャ
ン
バ
ー
グ
の
眼

を
徹
底
的
な

″殺
り
く
の
噴
野
″
の
観
察
者

に
し
た
か
ら
だ
。

ピ

ュ
ー
リ
ッ
ツ
ァ
賞
の
授
与
式
と
パ
ー
テ

ィ
の
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
招
待
さ
れ
て
出

席
し
た
紳
士
淑
女
ら
は
西
洋
文
明
の
代
表
者

で
す
が
、
そ
の
顔
々
の
表
情
を
望
診
法
で
よ

う
く
観
察

・
観
相
し
て
下
さ
い
。

映
画
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
デ
ビ
ッ
ド

・

パ
ッ
ト
ナ
ム
で

一
九
四

一
年
に
ロ
ン
ド
ン
に

生
れ
た
。

つ
ま
り
英
国
人
で
す
。
キ
リ
ン
グ

・
フ
ィ
ー
ル
ド
は
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、

カ
ン
ボ
ジ
ヤ
、
ソ
連
が
か
か
わ
り
あ

っ
た
国

際
政
治
の
磁
場
で
す
か
ら
、
国
際
的
に
公
正

な
立
場
か
ら
演
出
す
る
役
日
を
背
負

っ
て
選

定
さ
れ
た
も
の
と
想
像
す
る
。

メ
ロ
ド
ラ
マ
性
を
き
び
し
く
排
除
し
た
、

生
々
し
い
現
代
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
史
と
い
う
ホ
ラ

ー

・
ス
ト
ー
リ
ー
を
、
も
う
ひ
と
り
の
主
役

ラ
イ
ス

・
プ
ラ
ン
の
辛
酸
の
日
々
を
透
し
て

眼
前
に
さ
せ
る
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
の
惨
状
は
、
気

の
弱

い
男
性
な
ら
失
神
、
生
理
的
シ
ョ
ッ
ク

を
起
す
。
こ
れ
で
も
真
実
は
も

っ
と
ひ
ど
い

の
で
抑
え
て
描

い
た
と
い
う
。

ピ

ュ
ー
リ
ッ
ツ
ァ
賞
、
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
、
国

家
、
軍
部
、
思
想
戦
を
イ
ス
ラ
エ
ル
系
眼
光

で
透
視
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
覧
乞
う
。

（次
回
は

『
パ
リ
・
テ
キ
サ
ス
』
で
す
）

６０

．

１０

．

２２

シネマ・特報

ガリマール・川嶋
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〓

し y●
一
●

生

■

′

k

駐
」′

ロ

死

Pヽ
も

ト

ー

一
カ―

/

ン 一プ

佐
"

が

々 ハ
P_P

′

⌒

井
■

■

■ /J

譲

は

じ

め

に

毎
日
出
版
さ
れ
る
多
く
の
情
報
の
中
に
、
最
近
目
立
つ
の

が
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
急
速
な
技
術
開
発
で
あ
り
ま
す
。

一
般
に
は
、
健
康
と
食
物
の
知
識
は
、
カ
ロ
リ
ー
説
が
今

も
信
じ
ら
れ
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
酵
素
等
が
そ
の
穴

を
埋
め
て
き
ま
し
た
。

最
先
端
の
技
術
と
、
半
世
紀
前
の
説
の
関
連
が
ス
ッ
キ
リ

せ
ぬ
ま
ま
、
古
い
説
と
新
し
い
様
々
な
学
説
の
中
か
ら
、
各

自
が
良
じ
と
す
る
も
の
を
、
取
捨
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
、
伝
統
的
な
、
ス
ジ
の
通

っ
た
ハ
ッ
キ
リ
し
た

根
拠
が
な
い
の
で
、
見
え
る
世
界
と
見
え
な
い
世
界
と
の
、

一
体
全
体
感
も
う
す
れ
て
、
現
象
に
出
た
結
果
の
部
分
に
つ

い
て
の
対
症
療
法
が
、
病
気
や
健
康
対
策
に
つ
い
て
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
達
は
、
昔
か
ら
未
病
を
治
す
と

か
、
未
然
に
防
ぐ
と
か
い
う
こ
と
を
聞
か
さ
れ
、
現
象
化
す

る
以
前
に
、
対
処
す
る
の
が
良

い
こ
と
を
教
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
な
ら
ば
、
健
康
法
と
し
て
、
そ
の
様
な
方
法
が
確

立
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

相
似
象
学
の
勉
強
会
で
、
カ
ム
の
方
向
性
、
ア
マ
の
バ
ラ

ン
ス
性
、
そ
れ
と
、
量
と
い
う
こ
と
で
、
説
明
さ
れ
て
い
る

の
を
、
健
康
面
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

塩
気
と
ア
ク
気
はオ

ツ
ヰ
タ
チ

昔
か
ら

一
般
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
、
バ
ラ
ン
ス
性
の
根
拠

に
な

っ
て
い
る
の
は
、
塩
気
と
ア
ク
気
の
調
和
が
、
大
切
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。

創
世
記
か
ら
、
発
生
的
に
み
る
と
、
無
機
質
か
ら
有
機
質

が
構
造
さ
れ
て
い
る
の
で
、
無
機
質
の
方
が
、
生
命
的
に
モ
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卜
と
言
え
ま
す
。
そ
の
無
機
は
、
素
粒
子
の
集
合
し
た
も
の

で
あ
り
、
更
に
、
素
粒
子
を
構
成
す
る
要
素
を
、
相
似
象
学

で
は
、
イ
カ
ツ
ミ

（電
気
素
量
）、
マ
ク
ミ

（磁
気
素
量
）
カ

ラ
ミ

（チ
カ
ラ
の
素
量
）
、
ト
キ
、
ト
コ
ロ
の
五
ツ
の
モ
ノ

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
カ
ツ
ミ
、
マ
ク
ミ
、
カ
ラ
ミ
に

し
て
も
、
電
気
に
、
陰
電
気
、
陽
電
気
、磁
気
に
Ｎ

。
Ｓ
極
、

チ
カ
ラ
に
左
右
、
正
反
の
方
向
性
が
あ
る
様
に
、
正
反
性
が
、

ど
こ
に
も
み
ら
れ
ま
す
。

そ
の
正
反
性
は
、
本
来

「
ツ
ヰ
」
で
あ
る

（対
）
ペ
ア
ー

で
あ
る
の
で
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
仲
で
あ
る
と
い
う
の
が
、

す
べ
て
に
共
通
な
コ
ト
な
の
で
す
。

根
源
が
ツ
ヰ

（対
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
コ
ト

を
毎
月
の
始
ま
り
と
し
て
、
確
認
し
、
単
な
る
一
鵬
と
言
は

ず
、敬
語
ま
で
付
し
て
、

「オ．
ン
キ
タ‐
チ
」
と
伝
え
て
来
た
、

イ
ミ
に
、
深
い
深
い
教
え
が
あ

っ
た
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

こ
の
コ
ト
の
意
味
が
ハ
ッ
キ
リ
す
れ
ば
、
そ
の
モ
ト
か
ら

発
生
し
、
変
遷
し
て
来
る
モ
ノ
が
、
ス
ベ
テ
、
正
反
性
が
あ

る
の
が
当
然
で
あ
り
、
そ
の
正
反
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
は
か
り
、

方
向
性
を
正
し
、
そ
の
人
な
り
の
必
要
量
を
見
出
す

コ
ト
が
、

最
も
正
し
い
と
い
う
こ
と
が
分
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ

れ
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず

一
般
的
な
、
健
康
法
の
根
拠
と
も

な
り
う
る
わ
け
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
そ
の
正
反
性
と
し
て
、
人
体
に
か
か
わ
る
バ
ラ

ン
ス
性
の
要
素
で
、　
一
番
速
く
全
身
に
作
用
す
る
ハ
タ
ラ
キ

が
、
神
経
を
媒
体
と
し
て
、
細
胞
に
、
チ
ヂ
ム
チ
カ
ラ
と
ヒ

ロ
ガ
ル
チ
カ
ラ
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
塩
気
と
ア

ク
気
に
見
つ
け
た
の
が
、
料
理
の
調
和
の
原
理
で
も
あ

っ
た

の
で
す
。

カ
リ
ウ
ム
イ
オ

ン
と

ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ

ン

分
子
生
物
学
が
研
究
さ
れ
て
、
細
胞
の
内
部
に
カ
リ
ウ
ム

イ
オ
ン
が
、
細
胞
外
液
中
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
が
多
い
コ

ト
が
見
出
さ
れ
て
、
そ
の
内
外
の
カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
と
、
ナ

ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
が
次
々
入
れ
替
る
コ
ト
ま
で
が
、
分

っ
て

来
て
い
ま
す
。
こ
の
カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
と
い
っ
て
い
る
モ
ノ

が
、
昔
か
ら

「
ア
ク
気
」
と
い
っ
て
い
た
モ
ノ
の
代
表
で
あ

り
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
が
塩
気
に
当
る
モ
ノ
だ

っ
た
の
で

す
。そ

し
て
、
こ
の
カ
リ
ウ
ム
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
、
化
学
で
イ

オ
ン
化
傾
向
の
列
の
ト

ッ
プ
に
あ
り
、
体
内
で
イ
オ
ン
化
し

て
働
き
、
電
気
的
な
ハ
タ
ラ
キ
を

一
番
活
性
に
す
る
も
の
な

の
で
す
。
神
経
は
、
電
気
に
よ
く
反
応
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
特
に
注
意
を
要
す
る
の
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
カ

リ
ウ
ム
は
、
同
じ
ア
ル
カ
リ
金
属
で
あ
り
な
が
ら
、
神
経
か

ら
細
胞
に
働
き
か
け
る
チ
カ
ラ
が
、
全
く
、
正
反
対
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
酸
と
ア
ル
カ
リ
の
対
向
と
は
違
う
、
神
経
に

対
す
る
イ
オ
ン
の
ハ
タ
ラ
キ
の
関
係
で
す
。
こ
の
正
反
対
の

チ
カ
ラ
の
ハ
タ
ラ
キ
が
、
食
物
の
潜
在
的
な
チ
カ
ラ
を
利
用

し
、
活
用
す
る
根
拠
と
な
る
も
の
で
す
。

幼
稚
園
で
、　
一
番
始
め
に
習
う
遊
び
が

「
ム
ス
ン
で
ヒ
ラ

イ
て
、
手
を
打

っ
て
、
ム
ス
ン
で
、
ま
た
、
ヒ
ラ
イ
て
、
手

を
打

っ
て
、
そ
の
手
を
上
に
」
。
と
い
う
の
で
す
。
正
常
な

ハ
タ
ラ
キ
は
、
こ
の
パ
ラ
ン
ス
を
全
身
に
及
ぼ
し
て
、
心
臓

が
、
チ
ヂ
ン
で
フ
ク
ラ
ン
で
全
身
に
血
液
を
送
り
、
肺
が
ム

ス
ン
で
ヒ
ラ
イ
て
、
酸
素
を
入
れ
替
え
、
全
身
の
細
胞
が
活

動
し
、
代
謝
を
正
常
に
行
う
こ
と
で
、
健
康
が
保
た
れ
る
わ

け
で
す
。

そ
れ
で
、
こ
の
様
な
正
常
な
パ
ラ
ン
ス
を
、
何
に
よ

っ
て

保
つ
の
か
、
何
を
ど
れ
だ
け
、
ど
ん
な
様
に
食
べ
る
か
、
外

部
環
境
に
対
し
て
、
内
部
環
境

（体
内
）
の
状
態
を
い
か
に

す
れ
ば
良
い
か
？

こ
れ
が
、
肉
体
を
正
常
に
保
つ
食
養
の
道
で
あ
り
、
そ
の

正
し
い
バ
ラ
ン
ス
で
、
百
四
十
億
の
脳
神
経
細
胞
も
、
最
も

活
性
化
す
る
可
能
性
を
、
各
自
見
出
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

いｎノ
。数

え
切
れ
ぬ
ほ
ど
の
酵
素
や
ビ
タ
ミ
ン
各
種
を
、
毎
日
各

自
計
算
し
て
、
料
理
し
食
事
す
る
の
は
大
変
な
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
れ
を
、
塩
気
と
ア
ク
気
の
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
抽
象
し

た
、
日
本
の
伝
統
的
な
知
性
は
、
今
、
気
が
付
く
と
、
電
気

的
な
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
通
し
て
、
全
身
の
細
胞
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
進
ん
だ
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
た
の
で
し

た
。

-25-



あ
る
種
の

「薬
」
が
、
体
内
で
、
ホ
ル
モ
ン
や
酵
素
と
し

て
、
あ
る
器
官
に
結
果
的
に
は
、
促
進
作
用
か
、
抑
制
作
用

を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
細
胞
が
集
団
と

な

っ
て
、
臓
器
や
器
官
を
形
成
し
、
そ
こ
に
作
用
す
る
薬
が
、

促
進
的
か
、
抑
制
的
か
、
つ
ま
リ

ハ
タ
ラ
キ
の
問
題
と
し
て

み
る
な
ら
ば
、
体
積
を
持

っ
た
細
胞
集
団
は
、
チ
ヂ
ム
方
向

が
強
ま
る
か
ヒ
ロ
ガ
ル
方
向
が
強
ま
る
か
の
バ
ラ
ン
ス
で
、

方
向
付
け
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
カ
リ
ウ
ム
が
、
そ
の
正
反
の
代

表
で
あ
り
、
他
の
元
素
は
、
ス
ペ
ク
ト
ル
線
と
し
て
、
赤
か

ら
紫
ま
で
の
波
長
で
、
橙
色
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
系
列
の
方
に
出

る
、
Ｈ

・
Ｈｅ
・
」ｉ

・
Ｃ

．
Ｎｅ
．
Ｍｇ
．
Ａｓ
．
Ｈｇ
が
ぁ
り
、
カ
リ

〕

・ ム
Ｚｒ 系

。 の
Ｍｏ 紫

卸
痢
凝
嚇
ｔ
ａ
い

正 ．
脚

的 ．
和

生 ．
椰

―こ ．
川
卜
¨

作 ．

用
も
、
大
別
し
て
、
そ
の
系
の
チ
カ
ラ
と
し
て
み
ら
れ
る
し
、

新
し
い
、
生
理
学
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
様
々
な
研
究
さ
れ
る

分
野
と
な
る
で
し
ょ
う
。

風
邪
の
治
し
方

シ
ャ
ッ
ク
リ
の
停
め
方

風
邪
は
万
病
の
モ
ト
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
真
の
原
因
が
不

明
で
す
が
、

こ
れ
を
考
え
ま
す
と
、
そ
の
人
な
り
の
生
れ
つ

き
の
体
質
の
、
正
反
の
バ
ラ
ン
ス
の
許
容
量
が
ク
ズ
レ
て
失

調
し
た
第

一
歩
で
あ
り
、
そ
れ
が
悪
く
進
め
ば
、
だ
ん
だ
ん

と
病
が
重
く
な
る
の
で
、
万
病
の
元
と
言
え
る
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
、
風
邪
を
、
正
反
、
陰
陽
に
分
け
て
考
え
れ
ば
、

ま
ず
、
陰
陽
い
ず
れ
か
の
過
剰
、
ま
た
、
陰
陽
い
ず
れ
か
の

不
足
、
ま
た
、
両
方
の
過
剰
と
、
両
方
の
不
足
の
四
相
が
あ

り
、
こ
れ
等
は
、
食
事
の
パ
ラ
ン
ス
を
は
か
れ
ば
、
二
、
三

日
で
快
方
に
向
か
う
も
の
で
す
。
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
だ
け
の

風
邪
な
れ
ば
、
こ
れ
で
よ
い
の
で
す
が
、
こ
れ
に
、
ビ
ー
ル

ス
が
参
加
す
る
と
、
時
間
が
長
く
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
時
、
そ
の
年
の
ビ
ー
ル
ス
の
種
類
の
特
性
が
、
ナ
ト

リ
ウ
ム
系
に
働
く
場
合
と
、
カ
リ
ウ
ム
系
に
働
き
か
け
る
か

に
よ

っ
て
、
流
行
性
が
、
体
質
に
よ

つ
て
、
全
く
違

っ
て
来

ま
す
。
そ
れ
で
、
肉
や
魚
を
好
む
人
が
、
か
か
り
易
い
感
冒

（ナ
ト
リ
ウ
ム
系
）
と
、
菜
食
で

（カ
リ
ウ
ム
過
剰
、
ナ
ト

リ
ウ
ム
不
足
）
を
好
む
食
事
の
人
が
か
か
り
易
い
感
冒
が
、

そ
の
年
の
特
徴
と
し
て
出
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
理
解
は
、　
一
般
の
常
識
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

実
用
的
に
は
、
す
ぐ
お
役
に
立
つ
も
の
で
す
。
た
と
え
ば
、

風
邪
に
し
て
も
、
塩
分
不
足
で
水
分
多
く
、
野
菜
、
果
物
が

多
く
摂
ら
れ
た
場
合
の
バ
ラ
ン
ス
に
片
寄
る
と
、
鼻
の
敏
感

な
粘
膜
は
、
カ
リ
ウ
ム
の
拡
散
性

（ヒ
ロ
ガ
リ
）
の
チ
カ
ラ

を
受
け
て
、
肥
大
し
て
、
パ
ン
ク
寸
前
ま
で
フ
ク
レ
て
く
る

と
、
バ
ラ
ン
ス
性
が
自
然
治
癒
力
の
チ
カ
ラ
と
し
て
、
チ
ヂ

ム
方
が

（
フ
ク
ラ
ム
チ
カ
ラ
に
バ
ラ
ン
ス
す
る
チ
カ
ラ
）
発

現
し
て
、
そ
れ
が
持
続
的
に
働
き
、
方
向
性
が
出
て
、
鼻
腔

の
細
胞
集
団
が
、
チ
ヂ
ム
運
動
を
連
鎖
反
応
的
に
起
せ
ば
、

ク
シ
ャ
ミ
が
出
る
の
で
す
。
そ
れ
で
、
ク
シ
ャ
ミ
は
、
塩
気

の
バ
ラ
ン
ス
が
、
不
足
し
た
コ
ト
を
報
知
す
る
重
要
な
警
報

で
す
。
そ
こ
で
、
塩
を
二
、
三
グ
ラ
ム
補
給
す
る
か
、
反
対

に
、
カ
リ
ウ
ム

（ア
ク
）
を
含
む
食
物
を
止
め
れ
ば
、
自
然

に
バ
ラ
ン
ス
す
る
力
が
働
い
て
、
時
の
経
過
で
治
る
も
の
で

す
。ま

た
、
横
隔
膜
の
異
常
な
運
動
で
起
る
と
い
う
、
シ
ャ
ッ

ク
リ
に
し
て
も
、
正
反
、
両
方
が
あ
り
、
塩
気
不
足
の
た
め

の
シ
ャ
ッ
ク
リ
は
、
塩
を
少
し
ず
つ
な
め
る
こ
と
で
バ
ラ
ン

ス
が
良
く
な
れ
ば
止
ま
る
し
、
反
対
の
肉
食
や
塩
分
過
剰
の

場
合
は
、
体
験
的
に
、
我
国
で
は
、
水
を
呼
吸
を
止
め
て
、

少
し
ず

つ
飲
む
と
い
う
の
が
、
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
、

シ
ャ
ッ
ク
リ
の
治
療
法
で
す
が
、
皆
、
塩
気
、
ア
ク
気
の
バ

ラ
ン
ス
性
の
理
解
の
応
用
な
の
で
、
昔
の
様
な
、
塩
分
を
多

く
し
た
場
合
は
、
水
だ
け
で
も
良
い
で
し
よ
う
が
、
肉
や
魚

が
多
い
現
代
で
は
、
カ
リ
ウ
ム
の
多
い
ジ

ュ
ー
ス
を
利
用
す

る
こ
と
も
バ
ラ
ン
ス
的
に
、
有
効
な
方
法
と
な
る
で
し
ょ
う
。

「塩
断
ち
Ｌ
茶
断
ち
」
のニ

ズ

ム

バ

ラ

ン

ス

メ
カ

鼻
風
邪
の
こ
と
を
申
上
げ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
、
そ
の

人
の
体
で
、　
一
番
弱
い
場
所
に
症
状
が
出
易
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
母
胎
に
育

つ
二
人
○
日
の
胎
児
時
代
の
、

両
親
の
健
康
状
態
、
生
活
環
境
や
、
特
に
外
部
環
境
の
コ
ン

デ
ン
ス
さ
れ
た
食
物
の
片
寄
り
や
、
人
間
の
特
徴
と
し
て
の

精
神
の
不
安
定
が
あ
り
ま
す
。
今
は
、
食
物
の
正
反
対
応
と

し
て
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
を
中
心
に
話
を
展
開
し
ま

す
。昔

か
ら
、　
一
つ
の
風
習
と
し
て
、

「願
」
を
か
け
る
時
、

一
番
の
好
物
、
つ
ま
り
、
過
食
し
て
い
る
モ
ノ
を

「断
つ
」

と
い
う
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
代
表
的
な
モ
ノ
が
「願
」

を
か
け
る
と
き

「断
つ
モ
ノ
」
と
し
て
、
カ
リ
ウ
ム
系
で
は

「茶
断
ち
い
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
系
で
は

「塩
断
ち
」
を
し
て
、

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
は
か

つ
た
こ
と
が
今
、
理
解
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
等
の
バ
ラ
ン
ス
の
結
果
は
、

「お
通
じ
」

の
便

（タ
ヨ
リ
）
と
し
て
、
そ
の
色
分
け
や
、
香
り
や
、
硬

軟
に
よ

っ
て
認
識
さ
れ
ま
す
。
良
い
お
便

（タ
ヨ
リ
）
は
、

体
内
の
綜
合
的
な
結
果
と
し
て
、
そ
の
人
の
機
能
の
バ
ロ
メ

ー
タ
ー
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
再
び
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
、
ス

ペ
ク
ト
ル
で
、
橙
色
で
あ
り
、
カ
リ
ウ
ム
は
紫
色
な
の
で
、

お
通
じ
の
色
で
、
塩
分
多
く
な
れ
ば

（肉
食
を
含
め
て
）
橙
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色
か
ら
、
茶
色
、
濃
茶
色
と
片
寄
り
、
カ
リ
ウ
ム
系
が
多
く

な
れ
ば
、
黄
色
か
ら
緑
色
の
お
通
じ
と
し
て
の
便

（タ
ョ
リ
）

が
見
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
拡
散
性
の
カ
リ
ウ
ム
を
含
む
食
物
を
多
食
す
れ
ば
、

逆
の
圧
縮
力
に
よ

っ
て
発
生
す
る
熱
現
象
の
反
対
の
、
寒
冷

作
用
が
体
に
現
わ
れ
る
結
果
、
持
続
す
れ
ば
体
は
、
冷
え
症

に
な
る
の
で
す
。
計
算
さ
れ
た
、
カ
ロ
リ
ー
の
多
い
食
物
を

食
べ
な
が
ら
、
冷
え
症
に
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
食
物
の
カ

ロ
リ
ー
計
算
で
は
な
く
、
よ
り
根
源
的
な
神
経
を
媒
体
と
し

て
、
細
胞
組
織
に
働
く
、
拡
散
性
と
収
縮
性
の
チ
カ
ラ
の
パ

ラ
ン
ス
の
片
寄
り
に
あ

っ
た
の
で
す
。

体
操
、
ヨ
ガ
、
導
引
等
、
様
々
な
、
バ
ラ
ン
ス
を
は
か
る

方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
外
部
か
ら
、
内
部
を
刺
激
し
て
も
、

内
部
の
パ
ラ
ン
ス
性
の
方
向
が
正
さ
れ
な
い
と
、
能
率
が
結

果
と
し
て
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
、
内
部
の
神
経
の
ハ

タ
ラ
キ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
法
と
し
て
の
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
、

カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
の
正
反
の
ハ
タ
ラ
キ
を
意
識
的
に
加
え
れ

ば
、
よ
り
効
果
的
な
事
が
御
理
解
頂
け
た
事
で
し
ょ
う
。

は
じ
め
に
言

っ
た
、
ム
ス
ン
で
ヒ
ラ
イ
て
の
チ
カ
ラ
を

コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
正
反
の
バ
ラ
ン
ス
の
要
素
が
、
ナ
ト
リ
ウ

ム
、
カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
と
し
て
、
そ
れ
が
生
理
的
に
働
き
、

た
と
え
ば
ナ
ト
リ
ウ
ム
質
の
多
食
は
、
髪
の
毛
か
ら
、
足
の

爪
の
先
端
に
到
る
全
身
に
及
ぶ
ハ
タ
ラ
キ
で
、
内
に
巻
込
む
、

逆

マ
ツ
ゲ
と
、
足
の
親
指
の
爪
が
真
直
ぐ
の
び
ず
、
内
に
喰

い
込
ん
で
い
る
共
通
性
を
見
、
ま
た
、
脳
神
経
細
胞
の
フ
ク

ラ
ミ
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
、
気
管
支
拡
張
が
、
波
を

打

っ
て
収
縮
す
る
ゼ
ン
ソ
ク
の
発
作
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

カ
リ
ウ
ム
質
の
多
食
か
ら
、
拡
張
し
た
胃
が
、
反
転
し
て
収

縮
す
る
時
の
発
作
が
胃
ケ
イ
レ
ン
で
あ
り
、
脳
神
経
の
場
合

の
テ
ン
カ
ン
発
作
と
相
似
現
象
で
す
。
そ
こ
で
、
対
策
と
し

て
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
系
の
摂
取
に
よ

っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
は
か
れ

ば
、
易
々
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
ま
す
。
医
学
的
に
困
難
と

思
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
容
易
に
理
解
出
来
る
事
実
を
、
四

十
年
間
、
数
多
く
見
て
来
ま
し
た
。

◇
　
◇
　
◇

塩
気
と
ア
ク
気
の
バ
ラ
ン
ス
に
抽
象
さ
れ
た
、
古
く
て
し

か
も
最
も
新
ら
し
い
食
物
の
内
に
あ
る
、
少
い
ミ
ネ
ラ
ル
が
、

神
経
の
ハ
タ
ラ
キ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ス
ル
、
そ
の
代
表
で
あ

る
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
カ
リ
ウ
ム
に
よ

っ
て
展
開
さ
れ
る
生
理
的

な
関
連
を
、
今
後
も
学
習
の

一
助
と
し
て
、
続
け
て
行
き
た

く
思
い
ま
す
。

（さ
さ
い
　
ゆ
ず
る
）

び

い
ゆ
う
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

９
月
２８
日
の
集
ま
り
で
、
新
旧
世
話
人
の
交
替
が
決
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔新
世
話
人
〕

佐
藤
孝
恵

（横
浜
市
、
第
八
期
正
食
医
学
講
座
修
了
生
）

上
方
知
都
子

（
日
野
市
、第
十
期
正
食
医
学
講
座
修
了
生
）

な
お
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
会
費
制
を
自
由
参
加
制

ヘ

改
め
、
医
学
講
座
受
講
生
は
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
検
討
中
で
す
。
ま
た
、
勉
強
会
の
ほ
か
野

外
に
出
て
、
自
然
の
中
で
お
互

い
の
親
睦
を
深
め
、
楽
し
い

ぴ
い
ゆ
う
会
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
面
の
連
絡
先
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
ぴ
い
ゆ
う
会
係
に
し
、

関
西
地
区
は
ア
イ
ラ
ン
ド

・
ジ
ャ
ッ
プ

（大
阪
市
南
区
西
清

水
町
３４
　
８
０
６

・
２
４
５

・
１
４
１
４
）
と
し
ま
す
。

※
‐２
月
１５
日

（
日
）
第
１１
期
正
食
医
学
講
座
修
了
生
を
歓
迎

し
て
、
南
部
菜
瞑
場

（
八
王
子
市
）
で
午
後
４
時
か
ら
忘
年

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

本誌新年号に年賀広告を/ 巻末色ベージ参照

9/1新発売、限定300本

大森英桜先生講演テープ

近視、遠視、舌し視、色盲、rl内障
などの F当 と食療法がわかる。
60分 ×2 ¥3,000(〒 240)

日本 CI協会

12月 22日 の初心者のための玄米試食会

で、ふつうの玄米ご飯とその日にもみ

すりをした “今ずり玄米"ご飯 との食

べ くらべをします。

●初心者のための玄米試食会プラス手

当法実習 (会費/1500円 )

012月 22日 lB)11時 ～ 3時、要予約

●今ずり玄米についてのお問合せは協会編集部まで。
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「
三
年

番
茶

」
物
語

士 マクロビオティック

食
養
＝
正
食
の
お
茶
と
い
え
ば
、
ま
ず
、

「三
年
番
茶
」
で
す
。
食
養
の
家
庭
で
の
毎

日
の
保
健
飲
料
と
し
て
最
適
で
す
が
、
特
に

食
物
療
法
を
す
る
時
の

「梅
生
番
茶
」

「醤

油
番
茶
」

「塩
番
茶
」
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

桜
沢
先
生
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク
を
ひ
ろ
め
た
時
、
こ
の

「二
年
番

茶
」
も
紹
介
し
た
の
で
、
た
と
え
ば

フ
ラ
ン

ス
で
は

「
テ

・
ド

・
ト
ロ
ワ

・
ザ
ン
」

（三

年
の
茶
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
長
年
、
正
食
を
し
て
い
る
人
で

も
、
な
ぜ

「二
年
」
番
茶
な
の
か
、
い
や
、

そ
も
そ
も

「番
茶
」
と
、
ふ
つ
う
の
お
茶
と

ど
う
違
う
の
か
知

っ
て
い
る
人
は
少
な
い
よ

う
で
す
。

『食
の
科
学
」
と
い
う
雑
誌
に
、
番
茶
の
解

説
が
出
て
い
ま
し
た
。

「番
茶
と
は
、
晩
茶
、
つ
ま
り
、
お
そ
く
採

る
茶
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
昔
は
十
分
、
茶

葉
が
成
熟
す
る
ま
で
畑
に
お
き
、
鎌
で
刈
り

取

っ
た
り
、
葉
を
し
ご
い
て
採
り
、
鍋
で
炒

っ
た
り
、
熱
湯
で
ゆ
で
た
り
し
て
、
む
し
ろ

に
ひ
ろ
げ
、
手
で
も
め
る
ま
で
に
乾
い
て
か

ら
も
み
、
陰
干
し
、
日
干
し
で
乾
燥
し
た
。

飲
用
時
に
は
、
ほ
う
じ
た
り
、
あ
ぶ

っ
た
り

し
て
強
く
乾
燥
し
、
不
快
な
臭
気
な
ど
を
除

い
て
い
れ
る
。
が
ぶ
飲
み
で
き
る
気
楽
な
茶

で
あ
り
、
茶
の
あ
る
各
地
に
今
日
で
も
普
通

商
品
に
な
ら
な
い
茶
と
し
て
残

っ
て
い
る
」

（
『食
の
科
学
』
２８
号
、

２５
ぺ
‐
ジ
よ
り
ｏ

食品を作る人  々①

▲野生化したお茶の木と川上寛継さん。
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▲創始者 。熊谷綱次郎氏。

▲熊谷さんの未亡人、ケイさんと川上寛継さん。

丸
ノ
内
出
版
刊
）

さ
て
、　
ョ
一年
番
茶
」
と
は
、
暑
い
夏
を

過
ご
し
、
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
充
分
吸
収

し
た
固
い
葉
を
、
冬
に
な

っ
て
太
め
の
茎
ご

と
刈
り
取

っ
て
、
そ
れ
を

マ
キ
火
で
、
た
ん

ね
ん
に
炒

っ
て
仕
上
げ
た
も
の
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
に
は
三
年
た

っ
た
葉
や
茎
も
混

じ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
最
低
６
カ
月
か
ら

一
年
間
ね
か
し
、
再
度
火
入
れ
を
し
て
製
品

と
し
た
も
の
で
す
。
　
ｆ
一年
番
茶
」
の
命
名

は
桜
沢
先
生
で
す
。

「三
年
番
茶
」
の
こ
と

さ
て
、
三
年
番
茶
は
、
佐
賀
県
鹿
島
市
の

熊
谷
綱
次
郎
さ
ん
が
創
始
し
た
も
の
で
、
熊

谷
さ
ん
は
戦
後
、　
一
家
で
満
州
か
ら
引
き
揚

げ
て
き
ま
し
た
が
、
体
を
悪
く
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
桜
沢
先
生
と
縁

が
出
来
、
玄
米
正
食
で
健
康
に
な
ら
れ
ま
し

とに
。そ

こ
で
、
佐
賀
と
い
う
土
地
柄
か
ら
、
正

食
向
き
の
お
茶
づ
く
り
を
志
し
ま
し
た
。
昭

和
３３
年
ご
ろ
、
古
葉
だ
け
を
釜
で
炒

っ
て
桜

沢
先
生
に
試
飲
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、

茎
も
入
れ
た
方
が
い
い
、
と
い
う
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
り
、
さ
ら
に
四
、
五
年
、
い
ろ
い
ろ

試
作
を
か
さ
ね
、
さ
ら
に
当
時
、
岐
阜
大
の

教
授
で
あ

っ
た
千
島
喜
久
男
先
生
に
成
分
の

分
析
を
依
頼
し
、
こ
れ
で
よ
い
と
い
う
の
で

や

っ
と
軌
道
に
乗

っ
た
の
で
す
。

当
時
は
、
小
さ
い
釜
で
マ
キ
を
た
き
、
並

み
た
い
て
い
の
苦
労
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
ば
ら
く
し
て
動
力
の
釜
が
入
り
、
量

的
に
も
か
な
り
製
造
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
日
本
中
の
食
養
家
に
愛
飲
さ
れ
、
さ

ら
に
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
Ｋ
Ｋ
か
ら
、
欧
米

に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

熊
谷
さ
ん
は
、
桜
沢
先
生
の
遺
業
の
第

一

回
世
界
精
神
文
化
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
大
会

（
一

九
六
六
年
、
日
本
）
、
第
二
回
大
会

（
一
九

六
八
年
、
フ
ラ
ン
ス
）
に
参
加
し
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
７
カ
国
を
ま
わ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

佐
賀
で
の
正
食

・
Ｐ
Ｕ
運
動
の
世
話
役
と
し

て
、
日
本
Ｃ
Ｉ
、
世
界
正
食
協
会
佐
賀
県
支

部
長
、
九
州
健
康
学
園
理
事
と
し
て
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
５‐
年
８
月
、
佐
賀
県
は

「若
楠
国
体
」
を
前
に
し
て
激
し
い
台
風
の

た
め
、
洪
水
の
被
害
が
各
地
に
出
、
熊
谷
さ

ん
の
茶
園
も
家
も
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
あ

っ
た
、
お
茶
の
半
製
品
も
、
す

べ
て
家
ご
と
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な

ん
と
か
再
建
を
と
努
力
さ
れ
ま
し
た
が
、
志

な
か
ば
に
し
て
昭
和
５２
年
、
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
奥
さ
ん
と
親
戚
の
方
の
力
で
少

し
ず

つ
続
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
当
時
、

オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
の
社
員
だ

っ
た
川
上
寛

継
さ
ん
が
冬
場
だ
け
手
伝

い
に
行

っ
て
い
ま
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し
た
が
、跡
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
佐
賀

一
帯
は
昔
と
違

っ
て
、

み
か
ん
農
家
が
増
え
、
や
た
ら
に
農
薬
を
ま

く
の
で
、
い
い
お
茶
の
生
産
が
む
ず
か
し
く

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
川
上
さ
ん
は
無
農

薬
の
お
茶
の
栽
培
に
適
し
た
所
を
探
し
、
結

局
、
今
の
鹿
児
島
県
大
口
市
で
製
茶
を
始
め

た
の
で
す
。
は
じ
め
の
数
年
は
試
行
錯
誤
の

連
続
で
し
た
が
、
５
年
目
あ
た
り
か
ら
、
ほ

ぼ
軌
道
に
の
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
以
上
、
熊
谷
綱
次
郎
氏
未
亡
人

・
ケ
イ
さ

ん
、
川
上
寛
継
さ
ん
の
話
か
ら
）

川
上
さ
ん
に
聞
く

間
／
お
茶
づ
く
り
に
取
り
組
む
姿
勢
に
つ
い

て
。

答
／
現
在
、
４
反
歩

（約
４
千
平
方
メ
ー
ト

ル
）
に
今
年
１０
月
末
、
種
を
ま
く
予
定
で
す
。

種
か
ら
育
て
る
と
、
さ
し
木
や
苗
木
か
ら
作

る
の
よ
り
も
遅
い
の
で
す
が
、
直
根
が
地
面

の
中

へ
ま

っ
す
ぐ
向
か

っ
て
伸
び
、
丈
夫
な

木
が
で
き
ま
す
。
苗
木
で
作

っ
た
場
合
、
ど

う
し
て
も
木
が
弱
く
、
味
も
単

一
に
な
る
よ

う
で
す
′。

堆
肥
は
自
然
堆
肥
を
用
い
、
な
る
べ
く
、

し
き
草
と
い
う
か
た
ち
で
土
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

製
法
も
、
な
る
べ
く
原
始
的
な
方
法

（燃

料
は
根
の
本
な
ど
）
を
元
に
し
て
、
い
ろ
い

ろ
工
夫
し
て
い
ま
す
。
何
事
も
、
人
間
の
カ

で
や
っ
て
い
く
と
い
う
よ
り
も
、
自
然
環
境

に
少
し
手
を
加
え
る
と
い
う
感
じ
で
す
。
立

地
条
件
が
よ
く
な
い
と
、
い
く
ら
あ
せ

つ
て

も
、
い
い
も
の
は
出
来
ま
せ
ん
。

間
／
な
ぜ
、
鹿
児
島
を
選
ん
だ
の
で
す
か
？

答
／
九
州
各
地
を
、
ど
こ
か
い
い
場
所
は
な

い
か
と
、
あ
ち
こ
ち
探
し
ま
し
た
。
こ
の
大

口
市
は
盆
地
で
、
気
候
、
上
質
と
も
に
お
茶

成
育
に
適
し
て
い
ま
す
し
、
農
薬
や
肥
料
を

ほ
ど
こ
さ
な
い
、
自
然
に
近
い
お
茶
の
本
が

多
い
の
で
す
。

（大
口
市
周
辺
の
市
部
、
郡

部
に
も
、
そ
の
よ
う
な
お
茶
が
あ
り
ま
す
）

ま
た
、
お
茶
以
外
の
農
業
を
す
る
に
も
、

広
い
土
地
が
あ

っ
て
、
自
然
に
恵
ま
れ
て
い

る
の
で
、
こ
こ
を
選
び
ま
し
た
。

問
／
今
の
状
況
は
い
か
が
で
す
か
？

答
／
お
か
げ
様
で
、
多
く
の
方
々
に
飲
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
最
近
、

し
ば
し
ば
品
切
れ
で
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
い
ま
す
。
原
料
は
あ

っ
て
も
、
そ

れ
を
採
取
し
て
半
製
品
に
す
る
ま
で
に
、
相

当
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
燃
料
の
マ
キ
も
、

最
近
は
カ
タ
木
が
チ
ッ
プ
に
ま
わ
さ
れ
る
た

め
、
手
に
入
り
に
く
く
な

っ
て
い
ま
す
。

人
手
の
問
題
も
あ
り
ま
す
し
、
あ
ま
り
経

済
性
を
考
え
ず
に
や

っ
て
き
た
も
の
で
す
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
さ
ら

に
良

い
品
質
の
物
を
作

っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
品
切
れ
な
ど
、
ご
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

り
ず
に
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

お
茶
の
方
が
忙
し
い
も
の
で
す
か
ら
、
自

然
農
法
の
方
に
あ
ま
り
時
間
が
取
れ
な
く
て
、

ソ
バ
も
１
反
く
ら
い
ま
い
た
の
で
す
が
、
堆

肥
が
な
か

っ
た
せ
い
か
、
収
量
は
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

大
根
は
荒
地
を
開
い
て
植
え
た
の
で
す
が
、

虫
に
や
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
は
ど

ん
な
に
忙
し
く
て
も
、
毎
日

一
回
は
早
刈
り

▲枝と葉を別々に釜に入れて、マキで炒る。
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を
し
て
、
い
い
堆
肥
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま

す
。お

米
は
作
付
け
が
６
畝
で
す
が
、
奇
跡
的

に
出
来
が
よ
か

っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

こ
れ
も
、
地
元
の
人
に
手
伝

っ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
大
き
い
ん
で
す
ね
。
品
種
は

「栄

光

一
号
」
と
い
っ
て
、
十
年
以
上
、
自
然
農

法
を
し
て
お
ら
れ
る
方
か
ら
種
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
丈
夫
な
の
で
、
台
風
の
影
響
も
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

間
／
奥
さ
ん
も
ひ
と
言
ど
う
ぞ
。

答
／
私
は
主
人
と
ち
が

っ
て
、
大
阪
の
都
会

育
ち
で
す
か
ら
、
初
め
は
慣
れ
な
く
て
、
何

か
と
つ
ら
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
お
茶

の
仕
事
の
か
た
わ
ら
、
野
菜
づ
く
り
を
し
た

り
、
野
山
の
幸
を
と
り
に
行

っ
て
、
そ
う
い

う
自
然
の
恵
み
を
料
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
、　
一
番
の
楽
し
み
で
す
。
そ
れ
に
、
地

元
の
方
か
ら
生
き
た
知
恵
を
教
わ
る
こ
と
が

ず
い
ぶ
ん
勉
強
に
な
り
ま
す
。

①
原
料
の
茶
を
採
取
す
る
。

④
　
除
草
剤
、
農
薬
、
化
学
肥
料
が
使
用

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

○
　
周
囲
に
タ
バ
コ
畑
や
水
田
が
あ
っ
て
、

農
薬
散
布
の
影
響
が
茶
畑
に
及
ば
な
い

か
ど
う
か
を
気
を

つ
け
る
こ
と
。

Ｏ
　
お
茶
の
本
か
ら
芽
が
出
て
３
年
た

っ

た
葉
と
枝
ご
と
お
茶
に
す
る
。

②

採
取
時
期
は
、
主
に
９
月
～
３
月
頃

で
、
特
に
厳
寒
期
の
１２
月
～
２
月
の
も

の
が
最
も
良

い
。

選
枝

・
カ
ッ
ト

刈
り
取

っ
た
も
の
を
、
お
茶
に
な
る

部
分
だ
け
選
び
、
せ
ん
定
バ
サ
ミ
で
カ

ッ
ト
す
る
。

選
別枝

と
葉
に
分
け
た
後
、
不
純
物
を
除

炒
り

③④

間
／
今
後
の
展
望
は
？

答
／

一
人
で
や
る
仕
事
に
は
限
度
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
鹿
児
島
に
も
、
あ
ち
こ
ち
に
本
物

の
生
命
の
糧
を
求
め
て
、
が
ん
ば

っ
て
ら

っ

し
ゃ
る
方
が
大
勢

い
ま
す
の
で
、
つ
な
が
り

を
密
に
し
て
行
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

都
会
の
若
い
人
た
ち
も
、
も

っ
と
こ
う
い

う
所
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

（構
成
／
Ｃ

・
０
）

枝
と
葉
を
別
々
に
、

マ
キ
を
燃
や
し

て
大
釜
で
炒
り
あ
げ
る
。
重
油
を
使
わ

な
い
理
由
は
、
バ
ー
ナ
ー
の
音
や
油
く

さ
い
臭

い
が
き
ら
い
な
こ
と
も
あ
る
が
、

マ
キ
の
方
が
火
の
通
り
が
い
い
し
、
味

も
香
り
も
違
う
よ
う
で
あ
る
。

枝
と
葉
は
、
そ
れ
ぞ
れ
炒
り
あ
が
り

の
時
間
が
違
う
の
で
、
分
け
て
炒
る
。

貯
蔵④

で
半
製
品
に
し
た
も
の
を
紙
袋
に

入
れ
、
冷
暗
所
に
６
カ
月
か
ら
１
年
く

ら
い
置
き
、
味
を
安
定
さ
せ
る
。

仕
上
げ

⑤
で
安
定
さ
せ
た
も
の
を
、
枝
と
葉

と
、
そ
れ
ぞ
れ
手
作
業
で
切

っ
て
、
だ

い
た

い
形
を
均

一
に
す
る
。
そ
れ
を
再

び
炒
り
あ
げ
、
元
の
よ
う
に
葉
と
枝
の

部
分
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。
袋
づ
め
。

飲
み
方
　
土
び
ん
で
２０
分
煎
じ
る
。

▲ お茶は重油で炒るよりも、やはリマキだ。本物の味を求めて川上さんはマキを割りつ

づける。

⑤⑥⑦
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西 日本 各 地 を

７
月
末
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
西
日
本
各
地
の

健
康
学
園
や
セ
ン
タ
ー
、
有
機
農
業
講
座
な
ど
を

訪
ね
た
。
目
的
は
、
活
動
の
交
流
と
Ｃ
Ｉ
の
図
書

普
及
、
各
地
の
状
況
調
査
な
ど
。

ま
ず
、
７
月
２４
日
か
ら
３０
日
ま
で
、
正
食
協
会

の
夏
の
健
康
学
園
が
、
日
本
海
に
面
し
た
丹
後
半

島
の
常
徳
寺
で
開
か
れ
、
こ
れ
は
参
加
者
、
ス
タ

ッ
フ
共
で
二
百
名
と
い
う
盛
況
だ
っ
た
。　
一
日
、

子
ど
も
の
方
で
話
を
さ
せ
て
頂
く
。
山
口
卓
三
先

生
の
講
演
、
松
岡
四
郎
先
生
の
健
康
指
導
が
柱
に

な

っ
て
い
る
。
沖
縄
か
ら
８
名
、
東
京
方
面
か
ら

も
十
数
名
の
参
加
が
あ
り
、
な
ご
や
か
な
会
だ

っ

たに
。つ

づ
い
て
、
日
本
Ｃ
Ｉ
の
佐
渡
、
奥
会
津
の
行

事
が
あ
り
、
８
月
１０
日
～
１２
日
、
大
山
で
開
か
れ
た

愛
知
陰
陽
会
の
健
康
学
園
に
参
加
し
た
。
■
日
、

夜
お
そ
く
着
く
。
会
場
の
寂
光
院
は
山
深
い
所
に

あ
り
、
非
常
に
恵
ま
れ
た
環
境
。
一一
階
は
食
堂
で
、

一
度
に
六
〇
人
が
食
事
で
き
、
三
階
、
三
階
は
百

二
十
畳
の
大
広
間
。
講
義
は
人
森
英
桜
先
生
、
食

事
の
方
の
指
導
は

一
慧
先
生
の
担
当
。
夜
の
座
談

会
に
出
席
し
た
。

８
月
２‐
日
か
ら
２４
日
、
伊
勢
志
摩
の
健
康
学
園

が
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
福
島
在
住
の
橋
本
宙
八
先

生
が
、
志
摩
の
桧
扇
荘
の
若
主
人
、
渡
辺
了
貫
さ

ん
と
協
力
し
て
開
い
た
も
の
。
昨
年
に
つ
づ
い
て

二
回
目
。
若
い
講
師
の
橋
本
先
生
は
、
私
が
行

っ

た
時
に
は
、
参
加
者
の
出
し
た
問
題
を
参
加
者
と

共
に
真
剣
に
解
こ
う
と
し
て
い
て
、
人
数
は
少
な

か
っ
た
が
、
数
〔気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
桧
扇
荘
の

渡
辺
さ
ん
は
正
食
を
熱
心
に
研
究
し
て
お
ら
れ
る

方
で
、
民
宿
の
場
所
も
建
物
も
す
ば
ら
し
い
。

次
に
熊
本
の
阿
蘇
健
康
学
園
。
熊
本
陰
陽
会
の

主
催
で
、
参
加
者
は
百
八
十
名
ほ
ど
。
こ
こ
も
大

森
英
桜

。
一
慧
先
生
を
迎
え
て
開
か
れ
た
。
今
回

の
特
色
は
、
参
加
者
全
員
の
望
診
を
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
で
、
大
変
喜
ば
れ
た
。
陰
陽
会
の

「天

粧
」
福
山
敬
救
さ
ん
が
、
来
年
は
Ｃ
Ｉ
の
主
催
、

「天
粧
」
後
援
と
い
う
形
な
ら
開
け
る
が
、
今
年

の
よ
う
な
会
は
今
後
は
無
理
、
と
語
っ
て
お
ら
れ

たに
。８

月
２５
日
、
阿
蘇
の
健
康
学
園
は
盛
会
の
う
ち

に
終
了
。
福
岡
で
の
小
川
み
ち
先
生
の
料
理
講
習

と
来
年
２
月
か
ら
の
博
多

・
正
食
医
学
講
座
の
準

備
を
し
、
福
岡

・
九
電
体
育
館
で
８
月
３．
日
か
ら

９
月
１
日
ま
で
開
か
れ
た

「
ヘ
ル
ス
ピ
ア
８５
、
九

州
自
然
食
協
同
組
合
１０
周
年
記
念
行
事
」
に
参
加

し
た
。
折
り
か
ら
台
風
１３
号
が
来
襲
、
車
が
何
度

も
浮
き
そ
う
に
な
る
。
午
前
中
は
さ
す
が
に
入
場

者
も
少
な
か
っ
た
が
、
午
後
か
ら
は
客
足
も
出
て

き
て
、
２
日
間
で
２
万
人
近
い
入
場
者
で
あ

っ
た
。

百
七
十
社
ほ
ど
が
ブ
ー
ス

（小
間
）
を
出
し
、
日

本
Ｃ
Ｉ
も
正
食
協
会
と
共
に
、
桜
沢
先
生
の
著
書

を
展
示
・即
売
し
た
。
予
想
以
上
に
反
響
が
あ
り
、

多
く
の
方
が
声
を
か
け
て
く
れ
た
。

有
機
農
業
講
座

い
っ
た
ん
東
京

へ
も
ど
り
、
９
月
２２
日
～
２４
日
、

鹿
児
島
県
菱
刈
町
で
開
か
れ
た
有
機
農
業
講
座
に

日
本
Ｃ
Ｉ
と
し
て
参
加
す
る
。
参
加
者
は
主
に
九

州
、
四
国
か
ら
六
〇
名
ほ
ど
あ
り
、
講
師
は
東
京

水
産
大
学
長
の
大
野
慶
之
先
生
、
福
岡
県
の
有
機

農
業
研
究
会
会
長
の
、医
師

・
安
藤
孫
衛
先
生
で
、

各
生
産
者
の
体
験
発
表
が
あ
り
、
現
地
の
視
察
、

生
産
者
と
消
費
者
の
提
携
の
経
験
発
表
な
ど
が
、

築
地
文
太
郎
事
務
局
長
の
名
司
会
で
進
行
し
た
。

討
議
の
内
容
も
、
た
だ
無
農
薬
の
も
の
を
作
る
と

い
う
技
術
論

一
辺
倒
で
な
く
、
玄
米
正
食
の
考
え

方
が
人
分
入

っ
て
き
て
い
て
、
う
れ
し
か
っ
た
。

そ
の
後
、
日
本
Ｃ
Ｉ
友
の
店
や
い
ろ
い
ろ
の
活

動
を
し
て
い
る
所
を
訪
ね
る
。

振
り
出
し
は
熊
本
県
甲
佐
町
の
岡
部
豆
腐
店
。

純
正
豆
腐
、
豆
腐
の
味
噌
漬
を
し
っ
か
り
味
わ
わ

レ
司
会
の
築
地
事
務
局
長
。

ー

＞
純
正
豆
店
の
岡
部
食
品
。

尋基饉J
職 糠 会

‐
島 盤
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せ
て
頂
く
。　
一
家
で
玄
米

一
口
百
八
十
回
か
ん
で

正
食
を
実
行
し
、
豆
腐
づ
く
り
に
生
き
が
い
を
見

出
し
て
お
ら
れ
る
。
同
町
の
商
工
会
会
長
、
村
上

さ
ん
も
自
家
の
有
機
栽
培
の
も
の
を
食
べ
、
玄
米

食
と
の
こ
と
で
紹
介
し
て
頂
き
、
お
目
に
か
か
る
。

熊
本
市
に
入
り
、
天
粧
さ
ん
を
訪
ね
る
。
下
通

店
と
子
飼
店
の
二
つ
が
あ
る
。
熊
本
陰
陽
会
の
事

務
局
を
つ
と
め
、東
京
の
Ｃ
Ｉ
と
の
交
流
も
深
く
、

熊
本
有
機
の
会
な
ど
多
く
の
方
々
に
正
食
を
認
識

し
て
も
りヽ
っ
よ
う
運
動
さ
れ
て
き
た
力
は
大
き
い
。

朝
方
ま
で
話
し
込
ん
で
し
ま

っ
た
の
に
、
ご
夫
婦

で
朝
の
５
時
す
ぎ
か
ら
畑
に
出
て
行
か
れ
た
の
に

は
頭
が
下
が

っ
た
。

熊
本
市
健
軍
の
自
然
食
品
店

「れ
い
め
い
塾
」

を
岡
部
豆
腐
さ
ん
の
紹
介
で
訪
ね
る
。
教
育
問
題

に
関
心
が
深
く
、
菊
池
市
に
自
然
学
園
を
開
い
た

と
の
こ
と
。
雑
誌
の

『
８０
年
代
』
に
正
木
高
志
さ

＞

「天
粧
」
の
福
山
さ
ん
。

＞
れ
い
め
い
塾
の
正
木
さ
ん
夫
妻
。

の
記
事
が
出
て
い
る
。
今
後
の
活
動
が
楽
し
み
な

方
だ
。

次
に
熊
本
県
有
機
農
業
研
究
協
議
会
の
会
長
、

小
玉
達
雄
氏
を
事
務
所
に
訪
ね
、
お
話
を
伺
う
。

正
食
、
Ｐ
Ｕ
に
も
理
解
が
深
く
、
人
の
世
話
を
よ

く
さ
れ
る
の
で
超
多
忙
。
人
望
が
厚
い
。

安
藤
孫
衛
先
生
に
福
岡
県
須
恵
町
の
こ
と
を
伺

っ
て
い
た
が
、
今
回
、
熊
本
の
有
機
農
業
講
座
に

町
役
場
の
健
康
課
長
の
合
屋
さ
ん
、
町
の
有
機
農

研
会
長
の
古
泉
さ
ん
が
み
え
て
い
た
の
で
訪
間
を

約
束
し
て
お
い
た
。

２６
日
登
に
訪
ね
て
お
話
を
伺

う
。
田
原
町
長
が
５４
年
に
就
任
し
た
時
か
ら
、
健

康
づ
く
り
、
土
つ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る

が
、
ま
だ
も
う

一
歩
、
農
家
、
消
費
者
の
反
応
が

よ
わ
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

９
月
２８
、

２９
日
、
筑
後
川
温
泉

・
古
川
町
公
民

館
で
小
川
み
ち
先
生
の
料
理
講
習
が
あ
り
、

４４
名

の
参
加
が
あ

っ
た
。
こ
れ
は
人
野
城
市
の

「あ
ま

の
が
は
」
さ
ん
と
Ｃ
Ｉ
の
共
催
。
良
い
環
境
で
、

講
習
も
よ
く
、
温
泉
が
喜
ば
れ
、

「
心
の
学
校
」

の
か
わ
ば
た
さ
ん
の
ヨ
ガ
指
導
が
あ
り
、
パ
ー
テ

ィ
で
は
小
川
先
生
も
歌

い
、
ギ
タ
ー
演
奏
、
詩
舞

な
ど
楽
し
い
交
流
が
あ

っ
た
。

筑
紫
自
然
食
セ
ン
タ
ー
、
八
幡
自
然
食
品
セ
ン

タ
ー
、
自
然
回
帰
健
康
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
る
。
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
を
こ
ら
し
、
熱
心
に
活
動
さ
れ
て
い

たに
。人

分
へ
行
き
、
別
府
の

「
心
の
学
校
」
を
訪
ね

る
。
全
身
か
ら
笑
み
を
発
散
さ
せ
る
か
わ
ば
た
・

あ
つ
さ
ん
と
り
ん
だ
さ
ん
が
、
ヨ
ガ
を
中
心
と
し

た
学
校
を
開
い
て
い
る
。
や
さ
し
い
指
導
と
適
切

な
人
生
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
今
ま
で
の
ヨ
ガ
道
場
と

は
違

っ
た
イ
メ
ー
ジ
だ
。
正
食
は
当
然
、
基
本
に

取
り
入
れ
て
い
る
。

四
国
へ
渡
り
、
愛
媛
県
八
幡
浜
市
の
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク

・
セ
ン
タ
ー

「
コ
ス
モ
ス
」
、
渡
辺

ナ
ミ
枝
さ
ん
を
訪
ね
る
。
こ
の
９
月
、
新
装
オ
ー

プ
ン
で
、

「渡
辺
薬
局
」
の
イ
メ
ー
ジ
は

一
変
し

た
。
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
の
純
正
食
品
が
並
び
、

人
妻
が
お
客
に
て
い
ね
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

い
る
。　
一
階
は
薬
局
、
漢
方
セ
ン
タ
ー
、
純
正
食

品
部
、
自
然
化
粧
品
部
、
３
階
が
ハ
ピ
ネ
ス

・
ク

ッ
キ
ン
グ
サ
ロ
ン
に
な

っ
て
い
る
。
人
口
４
万
の

八
幡
浜
市
で
こ
の
勇
気
あ
る
展
開
に
大
い
に
期
待

す
る
。

香
川
県
高
松
の
香
川
大
学
助
教
授
の
酒
井
直
之

先
生
を
訪
ね
る
。
新
体
道
、
気
流
法
、
野
同
体
操

な
ど
を
学
び
、
大
学
で
は
合
気
道
、
ヨ
ガ
の
指
導

を
し
て
お
ら
れ
る
。
た
ま
た
ま
訪
ね
た
日
は
鍼
灸

学
校
で
授
業
が
あ
り
、
そ
の
時
に
学
生
た
ち
に
話

を
し
て
く
れ
な
い
か
、
と
の
こ
と
で
、
有
難
く
受

け
、
食
養
、
Ｐ
Ｕ
、
東
洋
医
学
の
話
を
さ
せ
て
頂

い
た
。
さ
す
が
に
、
玄
米
と
か
塩
の
話
に
反
応
が

あ
り
、
Ｇ
Ｏ
の
本
も
売
り
切
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
求

め
て
く
れ
た
の
は
う
れ
し
か
っ
た
。

●
小
川
み
ち
先
生
の
料
理
講
習
と
講
義

Ｈ
月
２３
、

２４
日
、
筑
後
川
温
泉

・
人
石
公
民
館

で
。
会
費
／

一
日
五
千
円
、
二
日
間
で

一
万
円
。

（宿
泊
の
場
合
は
千
五
百
円
増
）
主
催
／
あ
ま
の

が
は

（福
岡
県
人
野
城
市
栄
町
２
１
４
１
１６
　
ａ

０
９
２

・
５
８
１

・
４
９
１
６
）
後
援
／
日
本
ｃ

Ｉ
性
人
バ

海の精使用③ 玄米みそ
2k9=1880円  4k9-3760円

※麦みそ4k9=3320円 、米みそ4k9=3400円もあります

社団日本食用塩研究会 803-460-396■
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れ は
しのびよる環境汚染からいかにして身を守るか。

いま、あなたがお飲みになっている水/安全ですか? むかし、水はもっと美味しかったと思いませんか?

子供の頃飲んだあの美味しかった水。ふ

っくら美味しいご飯が炊けた水。あの水

はどこへ行ったのでしょう。ひたすら高

度成長へ走り続けた日本は、青い空、澄

んだ空気、豊かな田畑まで機してしまい

ました。汚染された空気や荒廃した土壊

からは、美味しい水は生まれません。

現在の浄水場では急速濾過法を用いて塩

素処理をした後、水の汚れと細菌、鉄分

などを硫酸アルミニウムなどで取り除い

ています。その結果、水道水は酸性をお

び、しかも強いカルキの味が残るように

なってきました。

現在の水道水は、昔の水道水にくら

べてその活性力が大幅に減退してい

ます。一方、水道水の源である河川、

湖沼の汚濁はますます進み、これを

抑えるためにさらに多くの薬物処理

をせぎるをえ。ない現状です。

安全で生命力のあるおいしい水を求

めることは、私たちの健康にとって

大切な問題です。無意識に飲み、使

用している水について、今こそ真剣

に考える時がきているようです。

注 目のマイナスイオ ン/電 子本 で健康 を/
面雨西薫西面丁要τ丁西鷲|1食物まで,フレー,と■す|‐電子

`オ

ン響水雌

田 山 商 会 代 表/田山雅朝
東京都世田谷区北沢327-7(〒 155)

● 03 (485) 4 7 8 5

●そこで登場/電子イオン製水機。

クリスタリレ イヾタリテイ
(MA X10。 16・ 26・ 56)

水道水などを薬品や炭酸カルシウム

などの添加物を用いずに、自然な形

で生命力のある電子水に甦らせます。

良質な炭と全ての生命体の育成に有

効な電磁エネルギーの働きで、水に

活性力を与え、マイナスイオンをた

っぷり含んだおいしい水を作ります。

●マイナスイオンが重要なのです′

あらゆる生命・物質は、①イオンと

Oイ オンの調和のとれた状態によっ

て安定しています。しかし、時の経

過と共にOイ オンはlЭ イオンにくら

べ離散・崩壊しやすく、その欠落に

よって物質は不活性化=酸化をまね

き、やがて腐敗現象を起こします。

この6オ 井シあ先定によって、酸化
疲弊か らイオン安定の回復と、真の

活性力を生みだす事が出来るのです。

1鋏

くクリスタルバイタリティの特長〉

●活性力に富むおいしい水を作ります。

電子水は口当りがよくまろやかで、

ごはんもふっくらと炊け、飲み物や

料理の味をいちだんとひきたてます。

水の強活性力はパ ン、麺類、ケーキ等

の発酵熟成に、真価を発揮します。

●食品の鮮度を保ち、長持ちさせます。

緑黄色野菜や果実の鮮度・風味を甦

らせ、毒素を抜いて、あらゆる食品

の活性化・酸化防止をはかります。

●室内の空気をリフレッシュします。

製水機より多量のマイナスイオンを

放散 し、室内の空気を爽快にします。

電子イオンは、戦後まもなく研究開

発され、現在その利用分野は米・野

菜・果物・麺・パ ン・豆腐等の生産

や、油・飼料の酸化防止、養鶏・畜

産等々、幅広 く普及しています。

*詳 しい資料をお送りします。ハガキか電話で下記へお申し込みください。
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●―籍になつて食べ物の事、著えませんカ

私 j上 が

'″

‖日に している食
べ物は、米 して どんなェ rl

を経 て(1',れ ているの で し

ょう。環境 iサ 染ゃ 、食∴|:公 1年 か
山|ば れ る今の地球 て″、,1は 何

をなすべ きなの で し ょう.

そんな様 々の不安 を″)な た

と一緒にうえ、解 i肖 て きた

●お申込みはTELに て ′

´
”

●

こ
の
雑
誌
は
本
屋
さ
ん
で
は
手
に
入

り
ま
せ
ん
三
年
間
〒
共
三
〇
〇
〇
円
）

ヽ||

ヽ

li‐
■

(03)719‐ 3■ 61
(有 )ク リーンハート

サービス

姜のた
び    ひかり

2309  480円          12009 2800

自然の中でのんびりしてみませんか/
山 菜摘み、ハイキ ング、登山、糸「葉、スキーと四季を通 して

楽 しんでいただけます。

(正 食料理をお出しできますので、御ル約の時にお中し出ドさい。)

〒949-21 新潟県中頚城郡妙高高原町池の平  80255-86-3772

いま、もうひとつの日
η キ |こ 考

赤穂の天 塩 二つの食卓用塩

"

フ

ざ 百人町2丁目2幡 9号 株式会社 天 塩 〒 160 電話 03(371)1521代 表

-36-



販 売 店 名 住 所 電 嬌 曽彙時間・休日 主な商品、催しもの

人間 医学社府 中支 局
●●医学社広島県輔時的店

〔〒726〕 広島県府中市府中町590-6

8 0847-41-7668
特に定めず

食品、ライスピネガー、具空

浄血治療器、正食浄血指導

い 籠正食 品 マル シマ 〔〒722〕 広島県尾道市ljI浜 16-21国道2号線沿
8 0848-22-5577

:∞～18:lXl
日曜・祝日

自然食品販売普及活動、P
U研究会、自然食品会館

● 島 食 品
い
II〕 皇昌う性阜

市南
嘗霧
町
1色置」:翫雀

0347 純正食品、自然食品全国卸
2F健康教室開放

正 食い
(〒 751)山 口県下関市新垢田南町1-10-3堀本ビル

8 0832-54-0356

9 :00～ 17:00
日曜・祝日

純正食品
①

山 口健 康 生 活 セ ンター 」1:::12ま 晃帰山¬栞罰ゃ:i愛み
丁計;::羅 £́お)

10:00--18:00
毎日曜日

健康相談 運91E談 、健康
教室、各種サークル活動

ヤ ス 美 美 健 サ ロ ン
〔〒68924〕 鳥取県東伯郡東伯町八橋223

● 0858-522243 井上裕恵

10:00-17 :00
無休

純正食品配達・発送、健康
相談、CI図書、リマ化粧品 ①

ア ズ マ ヤ
〔〒760〕 香川県高松市紺屋町36

0 0878-21-7665

9 :00-21 :00

愛燿純正食品センター 〔〒790
0 0899

愛媛県松山市場渡町1022松 山束高東 300m
436464 菅本フジ子

8:00～ 20:CXl

第4日 曜日
健康相談、料理講習 (毎火
曜日)東洋医学会 (第3日 曜 )

ピ ネ ス
〔〒796〕 愛媛県八幡浜市矢野町 4丁 目 渡辺薬局内

● 089422-1768 渡辺ナミ枝

10:00～ 17:00
毎日曜日

幸せの輪 をひろげましょう
①

の  ま  商  店
〔〒794〕 愛媛県今治市常盤町4717

0 0898-32-2378

10:00-20:00
無   休

自然食品、書籍販売
①

<九州・沖縄地方>
八幡 自然 食 品 セ ンター 〔〒806〕 福岡県北九州市八幡西区八千代町622

8 093 -621-4184

9100～ 18:00
第1・ 3・ []曜 日

料理講習会、健康相談、勉
強会 (各 1～ 2回 )

0

自然 回 帰 健 康 セ ンター 〔〒802〕 福岡県北九り11市 小倉Jし区田町105
80935613001 代表 北崎允昭

10:00--19:00
日曜・祝日

正食指導
ゲルマニ ウム温浴

（し

サ ニ ー 健 康 食 品
〔〒813〕 福岡県福岡市東区千早5105

0 092-681-0883

10:00～ 19:00
毎日曜日 e

あ ま の が は 〔〒816〕 福価〕県大野城市栄田J2416
● 0925814916 長木光世

9:00～ 19:00
毎 日曜 日

健康 食品、 自然化粧品 C

フレン ドショップ徳陽
〔〒87011〕 人分県人分市Hi尻4535

'' 0975-42-1215

10:00～ 20:00
日

'穏

 ネ兄日
食品、野菜。松山医院長に
よる健康相談・正食指導

天 粧 下 通 店
〔〒860〕 熊本県熊本市下通148

● 0963549161 福山敬救

体質別食養相談・オ リープ

自然 美容相談・ 1、 3日 曜 0

天 粒 子 飼 店
〔〒860〕 熊本県熊本市東F飼田∫35

● 0963434043 福山聖乃
震
¨

休
体質別食養相談、 オリープ

自然美容法 ①

天 然 村
〔〒89144〕 鹿りこ島県1資 毛郡屋久町麦生335(I奇平)

8 09974-7-2922  7-2541

′じ、身魂のい こいの場 、案内

書60円 切 手同封請求 ●

自然 食 品 セ ン ター陽 報
〔〒900〕 沖縄県那覇市久茂地3H8

■
' 0988-61-7195

10:00～ 19:00
日曜・祝 日

食養相談、料理教室、書籍
純正食品、リマ化粧品 AI

味 口
〔〒900〕 沖縄県‖

`覇

市泉崎1 9 H rFt球 新報社向
8 0988-66-5366

9:00～ 19:00
日l在・ネ兄[I

食品 玄米 レス トラン

陽報 泉崎 店 ↓` |

紅 葉 純 正 食 品 店
〔〒902〕 沖縄県川

`覇

市寄宮156

8 0988-54-0296

10:00^-20:00
毎 日曜 H

食養相談、書籍販売、純正
食品、アザレ化粧品 ■

石嶺純正食品センター 〔〒903〕 沖縄県];覇 市首里石i嶺 町456
1' 0988-87-3434

9 :30-20:00
Ll l毬 ・祝 ‖

食養相談、正食料理研究会
PU研究会、書籍、食品 ▲

(湘 トキワヘルシー研究所
〔〒902〕 沖縄県那覇lf安 里2415
80988628555(事務llF)631589(研 究所,

8:30～ 17:30
H曜  祝 H

食養、漢方、断食指導相談
操体道、健康技法教室

場二
年

腐

３

一２
」０

品

慶

食

業

部

創
岡

―

〔〒86146〕 熊本県上益城郡甲佐町岩下143

■, 096-234-0447

7:00～ 19:00
毎日ltt H

純正豆腐、食養研究会
純正豆腐の味噌憤 e

女の店|二 人会御希望の方は別ページの入会申込書 (法 人会員)に 記入して、お申し込み 下さ。
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販 売 店 名 住 所 電 話 営業時間・休日1 主な商品、催しもの

自然食の店 カジヨー

`=S2廉

努髭
名古屋市中区錦11824大正生命錦ビルBl 10:Oll～20:oo

無 休
化粧品、自然食レス
、料理教室。配達有

口
国
ラ

食

ト

自然食品センター川合
〔〒414〕 静岡県伊東市南町11-6

● 05573673∞
:Oll10:30～ 18

毎水曜日
純正食品、無農薬野菜、C
I図 書、ヨガ教室週 2回 ①

院都京 〔〒4∞〕山梨県甲府市丸の内22212
● 0552-26-0008

9:00～ 20:00
毎日曜・祝日

鍼灸、漢方薬 正食品によ
る綜合治療 ①

<近畿地方>
マ クロ ビォテ ィ ック 〔〒606〕 京都市左京区高野蓼原町77

● 0757114551 レストラン
弁当 (予 約キJヽ 正食品、書
籍

|■

京都自然食品センター 〔〒604〕 京都市中京区河原田J通 り夷川東Jヒ角
8 075-221-7890、  231-0348

9:00～ 18:00
111涅・ネ兄日

ヘ  ル  ス  伏  見
〔〒612〕 京都市伏見区桃山町鍋島7国鉄桃山駅西50m

l' 075-611-0337
10:00-20:00

毎 日曜 日 鮨』婁」 棄

洗

型蓬 昇

家栽培
A  

‐

自 然 食 品 大 和
〔〒602〕 京都市北区大宮北大路ドル大徳寺学園隣

● 075415-0261 イt表 萩原孝 ´
10:00～ 19:oo

日曜・祝 [1

料理教室、体操法教室 、無
双原理講座 毎月定期開催 0

中 村 自然 医食 セ ン タ ー 〔〒602〕 京都市上京区flJ原 町通九太町ドル伊勢犀町410
1' 075-256-4388

9 :00^-20:00
日曜 ・祝 [l

自然食、グルマニウム温浴
エアロビタス、症状 別体操

lalエ ンチ ー ム 三 丹
〔〒620〕 京都府福知山市堀内田田J19532

1' 0773-22-9508
8:30～ 20:00
不定jtlの 日l覆

食品、厨房器具、酵素、化
粧品、天塩、書籍他

天        粒
マクロビオティックセンター

〔軍χ紀♂管群発卑よえ虎
ルマ±イ1「ロヘルスシンフみ 9:00-19:oo

無   休
食養相談、 自然化粧 品 、食
品、書籍販売

了 瑚 自 然 食 品
〔〒625〕 京都府舞鶴市字鹿原133

1' 0773-64-1360
10:00-19:00

第一―|]l覆
食品、調理器具、リマ化粧
品、書籍販売、配達、発送

（″

ヘ ル ス マ ー ト大 手 通 店
〔〒54の 大阪市東区 大手L251

■
' 06-945-0618

正 食 協
〔〒540〕 大阪市東区大手通251

■
' 06-941-7506

9:00～ 18:00
毎日Btt H

料理教室 (火 本土)定例会
(第 1 lJ曜 )人間講座

研 心館 本部 食養道場
〔〒545〕 大阪市阿倍野区西‖1辺町2229

8 06-691-1590
9 :00-21 :00
無   休

無双原理研1蓼 、気の研究会
食養道場、心身統一合気道

自 然 食 福 田
〔〒530〕 大阪市北区梅田11211

8 06-341-7798
9:00～ 20:Oo

lll援 祝日
自然食品販売、自然食レス
トラン、11:oO～ 19:30

園

テ

学

ス

の

レ

び

テ

喜

イ

と

デ

康

ラ

健
バ

〔〒503〕 大阪市北区中崎2312自然食品店暁
t' 06-371-8014

毎月曜 日 彗,雪 L悌晉馨彗:希會海
自 然 食 品 む ぎ の 家

〔〒532)大阪市淀川区束 二国田J4175地 ド鉄束三l]駅 南日
2' 06-395-7806 、 393-4577

8 :00^-20 :00 健l.t講 習会、食品、無農薬
野菜販売 ■

ハ ッ コ ー 山 海 フ ー ス 〔五l習 奄∬l証::二t鐵為ず提酎1話
ニツレ獣阪ビル 無農薬野菜、強化食品、書

籍販売、配達可 ■

サ ヌ キ ・ ア ワ
〔〒535〕 大阪市旭lκ清水21843
8 06-954-0425

9 :00ヽ-19:()0

1,Ill雀 [1
|■ |

アイラン ド・ジャップ・
セ  ン  タ  ー

〔〒542〕 大阪市南Iズ 西1青 水町34 ,「川直ビル3F
8 06-245-1414

10:00～ 19 :00 書審、自然食品販売
①

山 本 祥 園
(ソ  フ  ィ  ー)

〔〒573〕 大阪府枚方市lも ||12 2 2 PU′ 園
8 0720-53-2200

福園、水 金曜
||

健康相談、料理教室、PU
勉強会、出張講師、CO書

神戸ヘルスフーズ岡本店
[-658] l+,iifi{rftldlel,+.t 7-7 a 078 4s3-t7i?
iIri,'rE f r:SEIlirDI)7237 i 078-822, 2600

10:00～ 19:`X)

毎本曜日
正食指導、食養、美容相談
無農薬野菜

マ ツ ヤ 健 康 食 品
〔〒655〕 兵11県神戸市垂水lκ 五色111849

● 0787089380 東松弘樹
10:00～ 19:oo

毎日,″ ‖
正食健康相談、純正食品、
野菜、化粧品、ip 」、売

一
店力

本
セ
浦

品
勝

轟

¨

紀

ャ

南

シ
[〒 64953〕 利1歌 lll県 郡智勝lHl町 朝H2239

8 07355-2-1107
1[食 料理・ヨガ・足心道、
南紀正食会、自然医学会

桧 扇   荘 (民宿 )
〔〒51705〕 i重県志摩郡lll児 町鵜方9431

00599434372止 食料理可
9:00～ 18:00 Cl書籍、年 1・ 2 Ll健康

l・ 園・講師 橋本宙八 ①

<中国・四国地方>
ビバ健 康 ハウス本 部 〔〒733〕 広島県広島市中区榎町223

8 082-293-8321
9:00ヽ 19:00 食品、野菜市、健康の集 |

健康・美容相談、合宿

皆 実 C |

〔〒734〕 広島県広島市南区皆実町4112
● 0822552846平 賀佐和子

料〈
〓

例
会ヽ

強

曜

勉
土

Ｕ

第

ヽ

ヽ
習

月
講

毎

理

●l岩 本 綜 合 漢 方
〔〒730〕 広島県広島市東〔え若草町104

8 o82-261-8001
日曜 、祝 日、毎
第 4月 曜

食品、漢方薬、鍼灸による
綜合治療、健康教育実施 ①

明 治 製 粉 l■l

〔〒726〕 広島県府中市中町536
■
' 0847-41-2255   

′トリ11  ,青 毎 日曜 日
めん類、純正養老善油、保
命みそ製造
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販 売 店 名 1 住  所 。 電  話  1鱗 時間・休日 1主 な商鳳 催しもの
|

ゆ う あ い 健 康 学 院
〔〒183〕 府中市分梅町1307

● 042368-1932ヨ ガ断食道場
勒
休

時靭
無

断食、ヨガ体操、食品、書
籍

!4qIEgltE 〔〒190〕 立川市柏町4-516
0 0425-35-5227

10:llll～ 18:30
第1・ 第3日 曜日

自家栽培の無農薬有機野菜
純正食品、食養・健康相談 ①

イノチの糧 屋 中神店
〔〒196〕 昭島市中神田rl174 107

8 0425-45-1254
10:00～ 19:00

毎 日曜 日

無農薬有機野菜、純正食品
安全洗剤、健康・美容相談 C

美 山 口 茶 舗
〔〒192〕 八王子市長沼町582046日 生商店内

8 0426-35-9643
お茶、海苔、自然食品、健
康相談 ①

国造 自然 食 品 セ ン タ ー 〔〒192〕 八王子市明神町417
8 0426-44-6162

10:00～ 19:00
第 2日 曜日

無農薬野菜、食品、書籍、
リマ化粧品、配達・発送 ①

自然食品センターあずま
〔〒19203〕 八王子市堀ノ内450

80426761258 ドノク併設
8:∞～20:00

毎日曜日
純正食品、野菜、食養相談
料理講習、巡回販売、配達 ①

南 部 菜 吸 場
〔〒192〕 八王子市明神町41013
80426463095 斉玄協会 ● 042625-lll196

11 :30～ 23

毎 日曜 日

玄米菜食郷土料理、蒼玄協
会 (正食半断食、理学療法 ″

K～ a‐ 」 ・ A ・ C 〔〒198〕 青梅市師岡田13163
0 0428-24-6089

11:00～ 20:00
日曜 12:00～ 18:00

有機無農薬野菜、農海産物
カロエ品販売、引売り ↓

彙明
〔〒194〕 町田市:■川学園276

1, 0427-29-5015
10:00～ 18

毎日曜日
有機野菜、食品、手作り生
活用品、図書、移動販売 じ

い な ば 酒 店
〔〒10001〕 東京都大島元田r2110

■
' 04992-1221

8:00～ 20:00
毎火曜 [1

①

自 然 食 租 品  美 味
〔〒202)保 谷市東伏見2620

■
' 0424-63-7613

9:oo～ 20:00
毎日l#H

無農薬野菜、 トーフ、パン

毎週月水金に入荷 ①

<東海・甲信越>
酒 井 須 三 子

〔〒380〕 長野県長野市 L松 1535
t, 0262-34-3824

リマ化粧品取扱、正食品販
売、長野無農薬野菜の会

ティーハウス プテロン 〔〒38901)長野県北佐久郡軽リト沢町追分1074

8 02674-5-7525
9:00-21

毎人曜 [l

薬草茶

食 養 の 店  ス エ ヒ ロ
〔〒390〕 長野県松本市本

'Ll 14 28 0263-36-3493
年中無休

無農薬野菜、地元の農産加
[品 、ムソー食品他

新 津 自然食 品 セ ン タ ー 〔〒956〕 lll潟 県新津市本町392 ● 0250245810
食養料理教宝 (第 3月 I#λ 日本料11教室 (年 4卜 l,

9:30～ 19:00
毎日曜・祝自

有機農産物
食養相談、CI図書、配達 ①

堂明楊
〔〒95921〕 新潟県Jヒ蒲原]`水原田「 ド条田「155

t' 02506-2-7433
8:30～ 19:30
第 2 4〔 1曜 ‖

配達毎週火曜 日 ヽ
↓

新 発 田 自然 食 セ ン タ ー 〔〒957〕 新潟県新発III市 大栄田「732
1' 0254-26-1945

9:30～ 18:30
第23・ 4・ 日曜日

書籍、テープ、純正食品、
無農薬野菜、ポンセン製造 ①

九 の 内 薬 局
〔〒930〕 富山県富山市丸の内211

8 0764-24-0891
9:00～ 19:00

毎日1捏 日
漢 方相談、健康相談、オー

サ ワジャパ ン商品

正 食 の 店  和 や
〔〒93011〕 富山県富山市中川原17

8 0764-25-1448
9:00～ 20:00

年中無休
台所食品、本、圧 力鍋等

福 井 健 康 学 園
〔〒910〕 福井県福井市Hl子 1112

8 0776-21-3811
ヨガ・正食の健康道場
自然食6Lセ ンター (市内)

マ ル カ ワ み そ
〔〒915〕 福片県武生市杉山,田「1144

8 0778-27-2111
8:00～ 18:00

年中無休
天塩ft込 みの味噌・椛販売
賃Dll工 、味噌作りの指導

富士 クリーン健康 センター 〔〒418〕 静lMl県 宮十宮li宮田「528
● 0544240556 富士の茶ち:食 堂 ●235835

10:00～ 18:00
毎 日曜  祝 日

食養料理教室 (毎 月第 1日

曜)食品、野菜 ①

るめ
壁
吐品麟

食

の然
郡

自

心
〔〒410〕 静μ〕県熱海市中央田11927

1, 0557-83-5490
10:00～ 17:00

毎日ltt H

グラニス
灸

健康食品、卵油、
ケ九、健康指導、 ①

命然会健康文化 セ ンター t〒 453〕 愛知県名古Li市中村IXHJtt1 19 3
2, 052-451-4195

8:00ヽ 20:00
年中無休

正食普及、料理教室、合気
ヨガ、茶道など文化活動

(合)小 島 商 店
〔〒457〕 愛知県名古Li市 南区1手続7L田「161

8 052-821-8746
8:00～ 19:00

毎日曜日
無農薬玄米、玄米餅製造、
純正持油、味噌

愛 知 陰 陽 会

(長   生   堂 )

t〒 485〕 受匈1県 小牧 lj人 ,キ 1南 2943
8 0568-76-2731

9:00～ 19:00
毎 日曜  祝 日

食養講演会、 リマ・クノキ
ングスクール、健康相談 O

豊橋 自然食 品 セ ン タ ー 〔〒440〕 受kll県 豊橋市松葉田r3-65市 民病院前
t' 0532-54-5876

9:00～ 18:30
毎 日l響 目

食品全般、化粧品、健康相

:炎

大 岩 自 然 食 品
〔〒47033)愛 知県知多郡南知多町内海中之郷73

8 0532-54-5876
9:00～ 18

`JIIl蓼

[]

食混:全般、化粧品、健康相
:炎

（〕

岐         阜

健 康 自然 食 品 セ ン タ ー
〔〒502〕 岐阜県岐阜市長良鮎原町 1丁「1

1' 0582-32-0631
9:00～ 20:00

'1日

「を日
食品、書籍、化粧品、正食
講座 、料理教室

柳 屋 自 然 食 品 店
〔〒500)岐 囁t県 岐 it市織‖l塚 町卜 2

■, 0582-45-9355
10:00～ 20:00

毎 日曜 日

無料健康相談
正食料理教室

小          又
マクロビオティンク研究 所

〔〒506]llk l[県 高山市昭和田rl Hl l
l' 0577-35-0928

9:00～ 20:00
毎日曜日

東洋医学治療、食品、書籍
健康相談・予約、P U FT究

-39-



販 売 店  名  1     住     所     電     話     1営 業時間・休日 1 主な商品、僣しもの  |

味穂自然食品 。江古田店
〔〒176〕 練馬区栄町40(北 日栄町本通り商店街)

8 03-948-5701
10:30～ 19:30

毎日曜日
無農薬農産物、雑穀類、食
養相談、配達 。発送 ①

味穂自然食品・練馬店 〔〒176〕 練,弓区練馬2221(北 口弁天通り商店街)

8 03-948-6911
10:30～ 19:30

毎[]曜日
無農薬野菜、純正食品、食
養相談、配達 発送 ●

ピ ー ナ ツ ハ ウ ス 〔〒177〕 練馬区上石神井3289
8 03-920-1589

9:Oll～ 20:00
年中無休

無農薬野菜、無添カロ食品、
書籍、電話にて注文配達 O

店

浴温

商

ム屋”
士

マ

富

ゲ
(〒 177〕 練馬区関町北33610

● 03-920-2333
10:00--20:00 シャクリ製品、栄 養補給 食

品、洗剤、化粧品 、足心道

富士見 台 自然 食品 店
〔〒176〕 練馬区貫井314-16
8039906773 代表 酒井二恵 F

9:00～ 19:00
毎[i曜 日

自然農法食品、野菜 、化粧
品、図書

(■

自然食品の店 ななくさ 〔〒177〕 練馬区西大泉町11510
0 03-925-0914

10:00--20:00
第2 第4日 曜日 じ

悧 ゲ ダ ツ 商 事
〔〒160〕 新宿区荒木町4解脱会東京道場横

● 03357H61～ 4
健康 自然食品、化粧 品 、図
書販売他

ム

一

ウ

タノヽ

ニ

セ

マ
理

レ
管

′

康

ゲ

健
〔〒161〕 新宿lX下落合31520人 和田ビル901号

1' 03-950-5219
10:00～ 19:00
J: ‖ 祝日

心身改造ドノク、日本CI
図書、純正食品販売など (D

サ ン ゴ 草 本 舗 い 〔〒160〕 新宿区西新宿853ス トータ新宿小岩井ビル603
8 03-366-2921

24Hキ 間営３６

業
宿便取 りのサ ンゴ草 、梅 擬

番、豊寿

西武新宿駅前 ク リニ ック 〔〒160〕 新宿区歌舞伎町2456千 代田ビル4F
● 032099217 予約制

10:00～ 18:00
毎日曜 祝日

漢方湯液治療、宿便 発汗
療法、鍼灸指「F整体食養 ▲

ゲルマニウムセンター
「ア    ル   ボ」

〔〒160〕 新宿|ズ 高田馬場1244106
t, 03-207-4101

10:00～ 17:00
毎日曜 祝日

正食 4グ ルマニウム、ヘ ル
スサロ ン、販売代理 店指 導

自然 食 品 の店 た ん ぼ ぽ
〔〒162〕 新宿|ズ 富久田」246

1' 03-353-4545
10:00～ 19:

毎日曜 H
信州内城農場直販有機 里予菜
リマ化粧品、健康 食品他 ム

不 二 自 然 食 品
〔〒106〕 港区麻布 |‐ 番2213 の橋交差点パス停前

t' 03-451-8966
9 :30-19:00

毎日曜 日

食養相談、料理講習、隣接
区内配達

ヽ
ど

(有)天 陽 架 ・ 世 田 谷 店
[〒 154〕 世田谷|え 世田谷2245
8034270665健康美容センター併設

10:00-19 :
毎日1在 日

無農薬有機野菜、海産物、
純正食

『
:、 安全洗斉」 ム

|

んれ や
〔〒157〕 世田谷|ズ 南鳥山5114

1' 03-326 5085
10:00～ 20:00 女性 3人の八百た,と 玄米 レ

ス トラン、無農薬野 菜、乾物 ■

店

ド

専

ウ

品食然

ル

自

べ
〔〒143〕 六田区北ち込23318都 営地 ド鉄掲込,(lt歩 1分

t' 03-771-9243
10:00-19:30

毎日,甚 日

無農薬野菜、雑穀 類、純正
食 tiu、 化粧品、画己達 ム

店

ミ

の‐ヽ 物

エ
辮
チ

鍋
サ

酪
マ

〔〒146〕 大田区多暉川1352
8 03-756-2445

”
祝

０ヽ
曜

∝
毎

純正食品、無農薬要子菜、料
理教室、健康相談、配達 ▲

ローリング姜法研究所
〔〒116〕 荒川lX束 尾久6486(都電 熊の前)

8 03-819-1792
10:00-20:00

毎日l在 日

ローリング治療・健康法指
導、中医食養指導、食品

)-! r**","- 〔〒130〕 懇田区両F■13254と きわビル3階
t' 03-633-7433

10:00～ 19:00
第1 第3日 曜日

li陽痩身健康法、 ノフ トカ

イロ、食養指導、指チ|:治療 こ
'

高砂自然食品センター 〔〒125〕 葛飾区高砂8135
● 03-600-1412

9:00～ 19:00
毎日曜H

無農薬野菜、果物 、料理講
習、勉強会、配達・ 発送

ヽ
Ａ

女 性 専 科
はりきゆう亀有清涼院

〔〒125〕 高飾IX亀有1245富 1:見ガ1105
8 03-603-4008

9:30～ 19:00
毎木曜・H曜 日

女性の慢性病専門のはり、
きゅう院、OJ商 品取扱 よ

商山田
〔〒155〕 世田谷区北沢3277

● 03-485-4785

10:00～ 17100
上 日ヽ1程

健康電子製水機 、風PI用 の

活性板等、全国卸 し′
lヽ 売 り

<東京・市部>
は じ め 健 康 食 品 店

〔〒180〕 武蔵野市中町1295
8 0422-54-7716

8:30～ 20

第2日 曜と毎

０。

旧
食品 全般、無農薬野菜

小川み ち先生料理教室

や   さ  い   村
〔〒181〕 三鷹市下連雀3625 80422476639 ミルキーウエイ
武蔵野市j吉祥寺北町5417 ● o422536483

10:00～ 19:00
銀わI通信発fF

無農薬野菜「自然の法則 と

共 に生 きる正食」発行 ム

タイ シ ン 吉 祥 寺 店
〔〒180〕 武蔵野市占祥寺本田11

● 0422221060自 然食レスト
14 8 10:00～ 20:00

無  休
|」

南 伊 豆 山 荘 〔〒202〕 保谷市柳沢329
80424673404五 蔦久男 山/i連絡先 ● 0558623629 里f  菜

山荘 静岡県賀茂郡南伊豆
町カロ納 113942整体指導

兄   弟    社
自然食糧供給センター

〔〒181〕 :鷹市中原2126
● 0422-49-7225

10:00～ 18:00
無  休

無農薬野菜、自然食糧品
書籍販売、農山林用具

(r

東 京 シ ー ト
〔〒184〕 小金井市本田f65シ ャトー小金片1階

● 0423-84-4600
10:00--18:00

毎日曜 日
健康 食品、食品全般 、書籍

健康・美容相談、配達

自 然 食 品 の 店 和康
〔〒184〕 小金井市本町31013

8 0423-85-5261
10:00～ 18:00
毎日曜  月曜日

食品、書籍、健康相談、料
理教室、玄米試食会 ム

い

自 然 健 康 食 品 の 店
ほな

〔〒187〕 小平市花小金井1718
8 0424-62-8975

10:00～ 19:00
毎[]曜 日

自然健康食品、有機無農薬
野菜、石けん、書籍 ■

一
村

夕

の
ンヽ
ヽ

セ

ｔ社
あ．

凸

口

一
　

．

川

れ

米

・

久

ふ
〔〒189〕 東村山市栄町22228

1' 0423-95-9525
11 :00-19:00

毎日曜 日
食品 、有機野菜、 イオ ン水
生成 器、書籍、配達 、宅配 ■  |
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販 売 店 名 住 所 電 話 営業時間・休日 主な商品、催しもの

大橋 自然食品センター 〔〒350〕 埼玉県川越市霞ケ関北5128
8 0492-32-9445

9:00～ 19:00
毎水曜日

無農薬野菜、食品、図書
玄米試食会、料理講習 ①

い 浅 見 サ ンヘ ル ス 〔〒335〕 埼■県蕨市中央193浅 見ビル602
8 0484-31-2102

10:00～ 17:00
毎日曜・祭日

ゲルマニウム温浴、正食指
導、食ギ]

{有) 伊  勢  錦 〔〒330〕 埼玉県大宮市富田I1108伊 勢錦ビル
■
' 0486-41-0023

11:00～ 19:00
無  休

純正 自然食品、無農薬野
菜、配達、配送 ↓

市  川  平  和  堂
〔〒272〕 千葉県市川市真間3H12

0 0473-22-0810
10:00～ 19:00

毎 []曜 日

食品、無農薬野菜、料理講
習、勉強会。配達・発送 0

自然食品の店  たんぼぼ
〔〒277〕 千葉県粁l市 泉町1618

■, 0471-67-1997
9:00～ 19'00

無  休
食品、無農薬野菜。食養
美容相談、各地発送 Э

一
店

レ
前

品な
駅

鉱
橋

然自船
〔〒273〕 千葉県船橋市本田「518

8 0474-25-0350
l0:00-19:00

ftft
健康 美容相談 (特 にヨガ
催眠の臨床に経験豊富)

La Vie de ,t 菫
〔〒273〕 千葉県船橋市馬込田∫725

2' 0474-39-7493

10:00～ 16:00
毎日曜 祝H

品

達

食

配
無農薬野菜、書籍、
料理教室 ①

は じ め 屋 自 然 食 品
〔〒288〕 千葉県銚

「
市双葉町18

■
' 0479-25-2416

10:00～ 19:00
毎水I,H

純正食品、無農薬野菜、リ
マ化粧品、配達

へ
″

菊 屋 片 山 酒 店
〔〒2H〕 神奈川県川崎市幸|え吉市場134

● 0445226233ヽ 4 整体道場併設
9:00～ 20:00

毎ホ曜H
自然酒・無添カロ (ワ イン、

本味琳 、焼酎λ 全国発送
O

株 式 会 社 豊 兼
〔〒220)神 奈川県横浜市西l`花咲町4111

1' 045-231-4823、  242-3614      .

10:00～ 19:00
第 2 Hlよ H

食養健康画期的美容相談、
第 1日 曜健康美容識寅会

（
↓

自 然 食 品 セ ン タ ー
Rl     日日     ヨ早     IE

〔〒232〕 神奈川県横浜市i ll区 中島田r481
8 043-712-3339

10:00～ 19:00 無農薬野菜、無添加豆腐、
枇lL葉温F■横浜支部 ①

菊 屋 百 貨 店
僚 康 自然 含 品 セ ン ター

〔〒244)神 奈1県横浜市戸塚区戸塚町44

● 0458817636、 田中久夫
9:30～ 16:00 料理教室 (第 2水曜 ′1,||

みち、第 3水曜・松田晃旺)
①

湘 南   豆   彦
〔〒233〕 神奈川県横浜市港南IX港南台7499

● 0458313040、 グルーフ購入款迎

無添な口豆腐製造販売、国産
大嘔 日塩研大島苦rt使 用

(有 天 陽 架 相 模 原 店
〔〒229〕 神奈川県‖1模 原市相模原357

● 0427558870 健康美容センター併設
10:00-19:()0

fl」 ||]″ II

無農薬有機野菜、海産物、
純正食品、安全洗剤 ●

一
ド

タ

一

ノヽ

ロ

セ食

ス

然

ル

自

ヘ

〔〒242)神 奈川県大和市中央6322大和警察著ウラ
t' 0462-62-0020

10:()()ヽ 19:00
fり ||:″ ||

食ギ!、 化粧品、CI図書、
配i菫 、発送。治療院併設 ①

陰 陽 洞
〔〒249〕 神奈川県連 r市二 /5328

8 0468-73-7137
10:00-19:0()

1,Jll#‖ ω

ゆうき自然健康食品店
〔〒249〕 神奈川県越

「
市久本251]

t' 0468-73-8050

10:00-19:30
祝   H

有機 911菜 、酵母パ

み そ、特油 、貸本

腐豆

送
ヽ
発 ■

延 寿
〔〒239〕 神奈川県横須賀市根岸町436

8 0468-35-8773
10:00-19:00

fり :lBツ li

無農薬農産物、豆腐、食箋
指導、料理講習会。配達 ①

真 営 堂 治 療 院
〔〒23)-03〕 神奈川県足柄 ド郡箱根田∫湯本97

■
' 0460-5-6525

10:00～ 19:00
サl曜  第 3111糧

鍼 灸・指 l■ 。生活習慣の改

造 が健康の人 口

聖 健
〔〒231〕 神奈川県横浜 lli中 区本牧町179
80456217917 須藤麻乙i

現在は注文による

配 j菫 、発送のみ
純工食品、大森英桜VTR
図書、勉強会、情報交換会

一”

<東京区部>
ン
店【̈沢

ワサ

北
一ォ

東
〔〒151)渋 谷区大山町H5イ ンターマ /ク l pri(売 店)

● 034655021 小Hi急線東北沢1分 半
10:30～ 18:30
毎木曜 H・ 祝日

日本CI協会事業部、国内
西Pヽ美

こ

ノヽ
　
一

ノ

タ

ヤ一ン

ノヽ

ワ

セ

サ
一
送

ォ

配
〔〒173〕 llx橋 Iえ小茂根54(‐向麟主文先)

8 03-958-7112
9:00～ 17:00
毎 日曜 []・ 祝 日

日本CI協会事業部、都内
配達、国内配送 D

自然食品センター本店
〔二嚢粋:i轟鷺鍛臭も

'ヾ

』♀::|:610:45-9m51H 平 日 10～ 19:00

日・祝日 10～ 18;00

食品全11・ 図書、小売・卸
レストラン「天味」併設

ゲルマニウム健康サロン

野中

〔〒164〕 中野区中野2231ニ ューグリーンマンション401号

8 03-383-1980
10:00～ 20:30
第2・ 第4日 曜日

ゲルマニウム温浴、玄米入
門コース、温浴器販売指導

健康 自然食品店 "ミ ナ
Ⅲ 〔〒165〕 中野区新汁52011西 武新宿線新井薬師駅南I]3分

8 03-385-6058
10:00～ 19:00

毎日曜日
無農薬野菜、食品、化粧品
海産物、雑穀類、配達 ①

べ
　
一

タ／ヽ

ツ
セ品

レ
糧

′
食然

グ
自

〔〒167〕 杉並区荻鶴 275
8033987427 レストラン ミグルノヘ:併設 ● 3931221

10:00～ 19:00
毎|]曜日

無農薬・有機農産物、自然
食糧品、化粧品 ①

ナチュラルハウス・愛
〔〒167〕 杉並区荻窪24112

● 03391 6261 レストラレ :荻窪オすミ(井 :交

10:30～ 19:30
無  休

健康食品、無農薬野菜、愛
の教室 (ョ ーガ料理)

エコロジー生活協同組合
イ  サ   キ  会

〔〒H2〕 文京区rl山 53512第 2さ つき荘101号
8 03-813-7825

各種講習会、料理教室、機
関誌「イサキ」年間1500円

味穂自然食品・成増店
〔〒175)板橋区赤塚32113(成 増駅北日世界救世教布教所街)

■, 03-976-0231
10:30～ 19:30

毎日曜日
無農薬農産物、純正食品、
食養相談、配達・発送 ①

自然食レストランとお茶
穂味 〔〒176〕 練,馬 区栄町3927(,I古 田駅北口2分、音大通り横)

8 03-948-9635
11:∞～21:00
第 3日 曜日

コンパ、集いなど申し受け
ます。20席
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このページは日本CI協会友の店加盟の、皆さまのお近くの自然食品店、レストラン、治療院等をご紹介するものです。
食品、日本CI書籍のご購入はもちろん、勉強会、料理教室、健康食事生活相談に、下記の友の店を安心してご禾U用下さ
い。(なお、1印はオーサヮジャバン商品取扱店です)

販 売 店 名 住 所 電 話 営業時間・休日 1 主な商品、催しもの

<北海道。東北地方>
北 海 道 健 康 学 苑

〔〒078-02〕 旭川市永山町l1526
8 0166-48-4107

8:00～ 20:00
毎日1覆 日

食養相談、足心道指導、食
品 書籍

サ ロ ン 十 和 田 〔〒034〕 青森県十和田市稲生町1034
■
' 01762-2-7840

10:00～ 20:00
毎日曜 H

健康相談、月例の集い、食
品、有精卵 ■

マ ナ 自 然 食 〔〒020-01〕 岩手県盛岡市高松11531
8 0196-62-6205

10:00～ 20:00
毎土曜日

料理講習 (第 4水 )、 食品、
野菜雑穀、図書、配達引売

（
↓

盛岡マクロビオティック
センター い―は一と一ぶ

〔〒020-01〕 岩手県盛岡市 l:田 堤1512
■
' 0196-61-3024

９

第

00、 20:00
・ 3月 曜日

食品、無農薬雑穀、野菜、
果物、リマ化粧品、勉強会 O

こ う げ ん 堂 〔〒980〕 宮城県仙台市大町2617
■
' 0222-65-4465

り :00～ 19:00
月末日曜日

食品、無農薬野菜、強化食
品、書籍、配達・発送

会    津   屋
純正食品流通センター

〔〒966〕 福島県喜多方市字諏訪1561
80241224193 会津正食lll究 公事務ルi

8:30～ 19:00
年中無休

純正食品、日本CI図書、
地方発送 0

ノヽケノヽサ
と
店

食
の

然
ガ

自
ヨ

〔〒077〕 北海道留萌市本田丁31Hた (き ん向か。
● 0164430289

9:00～ 18:00
毎日曜日

ヨガ・正食の健康道場
.‐t演会、純正食品、書籍

みちのく自然食品センター 〔〒980〕 ま城県仙台市中央3107
0 0222-62-7677

０一‐

醒

Ю
毎

料理講習。魅、種油、海産
物等

'p。

小売、地方発送 ●

<関東地方>
群馬マクロビオティック
セ  ン  タ  ー

〔〒370〕 ‖F特 県高崎市和田町713
■
' 0273-22-5484、

 25-5506
９
休

ヽЮ
霊
¨

図書、食品販売、無双原理
と正食の勉強会、健康相談

高崎自然食品センター 〔〒3ス )〕 群馬県高崎市新町63
■
'0273-25-2605

10:00^-19: 00

毎日曜日
図書、食品販売、正食・空
手・ヨガ講習会、健康指導

子
一述木鈴

〔〒37012〕 群馬県高崎市山名町乙611
● 0273464921 群馬県安全農法研究会

自然晨法晨産物・加工、料理
教室。群馬食養友の会 ①

店商藤須
〔〒376〕 群馬県桐生市東久方町2621

0 0277-44-5733
8:00～ 20:00

毎日曜 日
食品、有機野菜、自然酒、
自然化粧品 C

場農
「雨

「
晴 〔〒34913〕 栃本県下都賀郡藤岡口r大 前1751

80282622635 来訪の際、要連絡
無農薬野菜、穀
物

自給 自足的基盤 に立っての

衣食住 の追求 と実践 ①

自然 食 ス ー バ ー健 康 館
〔〒321〕 栃ホ県宇都宮市やなせ町513駅 より徒歩lo分 主婦の店な
らび 80286364330

10:00～ 18:30
無  休

食品、森下食箋他全部有。
グルマニウム温浴 ①

栃 木 ケ ン コ ー 数 室 〔〒320〕 栃木県宇都古市宝木町194
8 0286-22-9680

玄米弁当受註発送、料理教
室、書籍、食品、野菜・玄米 ①

食 姜 健 康 セ ン タ ー 〔〒320〕 栃木県宇都宮市一番町24駅 より7分
8 0286-36-2415

10:00～ 18:00
毎日曜日

純正食品、リマ化粧品、森下
食品、CI書籍 ①

ヘルスフーズショップ
内 田 繁  商 店

〔〒3∞ -12)茨城県稲敷郡牛久町十久3475ぶ どう園通り
8 0298-72-0135

9 :00～ 19:llkl

毎月曜日
食品、書籍、器具

自 然 健 康 食 品

屋好
(〒 336〕 埼玉県浦和市北浦和1194

8 0488-86-7234
9:00～20:00

毎水曜日
食品、書籍、器具。美容・
健康相談。配達・発送

ヘ ル ス シ ョ ッ プ 浅 野
〔〒336〕 埼玉県浦和市常盤910～ 4

8 0488-31-0647
9:30～ 20:00
無体(臨時休業)

食品、無農薬野菜、書籍、
リマ化粧品、食養相談 0

協

一

生

タノヽ

食

セ

然

曰

自

全
〔〒336〕 埼玉県浦和市三室135911
80488742691 月刊「健康と食物」

9:Otl～ 18:lXl
毎日曜日

食品野菜果物、強化食品、
料理教室、グルマ温浴 C

小 川 自 然 食 品 店 〔〒362〕 埼玉県上尾市上町2725
8048774-8504 料理講習 (CI協 会より講師)

9 :30- 18:30
無休(臨時休業)

純正食品、有機農産物、健
康医学社浄血指導講習 0

埼玉東部玄米正食普及会
堂■太 〔〒343)埼玉県越谷市大沢4-105

0 0489-62-3179
∞∝

休
ヽЮ

毎
¨

純正食品、書籍
①

村直正
〔〒364〕 埼玉県北本市西高尾5-237

● 0485-92 2KX17
9 :00～ 18:00 豆席、納豆、あげ、みそ、

善油、野菜卸。巡回販売
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①うさぎのビビ 1941年刊 B6判  82ベージ

②パストゥールの審判 1943年刊 B6判  80ベージ

④ POU・ 中国四千年史

1941年刊 B6判  70ベージ

800円  〒200

1943年刊 B6判 130ベージ

⑤千二百年前の一自由人 1960年刊 B6判 140ベージ

人間の秩序は大自然・永遠の秩rf.に法る

1941年刊 B6判  74ベ ージ

1200円  〒200

幸福な世界のベデカー・第二の食養人生読本     1300円 〒200

(旅行案内書)

人体発生学と伝教の生物学的・生理学的伝記     1300円  〒250

魔法の眼がねでウサギのピピから発見したもの     800円  〒200

低温殺菌法・微粒子病予防法・狂大病療法等の批判   800円  〒200

復 刻 発 行 ノ

桜 沢 如 一 著

③ウナギの無双原理
ウナギのぼり立身出世法の秘訣はこれ

⑥人間の秩序

■

編

集

後

記

■

●
そ
ろ
そ
ろ
寒
さ
の
季
節
に
向
か
い
ま
す
が
、
玄
米
正
食
を

し
て
い
て
も
、
手
足
が
冷
え
る
、
体
の
シ
ン
が
冷
え
る
、
と

い
う
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

「冷
え
る
」
と
い
う
の
は
、
ま
ず

血
液
の
循
環
が
わ
る
い
か
ら
で
す
。

「運
動
す
れ
ば
暖
か
く

な
る
」
と
い
う
こ
と
は
誰
で
も
知
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

体
の
部
分
を
動
か
し
た
こ
と
で
、
そ
の
部
分
が
栄
養
と
酸
素

を
要
求
し
、
炭
酸
ガ
ス
と
老
廃
物
を
速
や
か
に
運
び
去
る
必

要
が
生
じ
た
の
で
、
自
律
神
経
が
血
管
の
活
動
の
増
加
を
命

じ
、
つ
ま
り
血
流
が
盛
ん
に
な
っ
て

（血
の
め
ぐ
り
が
よ
く

な
っ
て
）
、
暖
か
く
な
る
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

●
血
管
と
い
う
の
は
、
水
道
の
パ
イ
プ
み
た
い
に
固
定
さ
れ

た
も
の
で
、
心
臓
と
い
う
ポ
ン
プ
の
力
で
血
液
が
流
れ
る
と

い
う
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
ラ
セ
ン
状
の
ぜ
ん
動
運
動
で

血
液
を
送
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

血
管
自
体
が
十
分
に
拡
張
、
収
縮
す
る
弾
力
性
が
あ
れ
ば
、

体
の
す
み
ず
み
ま
で
血
液
が
送
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
体

を
陽
性
に
縮
め
す
ぎ
て
し
ま
う
と
、
血
行
が
悪
く
な
り
、
体

が
冷
え
る
わ
け
で
す
。
こ
う
い
う
人
は
、
自
菜
の
よ
う
な
野

菜
の
入
っ
た
鍋
物
、
野
菜
入
り
お
じ
や
、
同
じ
く
煮
込
み
う

ど
ん
な
ど
を
食
べ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
明
治
２９
年
の
石
塚

左
玄

『化
学
的
食
養
長
寿
論
』
７７
ぺ
‐
ジ
参
照
。

（橋
本
）

新
し
き
世
界

へ

五
八
四
号

◎
　
一
九
八
五
年
十
一
月
号

発
行
日
　
昭
和
六
十
年

十

一
月

一
日

編
集
兼
発
行
人
　
　
橋
　
本
　
政
　
憲

発
行
所

　

日

本

Ｃ

Ｉ

協

会

〒

一
五

一

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

　

一
―
五

電
話
　
０
３

・
４
６
９

・
７
６
３
１
（代

）

振
替

　
〓墨
ボ
０
／
１
９
４
１
２
５



氏  名

『新しき世界へ』年賀広告申込書

上記のとおり料金を添えて申 し込みます。

電 話

種   類 申 込 口敏 :科 金 原 稿

ロ 円
A.同封 します。

B.  月  日までに必着にします。

住所 (〒    )

年    月    日

日本 CI協 会 御 中

原 稿 用 紙  A～ Eに お申 し込みの方は、この用紙 をお使いください。

*名刺がわりに会員の方も御利用下さい。
-15-



マクロビオティックの雑誌『新しき世界へ』に

年 賀 広 告をどうぞ〃
新 しい年

・
が近づ きました。躍進のマクロビオティック国際雑誌

『新 しき世界へ』に新年のあいさつを掲載 してください。各ペー

ジ上段 に「謹賀新年」の文字が入 ります。 (○には入りません)

寸法 (タ テ×ヨコ) 料 金 掲 載 内 容

A(1 枠) 50×  3勧加 6,000F弓 肩書 き、氏名、住所、電話のみ

B(2 枠 ) 50×  70mm 12,000Fl Aのほかに多少の文が入 ります

C(横 1段 ) 50× 14輸 20,000円

D(4 枠) 100×  70m 20,000円 スペースに応 じて、宣伝文、イラス ト、

写真、地図なども入 ります。E(% 頁) 40.000円

F(全 頁) 220× 14嚇 55,000円

*原稿は、原寸の枠 どりをして、その中に楷書で正確 にご記入下さい。 (郵便番号を

お忘れなく)

*製版上、複雑な工程を必要とするものは、実費を頂戴することがあります。

申 込 方 法 /申込用紙に記入の上、原稿および料金を添えて下記に郵送 してください。

申込み先/日 本CI協 会年賀広告係

〒151東京都渋谷区大山町11の 5 TEL 03-469-7631代 )

申込締切/11月 15日 必着

ヽ

-14-

100× 14輸

④

大

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
研
究

‐５‐
東
京
都
渋
谷
区
大
山
町
■
の
５

一Ｔ
●
〇
三

・
四
六
九

・
七
六
三

一

③

選
び
ぬ
い
た

本
物
の
味
を
皆
様
に

純
正
食
品
製
造
・
販
売

▽
△
実
業
（株
）

玄

米

太

郎

‐５．

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町
■
の
５

一Ｔ

●
〇
三

・
四
六
九

・
七
六
三

一

35ミ リ 70ミ :タ 才



種   別 年 会 費 徴特

A 正 会 員 12,000Fl
月刊機関誌 (年間11回発行)1部送呈。会員証、会員バ ノジ。各種行事割引。料理教室、無
農薬玄米配布のカムカムクラブ入会可。各種相談を受けられる。日本 CI発行の図書・テー
プ5%引 き (図 書券で)

B 賛助会員
12,000円

を2日以上
機関誌毎号 2部送呈。その他は正会員に同 じ。日本 CI発行の図書・テープ10%引 き (図 書
券で)

C 誌   友 5.000Fl 月刊機関誌1部送呈。料理数室、無農薬玄米配布のカムカムクラブ入会可。

D 法  人
30,000Fl

(2分割可)

④に同じ、本誌巻末に毎号、店名・住所・電話・営業時間・申し込み回数・その他を広告。
「新しき世界へ」5部配布 日本CI友の店シール配布

月刊『新しき世界へ』購読案内

●下記の用紙または振替用紙に記入し、会費を添えて、〒151東京都渋谷区大山町115 日本CI協会会員係 にご送付 ください。

.糧 経巨 ∃  財 団 日 本 CI協 会 入 会 申 込 書 皓書で書いてください。)

私は日本 CI協会の会員になりたく、次の通 り申 し込みます。 (会員別の符号を○でかこんでください。)

□ 年 □ 月号から
□ 年間分

A.正 会 員   B.賛 助会員    C.誌   友
(12,000円 )    (12.000円 を  口) (5,000円 )

D.法人 (店舗)

(30,000円 を  口。 2分割可)

日付
刀
ロ■いったん納入された会費、誌代は、返却できません。

日
本

Ｃ
Ｉ
協
会

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

は
、
桜
沢
如

一
が
創
立

し
た
、

マ

ク

ロ
ビ
オ

テ
ィ

ッ
ク
運
動

の
国
際

セ
ン
タ
ー
で
、
研

究

・
教
育

・
普
及
活
動
を
展
開
し
て
い
る
非
営
利
団

体

で
す
。
会
長
、
桜
沢
里
真
。

活
動
内
容

は
、

①
実
用
弁
証
法

（無
双
原
理
）
と
正
食
法

の
研
究

・

実
践

・
普
及
。

②
桜
沢
如

一
ほ
か
、
右

の
内
容

に
関
連

し
た
図
書

・

出
版
物

の
刊
行
。

③
講
演
会

・
講
習
会

・
研
究
会

。
正
食
料
理
教
室

・

正
食
医
学
研
修
講
座

・
海
山

ス
キ
ー
な
ど

の
健
康
学

園
、
特
訓
セ
ミ
ナ
ー

・
海
外
研
修
旅
行

の
開
催
。

①
正
食
医
学

に
よ
る
食
事
健
康
相
談
会

の
開
催
。

⑤
出
張
講
習

。
講
演
会

な
ど

の
斡
旋
。

⑥

日
本

Ｃ
Ｉ
協
会
事
業
部
門
と
し
て
オ
ー
サ

ワ
ジ

ャ

パ

ン
株
式
会
社
が
あ
り
、
純
正
食
品

。
無
農
薬
農
産

物

・
料
理
器
具

。
自
然
化
粧
品
な
ど

の
普
及
販
売
。

⑦
関
連
活
動
団
体

、
各
地

セ
ン
タ
ー
、
事
業
組
織
な

ど
が
多
数
活
躍
中
。

③
欧
米
は
じ
め
全
世
界
に
関
連
団
体
多
数
活
動
中
。

氏 名

職 業 (

明
男・女   生年月日 人

8Д
年 月

)

日生

フ リガ ナ

住  (〒     )(°
°号室)(○○様方)と 詳しく

所 TEL

ご家族 ① 独身 ② 既婚 (家族名・構成内容 )

玄米歴 備考
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■
＊
印
は

「桜
沢
如

一
著
」
で
す
。

初
め
て
の
方
に
お
勧
め
す
る
本

＊
魔
法
の
メ
ガ
ネ
　
無
双
原
理
の
物
の
考
え
方
　
　
一、〇
〓
円
　
一工
一き

＊
永ヽ
遠
の
小
手
守
　
少
年
よ
、
大
志
を
い
だ
け
／
　
　
　
　
七二
〇
円
　
〒
一一〇
〇

＊
食
養
人
生
読
本
　
食
養
で
開
く
自
由
の
人
生
　
　
一、〓一〓
円
　
一Ｉ
一吾

＊
生
命
現
象
と
環
境
　
ゃ
さ
し
い
ェ
コ
Ｒ
ン
ー
　
　
　
七吾
円
　
一Ｉ
一〓

＊
新
食
養
療
法
　
正
食
身
むヽ
改
生ヽ導法
　
　
　
　
　
　
一、〈８
円
　
一Ｉ
一吾

＊
東
洋
医
学
の
哲
学
　
最
一呂
判
断
力
の
書
　
　
　
　
一一、０
８
円
　
一Ｉ
一吾

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理

（桜
沢
里
真
著
）
　
　
　
　
⌒口窃
‘

食
養
料
理
カ
ー
ド
（１
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
８
円
　
一〓
一日

食
物
の
陰
陽
表
　
色
刷
り
一枚
　
　
　
　
　
　
　
一一８
円
　
一二
舌

正
食
医
学
の
救
急
手
当
法
　
色
刷
り
一枚
　
　
　
一一８
円
　
一工
舌

食
物
に
よ
る
健
康
法

・
料
理
法
特
集
翁
新
し
き
世
界
へ
Ｌ
吾
号
）

二
、〇
〓
円
（送
料
共
）

＊
永
遠
の
子
供
　
　
　
　
　
　
　
　
一一、二
８
円
　
一Ｉ
一吾

＊
食
養
講
義
録
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、三
８
円
　
一〓
一８

＊
新
し
い
栄
養
学
　
　
　
　
　
　
　
一一一、三
８
円
　
一〓
一８

＊
世
界
恒
久
平
和
案
「意
志
」
教
育
五
十
年
の
実
験
報
告

一、
０
８
円
　
一〓
一〓

＊
桜
沢
如

一
ア
ル
バ
ム
　
　
　
　
　
　
〓
８
円
　
一Ｔ
舌
ｏ

石
な
左
玄
著

七
、三８
円
　
一Ｔ
吾
ｏ

化
学
的
食
養
長
寿
論
　
食
養
の
原
典
／

桜
沢
里
真
著

し
い
解
説

リ

マ
ク

ッ
キ

ン
グ

　
豪
華
カ
ラ
ー
と
詳

七
、
五
８

円
　
一Ｉ

一吾

米
国
の
食
事
改
善
目
標
　
米
上
院
栄
養
委
邑
ｏ
円
　
一Ｔ
里

桜
沢
如

一
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

９０
分
ヽ
１
本

一一、六
〇
〇
円
　
一Ｔ
毛
ｏ

判
断
力
の
話

６０
分
×
２
本

〓一、〇
〇
〇
円
　
一〓
西
ｏ

座
間
講
演

Ｇ

・
０
母
を
語
る
　
　
　
∞
分
Ｖ
ｌ
本

二
、六
８
円
　
一工

占

大
森
英
桜

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

生
命
と
食
物
の
歴
史

　

６０
分
×
２
本

二
、六
８
円
　
一〓
一日

６０
分
×
２
本

一一、六
〇
〇
円
　
一Ｉ
西
ｏ

食
物
の
陰
陽

宇
宙
の
秩
序
解
説

　

　

６０
分
×
２
本

二
、六
８
円
　
一〓
一日

子
供
の
病
気
と
食
養

　

９０
分
×
２
本

四
、七
８
円
　
一〓
一日

（軽
装
箱
入
特
価
）

ｏ
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
出
版
物
は
、
日
本
Ｃ
ｌ
協
会
友
の
店

（本
誌

巻
末
参
照
）
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

（じ
現
金
書
留
、
ま
た
は
一８
振
替
東
京
？
冗

ｏ
本
部
へ
の
注
文
は
、

里
量
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
へ
、
代
金
と
送
料
と
注
文
品
を
明
示
し
て
送

２
の
場
合
は
、
２
適

金
し
て
く
だ
さ
い
。
①
の
場
合
は
１０
日
、

間
み
て
く
だ
さ
い
。

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

〒
‐５‐
　
東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

一
一
―
五

電
話

　

（〇
三
）
四
六
九

・
七
六
三

一
Ｑ

＊
無
双
原
理

・
易

＊
宇
宙
の
秩
序
　
最
重
大
Ｐ
Ｕ
書

＊
病
気
を
治
す
術

・
病
人
を
治
す
法

人
生
論

中
自
然
医
学
　́
新
食
養
療
法
よ
り
詳
し
い

＊
健
康
の
七
大
条
件
　
正
義
に
つ
い
て

中
心
臓
を
入
れ
替

へ
る
法
　
悪
魔
の
書

＊
人
間
―
こ
の
未
知
な
る
も
の

（カ
レ
と

＊
生
体
に
よ
る
原
子
転
換

（ヶ
ル
ヴ
フ
と

＊
自
然
の
中
の
原
子
転
換

（ヶ
ル
ツ
フ
と

一、三８
円
　
一Ｉ
一吾

一、０
８
円
　
一〓
一８

七
吾
円
　
一Ｉ
一〓

二
、三８
円
　
一〓
一吾

二
、０
８
円
　
一〓
一８

二
、三
８
円
　
一〓
一〓

一二、三〇
〇
一円
　
一Ｔ
一．あ
〇

＊
ウ
ナ
ギ
の
無
双
原
理

＊
我
が
生
命
線
爆
破
さ
る

＊
健
康
戦
線
の
第

一
線
に
立
ち
て

＊
中
央
ア
フ
リ
カ
横
断
記

＊
不
思
議
な
世
界

＊
う
さ
ぎ
の
ビ
ピ

＊
Ｐ
Ｕ
中
国
四
千
年
史

＊
パ
ス
ト
ゥ
‥
ル
の
審
判

＊
千
二
百
年
前
の

一
自
由
人

＊
兵
法
七
書
の
新
研
究

＊
最
後
に
そ
し
て
永
遠
に
勝

つ
者

＊
コ
ン
パ
文
庫
５

＊
コ
ン
パ
文
庫
６

＊
Ｐ
Ｕ
歌
集

＊
人
間
の
秩
序

〈
ｏ
ｏ
〔間
　
一Ｔ
一あ
〇

八
８
円
　
一Ｉ
一〓

一、三
８
円
　
一〓
一吾

一、０
８
円
　
一Ｉ
一〓

〈
８
円
　
一〓
一８

〈８
円
　
一〓
一８

一、三
８
円
　
一〓
一吾

八
８
円
　
一〓
一８

一、三
８
円
　
一〓
一吾

二
、０８
円
　
一〓
一吾

一、二８
円
　
一Ｉ
一８

一堪
８
円
　
一■
一吾

二
、八
８
円
　
一Ｉ
一吾

三
８
円
　
一〓
一８

一、二８
円
　
一Ｉ
一８

■
２
冊
以
上
の
場
合
の
送
料
は
、
定
価
合
計
が

三
千
円
未
満
　
一二
百
円

六
千
円
未
満
　
四
百
円

一
万
円
未
満
　
五
百
円

一
万
円
以
上
　
エハ
百
円
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もうひとつの学校

A New School
]日 本CI協会は桜沢如一 (1893～ 1966、 海外ではジョルジュ・オーサヮ)先生の残 された思想を継

承・発展させる場一一A・ N・ S新オーサワ塾を開講します。

]A・ NoS(も うひとつの学校)は、戦後まもなく桜沢先生が始めた合宿研修講座A・ N・ S(新
しい学校)「世界政府大学講座」に因んでつけられた名です。

]陰陽の物の見方、考え方を身につけ、科学・宗教、思想・行動に最高の判断を下す万物転換の原理

=宇宙の秩序を、日本CIの総力を結集した本塾で学びください。

卜回の時間割〕

時間目―一ゲス ト講師による講演

.4時間日―一本講師による講義

1時間目―一桜沢先生の著書の読書会

1時間目――講師と塾生との質疑応答

キ リ ト リ 線

′l 日 第1期 A・ NOS新オーサワ塾①申込書 1986年 1～ 6月

各国参加 =19,500円

(外 ,rIの場合は 18,000円 )

一括前納=106,000円

(外泊の場合は 98.000円 )

部分参カロ 1.2 3.4.5
1:薄義 3,300円  講義番号に○をつけて下さい

,サ

円を添 えて申込みます。

一Ｔ

箭

明
大 年  月  日生
日召

1 正会員 (の 家族)です 番号

2 誌友 (の 家族)です  番号

3 入会申し込みます

雨への質問―― 座談の時間に取り上げます



郡 司 篤 孝

食 品 添加 物

小 川 み ち

『わが遺書』

小 川 み ち

食養料理につ

いて

小 川 み ち

質 疑 。座 談

4/26～
3

明

表

方局詢見

宮

元

の

佐 々 井 譲

病気と体のメ

カニズム

佐 々 井 譲

『生体による

原子転換』

佐 々 井 譲

イノチとは ?

新しい生理学

譲

談

井

座
々
疑

佐

質

大 森 英 桜

『無双原理 。

易』

6/21^

山 口 卓

『未開人
`神と日本オ

山 口 卓

新 しい世 1

の新 しい:

桜 沢 里

『中央ア

カ横断記
`

思い出

秀

の

沢

気

宮

磁

▲第 1期 A・ NoS 講師と

日 時/昭和61年 1月 25日  2時一―受付開始、3時一一開塾の辞 。牛尾盛保副会長

主催 。会場/日 本CI協会 (小田急線東北沢駅下車 3分)〒 151東京都渋谷区大山町115
803・ 469・ 76310

研修費/19500円 (宿泊費含)外 泊の場合は18000円、部分参加は 1講義3300円

持参品/食器―一茶わん、汁わん、中皿、はし、布巾、雑巾、学習用具

申込方法/申込書に記入し、研修費を添えて日本CI協会あて現金書留で送るか直接持参する。

(初めて受講なさる方は日本CI協会の正会員=年 12000円 または誌友一年5000円 にな

ることが必要です)締 切り/1月 21日 (火 )

取消し/締切り日までの取消しは手数料2000円 をひいて返還 します。それ以後の場合は会の運営

上、半額返還となります。

*食事は日本CI協会の料理部が調理する玄米正食料理です。*講義の録音はご遠慮下さい。

*①～⑥まで受講された方にはすてきな記念品を贈ります。

三 木 成 夫

消化系のなり

たち

大 森 ― 懸

妊娠 。出産 。

育児

大 森 ― 慈

『食養人生読

本』

橋 本 政 憲

ひとはなぜ穀

物を食べるか

橋 本 政 憲

『化学的食養

長寿論』

小 川 み ち

伝承すべきも

の、選択すべ

きもの

大 森 英 桜

GOの クラッ

クス

川 嶋 正 治

映画批評と質

疑

-10-



公物による健康法・家庭医学百科

九州 、中国方面の

陰陽 の原理 にもと

ます。ぜひ一度 、

字 と

催され

「
`〃

Vも よ ワ ′
申 く

`^ 
谷 た レ ~`J~日 ■

'

◇健康一―こんな大切なものはありません。誰でもが、健康な心と身体をもち、やりたいこと

を思う存分できる人生を願っています。

◇健康といってもそれはただ病気でないことではありません。

◇真の健康、真の幸福とは何か―一何が人を健康にし、病気にするのか一―どうすれば健康で

幸福になれるか一―健康と生命の原点を探り、もっとも基本的な食を考え、実践するのが正

食です。

◇他にたよらず、一人一人が自らの力で自分の健康と幸福を確立する具体的な方法をこの講座

で学びましょう。

◇玄米正食料理をおいしくカミながら、健康と自由・平和の原理を学ぶ、一泊二日の研修です。

I夕θび・201
員 。その他の皆さまの協力を得 、

いた正食医学講座が、簿多会場に

の機会にご参加下さい。

しい時 r―eの常識

主 催

日本 C∬

-9-



●主催//日 本CI協会 〒151東

京都渋谷区大山町115
803-46976310
●会場/天理教鎮西大教会 〒815

福岡市南区大橋 4丁 目27の 20

●研修費/19,500円 (宿泊費含)

●持参品/食器―茶わん、汁わん、

中皿、はし、布巾、雑巾、学習用具
●申込方法/申込書に記入し、研

修費を添えて日本CI協会あて現

金書留で送るか直接持参する。日

本CI協会の正会員 (年 、12,000

円)ま たは誌友 (年 、5,000円 )

になることが必要です。
●締切り/開講 4日 前の火曜日
●取消し/締切り日までの取消し

は手数料 2.000円 をひいて返還し

ます。それ以後の場合は会の運営

L、 半額返還となります。
*食 事は日本CI協会の料理部が

調理する玄米正食料理です。
*①～⑥まで受講された方には、

「正食医学講座修了証Jを 発行い

たします。

①正館 ■■2月■■21■ IC輝鶉劇目1116舞17118‐ 日
名種病気の原因、症状と療法

1.生殖器

2.脳 と神経

3。 目

4.耳、鼻、歯、日、のど

5.骨、関節、外傷

6.皮膚、血液

1.無双原理解説

2.人間の成りたち

3.穀物 (主食)の陰陽、効用

4.野菜、海草幅1食)の陰陽、効用

5.調味料、加工品の陰陽、効用

6.食べ方、宿便 と反応

②基養編■■31層|■ 12‐ 日 ⑥各論編Ⅲ ‐7月 5■ 6■

1.動物性食品、果物、飲料の陰陽

2.体質、年齢、性、労働、環境別食養法

3.救急手当法の用い方、実習

4.食物療法食用品の作り方、用い方

5.消化の生理と造血、物質転換

6.食の段階と病気の七段階

各種病気の原因、症状と療法

1.内分泌、アレルギー

2.こ ころの病気

3.子供の病気、老化

4.ガン (胃 、子宮、乳 )

5.ガン (自 血病、肺、その他)

6.寄生虫、食中毒、感染症

③基礎編1 4月 5。 6日
‐

1.人体発生学と臓腑の陰陽

2.五行説と気と経絡

3.望診法 (人相、手相 )

4.望診法 (体 、性格、便尿、その他)

5.自 律神経とバイオリズム、心療法

6.症状にみる陰陽判断の仕方

④各論欄111■151月13● 4日

各種病気の原因、症状と療法

1.呼 吸器 (気管支、肺 )

2.循環器 (心臓、血管 )

3.消化器 (食道、胃)

4.消化器 (十二指腸から肛門)

5.肝、胆、膵、牌臓

6.泌尿器 (腎、膀脱 )

(講師 )大森英桜 大正 8年 11'1、 静岡県熱海生まれ。
昭和123年、偶然、桜沢如一著『宇宙の秩
序』『新食養療法』にふれ、以来、正
食の研究30余 年。

博多駅→地下鉄で天神駅→ (乗 りか

え)→西鉄大牟田線福岡駅→大橋駅

(協力)サニー健康食品 〒&3 福岡市東|え 千1:15-105

8 092-681-0883

あ ま の が は 〒8“ 福岡晩t人里Fjlll「 栄町2416
8 092-581-4916

1日 目l■l、 時間割
12:30～ 1:00 受付

1:00～ 3:00 講義 1

3:30～ 5:30 講義 2

5:30～ 6:00協会読明

6:00～ 7:30 夕食

7:30～ 9:30 講義 3

11:00ヽ      '肖 !∫ 、 京尤
"蔓

2日 目(日 )、 :時間害1

6:00～ 7:00 起床、清掃、歌

7:00～ 9:00 講義 4

9:30～ 11:30 :溝義 5

11:30～ 1:00 朝食

1:00～ 1:30 写真、次回分受付

1:30～ 3:30 講義 6

キ リ ト ' 線

正食医学講座 ① 申込書

,F虞
窟
大
案とゴ燿摯7分

ll II (1986年 2月 ～86年 7月 )

1 各国参加=19.500円     2 -括 前納=106,0001i1    3 劇∫分参加1 1 2 3 4 5 6
(外泊の場合も変わりません)                 1講 義 3.30011〕 講義番サ)に Oをつすてドさ1

TEL り;

女

( )歳 職  業

1ヽ 名
rJ `七 1明

大 年 月 日 生
口召勤務先

フ,,ナ

(〒

|し ,1斤

)

1 正会員 (の 家族)です 番
'}_2 誌友 (の家族)です  番ケナ_

3 入会中し込みます

円を添えて申込みます
*今回で全6回 を修了する方は

ここにサインをしてください

*会場に宿泊

-8-

*講義の録占はご遠慮 下さい (有 橿
一



&Ctl」ⅢUtt CAMIP
2月 29日 午後11時新宿西□安田生命前集合。

0日 午前零時出発。南郷村到着は午前 7時。

1月 2日午後11時南郷村出発、午後 6時新宿到着。

チャーターバスは、往復デラックスバスです。フルリク

ライニング・シート。雪道ベテランの会津バス。

、または、電車利用の場合

●浅草 (電車)鬼怒川温泉駅 (バ ス)会津田島 (バス)南郷

(山 □ )

●上越線・小出・只見経由・南郷 (さ ゆり荘 )

●磐越西線 。会津線経由 会津田島 (バ ス)南郷 (山 □ )

●宇都宮 |.C・ 今市|.C(121号線 )。 会津田島 (289号 線 )

南郷 (山 □)

●都山l.C(49号 線)会津若松 (121号線)会津田島 (289号

線)南郷

01ヽ出 (252号線)只見 (289号 線)南郷 (さ ゆり荘 )

:。 国道289号 に全長2,010Mの 駒止 トンネルが開通し、完全除

雪の白いハイウエーで快適な ドライプが楽しめます。

デレンデからの雪と氷に輝やく、会津駒ケ岳・尾瀬の山並み

つ壮大な景観には、きっと感激されることでしょう。

さあ、白銀の世界へ、Let's GO〃

スケジュール表 (大人 )

12月 30日 月 12月 31日 吠| !月 1日 豚 | ヨ2日 体
南 郷 村 至J着 起 床  清 掃 起 床  清 掃 起 床  清 掃

受 付  開 校 式 合気道 真向法 合 気 僣  亘 面 扶 合気道 真向法
8 朝 食 朝 食

年 頭 あ い さ つ
食

フリースキー

温     泉
ス キ ー 教 室

閉  校  式
ス キ ー 教 室

バス移動

赤羽駅経由

新宿着

1両□ )

食 昼
一

食 合

ス キ ー 教 室

フ リースキー

温     泉

フ リー ス キ ー

泉

年越そば 実演

ス キ ー 大 会

も ち つ き

Ｄ
麺 泉

6 タ 食 タ 良 タ 食

8
講  義  ¬ 講  義  2 講  義  3

と

ク

△
西　
ツ

談

ナ

座

ス

座談会とスナック

年忘れパーティ

ル
）
ク

△
〓
　
ツ

談

ナ

座

ス

11 Ｗ
月 灯 鹿 島 神 宮 詣 で 火]

●講師紹介

り|1嶋正 治 戦後、桜沢如一先生の青年教育道場M・ |(メ ゾン・

イグノラムス)で勉強。現在、 F新 しき世界へ』誌に映画批評を連

載中。

石 日日英 湾 群馬マクロビオティック・センター主宰。著書に『生

活革命 玄米正食法』『「元気」の革命――陰陽は宇宙の根本法則

である』。

勝 又 靖彦 日本CI協会の前身、「日本Ci」 で道場生 (PUネー

ム、トーマ)。 現在は、株式会社「天塩」常務。

参 加
卜
申 込 書

り 線

円 ( )人分を添えて申込みます。

〕本CI協会御中
1985年   月

1参加費合計

陥

チヤーータ|■便発着案内

●備考 正 会 員 賛助会員 誌

ヽりがな

丁EL

家族 同行者名

歳(男 女 )

歳(男 ・ 女 )

・言:請記認さ岸涎昇羹責ζ
夕
1ダζ鼎科蒲嵌鶴品87唐

せん。
遮
利雪薪蝙8懸 :1途

■貨スキーの申込み ■希望靴サイズ(  )cm× (  )足  (  )cm× (  )足
●大人3,000円 ×(  )日 ×(  )セ ット●子供1,500円 ×(  日)× (  )セ ット

友 法人(店舗 )

´ヽ

３

参加費 大人/36,000円
子供/28,000円

グループ (4名以上)、 会員は10%の
害」引きです。

DCI調 理部による純正食養料理で健康な体をつくりましょう。●ご飯茶碗 、汁椀、中皿 、おはし、ハンガー 3本 、
ふきん 、雑きん、筆記用具等ご持参ください。

年齢 ・1■月」 職業



「 URE CA闘]F

◆純玄米菜食料理によって内宇宙C
エネルギーを最大限に開放しよう/

●東京からのバスの便は往復チャーター。片道 5時間東北への旅ノ

●湯量たつぶりの温泉。茅ぶき屋根の曲り家、素朴て人情味あふオ

る自然郷 ′

●初心者から上級者まで、リフト待ちなして楽しめるスキー・パ
=

ダイス .′

●リフト5基 、ロープ トウ2基 。雪質も最高′

●〔食〕・ 〔息〕・ 〔動〕。〔想〕・ 〔遊〕一――こころとからだのバラン

を学ぼう′

●年越しそば、餅つき、スキー大会など大いに楽しめます。

東北錦 境嶼 攀 ・南郷‐イ■場

開催要領
■期  間

12月 29日 1日)夜中～1月 2日休|。 (3泊 4日車中1泊 )

■会  場

宿泊所/さ かい公民館 〒967-06福島県南会津郡

南郷村界 TEL.02417-3-2819

■参 力0贅

大人/36000円 (バス代、貸スキー代は男」)

子供/28000円

※12歳以上を大人とし、4～ 12歳 までを子供とす

る。4歳以下の乳幼児の参加については、係に

ご相談下さい。

■グループ(4名以上)参加と日本CI協会会員は、

10%の害」引です。

※期間中、子どもの面倒は、家族がみて下さい。

■定  員

80名 (申込み先着順 )

■スキー教室 〈全日本スキー連盟公認スキー学校〉

●南郷スキー場は、標高1,000mの伝上山の斜面に

7つのゲレンデがあり、初心者から上級者まで

の、レベルに応じたスキー教室を用意しました。

■さかい温泉さゆり荘大浴場は、一面の銀世界を

眺められ、最高 ノ ー日中楽しめます。

■申込み方法

●下記参力0申込書にご記入のうえお送り下さい。

参加費は現金書留、または直接ご持参下さい。

●12月 20日 で締切ります。12月 20日 までの取消し

は手数料2,000円 を引いてお返し致します。

21日 以降の取消しは会の運営上、半額を差引ι

ての返金となります。ご了承下さい。

■申込み先

〒151東京都渋谷区大山町11-5

日本CI協会「冬のスキーキャンプ係」

丁EL.03(469)7631 担当/川越

■健康保険証をご持参下さい。団体障害保険加入)

■貸スキーの申込み 。リフト料金について

●スキー板・スキー靴・ストックー式で大人 lE

3,000円 、子供 1日 1,500円 です。申込用紙に賞

スキー使用日数と申込数及び判iサイズを明記α

上、申込んで下さい。靴は1 8cmか ら27cmま で。

●リフトは大人、1日 2,500円 、子供1日 1500円 です。

後
援

南郷村企画観光課

南郷村営スキー場

さかい温泉さゆり荘

協満
~美ワジヤバン(亀

賛
:y)日 釜

食 用
握

研 究
重薩日本CI協会
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ノしオフrノ

巻

6 :00

8 :00

10:00

i2:00

3 :00

5 :00

7 :00

9 :00

1月 2日的 3日 (a 1 4日 (土 ) 5日 旧) 6日 帽)

8:00集合 赤羽南□

8:30出発

3:30
到着

開校式

ス キ ー 教 室

ス キ ー 大 会

(フ リースクール主催 )

かえりじたく

9:30

10:00 出 発

4:30

昼 食  弁 当

ス キ ー 教 室 フ リ ー ス キ ー

(自 由にすべる )

備

ぶ

き

準

そ

つ

神

あ

の

と

ち

歳

雪

も

お ん せ ん

タ 食  あ と か た づ

おたのしみ会・スライ ド
ゲーム うた

け

オリエンテーション

班わけなど
歳  の  神
(央 まつり)

お や|■ す |み な さ
―
い

●くわしいことは、12月 の子供スキーキャンプ説明会でお知らせします。
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~ふ の二働 1健 康け回

φ ねヾ 働

警舗難
:こ

燿

1月 2日 l■l～ 6日 (月 )

南郷さかい公民館

36,000円 +交通費 9,000円
(賞 しスキー、リフト代含む)

9歳からうえ (708歳 寒さに自信のある人受け付けます )

驀

鎌

ガラノヾ ゴス・ |¬了フリカの
命っ≒句■ち

 ヽ  
″  '~ ・        、

◇



=奏物による健康法・家庭医学百科=
==正

食医学講座 ⑥ のご案内==
日 時/H召和60年 11月 23日 12時―受付開始、11月 24日 -3時半解散。 1泊 2日

会 場/日本 CI協会 (小田急線東北沢駅 ド卓 3分 )

〒151東 京都渋谷区大山田rll-5 ● 03・ 469・ 7631“句

講 師/大 森 英 桜

研修費/19500円 (宿泊費含)外泊の場合は18000円

持参品/食器―一茶わん、汁わん、中皿、はし、布巾、雑巾、学習用具

申込方法/申込書に記入し、研修費を添えてll本 CI協会あて現金書留で送るか直接持参する。

(初めて受講なさる方は日本 CI協会の正会員一年120001]Iま たは誌友=年 o000円 になる

ことが必要です)

締切り/11月 19日 (人 )

取消し/締切り日までの取消しは手数料2000円 をひいて返還 します。それ以後の場合は会の運営上、

11額返還となります。

*食 事はlJtt C I協 会の料理部が調理する玄米|ド 食料理です。

*①～⑥まで受講された方には「正食医学講171/修 了証」を発行いたします。

く講義の内容 時間割〉

11月 23日 (土・祝日)

12

1

3

5

6

7

11

00-‐ 1

00^-3

30-5

30-6
00--7

30--9

00ヽ―

00 ・曼 il

00「‖義 1-内分泌、アレルギー

30 講機2-こ ころの病気

00 協会説 |り
l

30 ク 食

30 講義 3-子 供の病気、老化

消灯、就寝

11月 24日  (日 )

6:00ヽ 7:00 起床、清掃、体操、歌

7:00～ 9:00 講義4-ガン (胃 、子宮、乳)

9:30～ 11:30 講義 5-(白 血病、肺、その他 )

11:30～ 1:00 朝 食

1:00～ 1:30 写真、次回分受付

1:30～ 3:30 講義 6-寄生虫、食中毒、感染症

3:30～ 4:00 受講生交流茶話会

◇玄米正食料理をおいしくカミながら、健康と自由・平和の原理を学ぶ、一泊二日の研修です。

キ リ ト リ 線

和  年  月  日    正食医学講座⑥ 申込書 (1985年 5月 ～85年 11月 )

各llll参 加=19.500円

(外泊の場合は 18,000円 )

部分参加 1.2.3.4.5.6
1講義 3,300円  講義番号にOを つけて下さい

フリカナ TEL
男

女

( )歳 職  業

it名
白 ´

七 明

大 年 月 日 生
日召勤務先

1 正会員 (の家族)です 番号_
2 誌友 (の家族)です  番号_
3 入会申し込みます

一Ｔ
)

fL所

円を添えて申込みます
*今回で全6回 を1蓼 了する方は

ここにサインをしてください

*会場に宿泊 (有 。無)

-3-
*溝義の録音はご遠慮下さい



日時/昭和60年 11月 16日田～11月 17日 (日)1泊 2日       (1/61時受付開始、%3時閉会)

主催・会場/日本Cl協会 (イ ンターマック)本部 〒1馴 東京都渋谷区大山町11-5● 004697631

初級、中級一緒に勉強します。3回で初級修了、それ以後4回の受講で中級を修了します。

●講師/桜沢里真、吉成知江子

●特典/所定のコースを修了された方には

希望によリリマ・クッキングアカデミー

の初級、中級修了証を授与します。
●受講料/14,000円 (材料費を含む♪CI
会館に宿泊する人15,500円、部分参加は

1講義3500円

●申込み/申込書に記入し、受講料を添え

て現金書留で食養料理講座係へ。

●締切り/11月 12日 ω 必着。ただし、定

員になり次第、締切 ります。

●取消し/11月 12日 までは、手数料2000円

, を引いて返還。それ以降は会の運営上、

半額返還となります。

●持参品/筆記用具、ねまき、エプロン、

スカーフ (頭にかぶるもの)、 容器、雑巾。

●日本Ci協会の会員 (正会員、年 1万 2

千円など)または誌友 (『新しき世界へ』

購読、年 5千円)になること。

11月 16日 (土 ) 11月 17日 (日 )

6:lXl  起床、清掃、体操、歌

7:lXl(3)オ
サツ入り玄米_~6/

 ` あんかけ豆腐/切干し大根
10illllあ げ煮込み/′ jヽ かぶ塩おし

質 疑 応 答

受 1す

i∞ 響瓜賃係%兄皐曇

`
15:00ろ がし/オープンサンド

t'''o o) a->^qr,*:fr.,/t fr*2iz-/tEAWn
t6.30 ,/tr#flL./ati=)>

解 散

次回は 2月 15日 、16日

の予定です。

自 由 時  間

18:llCl

(2)蓮根、三葉入り玄米ご
飯/味 no汁/南瓜天プラ/
ヨモギ入リカリントー

ヽ

自 由 時  間

23:lXl  消灯、就寝

キ リ ト リ 線

1.CI会館に宿泊=15,500円  2.外泊します=14.∞0円 3.部分参加 料理一、二、三、四 (各3,5∞ 円)

,、 リカウよ

男

。
女

( )歳

日

生

月年
明
大
昭

相

・
聯

正会員(の家族)です。番号
誌友(の家族)です。 番号
入会申し込みます。

氏名

●、リカ総

一Ｔ )

住 所 道
県

都
府

自宅 市外局番

電話 (   )
職 業

勤務先

勤務先 市外局番

電 話 (  )

円を添 えて申込みます。

日 月 日本 CI協会御中

今までに食養料理集中講座を受講された

方は、記入してください。

-2-



‐

小田急線

(各駅停車)

■毎木曜日は休館です。

(1階の食品店は、本曜と行事のない祝日が定体 B)

日 本 CI協 会
〒151東京都渋谷区大山町11-5

0会員でなくても参加歓迎です     803・ 469。 7631 1ft)

●録音はご遠慮ください。  小田急線 。東北沢駅下車2分

11月 2日 l■1 6時 ～ 8時半 世界を歩 く (大竹利和

スライ ド映写会)会費/500円 (軽食付 )

11月 5日ω  2時半～ 4時半 P∪ と女性の生き方

一一山口卓三先生 (正 食協会代表理事)を 囲んで。

会費/500円

‖月 9日 l■1 11時～ 1時 教育こんだん会「親と ,

のふれあいってなあにJ講師/小野崎泰幸 (東 京人

学東洋文化研究所出身)会費/500円

11月 9日 l■1 2時 ～ 5時 正食医学による健康相談

講習会 (公 開)講師/大森英桜 正 しい食べ物、正

しい食べ方による、各病気、各体質にそった食箋指

導の公開講習会です。相談希望の方は必ず予約 して

ドさい。聴講はどなたもできます。会費/相談をす

る人 (正会1:)=10,000円 聴講=正会員2000円、

誌友 。・般 =2500円

11月 10日 (日)こ どもの行事一一オルゴールのJヽ さな

博物館 (文 京区日ri台 )見学 くわしくは協会沢田

まで:)

11月 11日 (月)6時 ～ 8時 健康書道教室 講師/織
田秋海 会費/500FII 毎月第 3を除 く毎週月曜日。

筆、硯、紙、文鎮、羅汁など持参のこと。11月 ～12

月の稽占日は%、 %、 %、 %です。%は お休みします。

11月 16日 l■l・ 17日 (日)食養料理集中講座17 初級・

中級 i樺師/桜沢里真、吉成知江子 詳細は別紙を

ご覧 ドさい。

11月 18日 (月)11時 ～ 5時 食養相談日 (毎 月第 3月

曜)相 :淡 無料、11近 の食事傾向を記録 し、持参 して

ください。

午後 1時～ 3時 お産の勉強会「からだと心の感受

(ど う変わる?)」 ゲス ト/金谷真澄 会費/1000円

11月 22日 le1 6時 半～ 9時  オーサワフォーラムo2

会費/5001:|(茶 菓代含)*ル イ・ケルブラン第 3

集『低エネルギー原子転換の生物学における実証』

のつづ き。テキストコピー代実費。

11月 23日 (土、祝)・ 24日日 正食医学講座⑤ (各論編

Ⅲ)II師/大森英桜 東京インターマノク会館「第

11期 正食医11講座Jの最終陣|、 くわしくは別紙 をご

覧 ください。

12月 1日 (日)11時 ～ 2時 正食医学による健康相談

講習会 (公開)講師/大森英桜 %参照

午後 3時～ 5時 講演会「西洋占星術と黒魔術一占

いはどこまで当るか」講師/大森英桜 会費/正会

員=1200円  誌友・一般 =1500円

12月 3日 ω  2時半～ 4時半 PUと 女性の生 き方

一―山ll卓三先生 (正食協会代表理事)を 囲んで。

会費/500円

12月 7日 l■1 1時 ～ 4時 食養おせち料理講習会 1)

講師/桜沢里真 会費/3000円  定員40名 、要予約。

午後 6時～ 8時半 世界を歩 く (5大陸 を冒険旅行

してきた人竹利和スライド映写会)会費/500円 (軽

食付 )

12月 8日 lB)食養料理教室リマ・ クッキングアカデ

ミ=秋期修了試作会 昼の部11時持参、12時～ 2時、

夜の部 3時持参、 4時～ 6時。

12月 14日 l■1 11時 ～ 1時 教育こん談会「今、なぜ

教育なの」講師/小野崎泰幸 (東京大学東洋文化研

究所出身)会費/500円

12月 15日 (日)11時 ～ 2時 食養おせち料理講習会 2)

講師/桜沢里真 会費/3000円  定員40名 要予約

12月 16日 0 11時～ 5時 食養相談日 (毎月第 3月

曜)相談無料、誌友・一般は正会員の手続 きが必要。

12月 22日 lB)‖ 時～ 3時 初心者のための玄米試食

会+食事相談会 会費/1500円  はじめての方への

オリエ ンテーション、風邪・感冒にかかったときの

食事、今ずり米の試食があります。電話で要予約。

11月 8日 倒 6時～ 9時 やさしい無双原理 勝

又靖彦 会費/500円
11月 17日 lH)4時～ 6時 科学からみた鍼灸 峯

尾アヤ子

☆ 食 養 お せ ち 料 理 講 習 会 ☆

献 立 指 導 ―― ― 桜 沢 里 真



職

業

欄信
こ
の
欄
は
、
加
入
者
あ
て
の
通
信
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

会費 月号より 年分 (新規・継続)会員番号

A.正会員 B.賛助 C.誌友 D.法人 (店舗 )

玄米歴 年 (備考

ご家族①独身②既婚(家族名・構成内容

注文品または用件

〆 呈?捲警f電l詈 [:葉璽F界層畠澤蒐91と百i翼:糖 :ffな
い
た『写1こα黎

ノ
′
117捨FF「雷[:案璽I孵出澤191を百1?据 :『∫

なし
1轟

う
額
に
響|

純正食品、化粧品、器具な どの

ご注文にご利用 ください。 日本

CI協会の会費 (雑誌代 )、 書籍

などは、東京 0-194125 日本

CI協会の振替口座へ。

こ
の
欄
は
、
加
入
者
あ
て
の
通
信
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

フリガナ

氏 名

男

・女
生日月年

明
ｏ大
・昭

年

日

生

月



金
担］静

常
入

通
加 知通込払 票 謂鼎 倉 払 込 票

′ この払込通知票は、機械で使用しますので、下部の欄を汚さないように特に御注
意ください。また、本票を折り曲げたりしないでください。 (郵 政 省 )

‐―
―
…
…
―
―
切
り
取
ら
な
い
で
郵
便
局
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。
―
―
―
―
‐
‐
，

記
載
事
項
を
訂
正
し
た
場
合
は
、
そ
の
箇
所
に
訂
正
印
を
押
し
て
く
だ
さ

い

東 京 01

十 :万 1千
金

額

億 千 1百 1+|万 1千 百 1+1円

1 914 2 5
※

日本 CI協 会
料
　
金

払 込 み 特   殊

「

(郵便番号 備

　

　

　

考

受

付

局

日

附

印

口
座
番
号

東京

―
―
恒
Ｆ
Ｉ
Ｉ

ｎ
ｕ

十 万 1千 百 1+1番

914 112 5
加
入
者
名

日本CI協 会

金
　
額

百 1+1円
※

払
込
人
住
所

氏
名

備

考

受

付

局

日

附

印

払

口この払込通知票 は、機械で使用 しますので、下部の欄 を汚 さないよう特に御注

意 ください。また、本票 を折り曲げたりしないでください。 (垂6 政 省 )

込 通 知 菫
不 駐 ミ倉払込票

記
載
事
項
を
訂
正
し
た
場
合
は
、
そ
の
箇
所
に
訂
正
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

東 京 6F
金

　

額

白 |■  ll・ J

210 11712
※

オーサワジャバン株式会社
料

金

払 込 み 特  殊

円

(郵便番号

(電話番号

備

　

　

　

考

受

付

局

日

附

印

ら

な

い

で

口
座
番
号 東京 61 2 0 11712

加

入
者

名

オーサワジャパン株式会社

金

　

額

※

お
出

し
く
だ
さ

払

込

人

l■

所

氏

名

備

考

受

付

局

日

附

印

―

‐
　
　

―
―
―
′
′



■
東
北
沢
店
の
体
業
日
は
毎
週
木
曜
と
行
事
の
な
い
祝
日
で
す
。
土
曜

。
日
曜
は
営
業
。
（営
業
時
間
は
１０
時
半
～
１８
時
半
）

牌Tず
F ① 蝿

●カリフォルニアレーズン  1509 320円
″ 干りんご  lo09 400円
″ 干あんず  1009 450円

いずれも米国カリフォルニア州オーガニ

ック法443条 に基づいて、無農薬・有機栽

培で安全に生産された乾燥果実です。

カ リフォ

ルニアの

豊かな風

味 を味わ

い下さい。

新  発  売

●特選根昆布   1009     700円
肉厚で粘りのある最高級根昆布です。

ひと晩、水に浸 して昆布水として、また出

しにも最適です。三陸産。
●ゆずの香味  200祀 1,000円

無農薬無消毒のゆずの実のしぼリツ|‐ (無

塩)ですcう すめて好みにより適宜、気

のくすり飴などで甘味を加えジュースと

して、また「ゆずの粋」と同様の使い方も

できます。冬期のみの限定品です。

H月 中旬人荷 ■定。
●特選胡麻塩 (黒)  509   230円
国内産胡麻と海精塩を使用した胡麻塩の

決定版です。

●特選白胡麻 1009      400「 1

九州産、無農薬栽培 された貴重品。数に

限りがありますので品切れの際はご容赦

ください。

●特選ゆずの粋  100" 550111

無農薬無消毒のゆずの実のしばり汁です。

海精塩 を約 5%加えている他は 一切無添

加です。酢のもの、サラダ、鍋もの、揚

げもの等にお使い下 さい。

11月 中旬入荷 予定。
●無農薬栽培実 そば  2509   340円
殻を除いたそばの実です。そばがゆやそ

ばスープに、油で揚げてお菓子に、またそ

ばもやしとしてもお使いいただけます。

さらに、そのまま製粉機で挽けば、殻の入

らない香 りの良いそば粉ができます。

東北産。無農薬栽培。

再入荷商品

●国内産黒ごま  1509   380円
国内産金ごま  1009   320円
国内産自ごま  1009   320円
1珂 内産ごまの生産者が少ないため、キtの

確保が困難になってまいりました。

今ずり米とミニダップ 歳末セールのご案内

「米はスベテ籾のままIi:え なくてはならぬ。」

「無肥料の今ずり米が最上」等、桜沢先生

ご推奨の今ずり米が、家庭用小型電動籾す

り機 ミニダップによって手軽に実現できる

ことになりました。あなたもミニダップを

使って食養生活法の真髄である今ずり米を

是非一度味わってみませんか。
●粗すり機 1台  89200円 (12ナ l末 までサー

ビス価格80280円 )分割可。お問合せ下さい。

●期日 12月 1日 (日 )～ 12月 10日 (匁 まで。12

月5日 (木)は定休 日。●お買い上げ三千円以上

の方に、千円につき百円の商品券を進呈″

●発送のご注文も期間中ご入金された場合、

この対象となります。(イ11し 、 一部特殊商品

は対象外となります♪ ●ご来店お買い上げ

の方に紫敵な粗品をさしあげます。

お詫び 裏表紙掲載中の特選三年番茶は都

合により遅れます。しばらくお待ち下さい。

■
＝
月
３
日
（日
）―
―
束
北
沢
店
は
臨
時
休
業
し
ま
す
。
（＝
月
４
日
は
営
業
）



生産者シリーズ ∨oL ①

生
産
者
ガ
ン
バ
ン
ノ

オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン

健 康 と 華 福 へ の 道

マクロビオティック食晶

MACROB10TiC F00DS

①
¨

健康で明るく働く
川上さん夫妻

120g
550円

銹

ホ
ン
モ
ノ
の
番
茶
を

つ
く
り
た
い
…
…

鹿
児
島
の
北
海
道
と
呼
ば
れ
る
大
口
市
。

こ
の
大
口
市
の
山
間
部
に
は
農
薬
は
お
ろ
か
、

手
入
れ
も
さ
れ
な
い
ま
ま
野
生
化
し
た
茶
の

本
が
た
く
さ
ん
あ

，

三
年
番
茶
づ
く
り
に
は

ね
が
っ
て
も
な
い
場
所
で
あ
っ
た
。
オ
ー
サ
ワ

ジ
ャ
パ
ン
に
つ
と
め
て
い
た
川
上
さ
ん
は
奥
さ

ん
と
二
人
、
こ
の
地
に
足
を
踏
み
い
れ
た
。
農

家
の
廃
屋
に
手
を
入
模

な
ん
と
か
住
め
る
よ

う
に
し
て
、
無
農
薬
有
機
農
法
。自
給
自
足

の
生
活
を
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

ふ
つ
う
茶
と
い
た
ば
、
春
の
新
芽
。新
緑
を

つ
む
の
だ
が
、
こ
こ
は
そ

，
で
は
な
Ｌ

ｌＯ
月
～

３
月
の
冬
の
寒
い
時
期
、冷
気
に
耐
え
て
ひ
き

し
ま
っ
た
茶
の
本
を
枝
ご
と
切
る
。
そ
れ
を
茎

と
葉
に
細
か
く
切
り
分
け
て
、
マ
キ
火
で
別
々

に
焙
り
あ
げ
る
の
だ
。
最
初
は
燃
料
に
重
油

を
使
っ
て
い
た
と
の
こ
と
。
マ
キ
に
変
え
た
理
由

は
、「昔
な
が
ら
の
マ
キ
を
使
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、

日
元
に
い
つ
ま
で
も
香
気
が
残
る
う
ま
い
も
の

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。大
変
な
手
間

は
か
か
り
ま
す
が
」と
川
上
さ
ん
は
言
”λ

密
進
ア

‐
′

夏
の
間
に
草
を
刈
り
堆
肥
を
つ
く
り
、
小

麦
。あ
ず
き
。
タ
マ
ネ
ギ
。ゴ
マ
な
ど
を
畑
に
植

え
つ
け
、
自
然
農
法
も
め
ざ
し
て
い
る
川
上
さ

ん
は
、「作
っ
て
み
る
と
、
お
茶
で
も
タ
マ
ネ
ギ
で

も
手
を
か
け
れ
ば
か
け
る
ほ
ど
か
わ
い
く
て
、
手

ば
な
し
た
く
な
く
な
り
ま
す
」と
う
れ
し
そ
う

に
笑
”λ
将

来
は
緑
茶
も
つ
く
り
、
オ
ー
サ
ヮ

ジ
ャ
パ
ン
の
お
茶
園
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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沢店(売店) |
東京都渋谷区大山町‖-5
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